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序章

■ ハイパ ーネ ッ トワーク社会 の 一…般定義 と提案 主旨

ハイパーネットワーク社会の一般的な定義をすれば、次のようになる。

「高度情報化の発展によって個人や組織の創造的活動が十分 に発揮できる社会」

これでは不十分 なことはい うまでもないが、本報告書の目的は情報システム化の

新 しい流れを知的生産性 ・創造性の向上に向ける社会の在 り方 を明 らかにするこ

と、その基本的な理念 と方向性 を提案することにある。

具体的には各車を通 して、以下のような内容について提案する。

1)国 ・地域行政

新社会資本 ・情報環境の整備 と地方分権化 における情報システム化の

意義

2)企 業の活動

ビジネス機能の地方分散化、新 しい企業経営の理念 と構築

3)個 人のライフスタイルと知的生産活動;グ ループウェアの利用の事例

■ ハイパ ーネ ッ トワー ク社 会の未 来像;西 暦2001年 と2010年 の社 会

ハ イパ ーネ ッ トワー ク社会 が どの ようなものか は各 人 イメー ジを持 ってい るこ

とだろ う。 そ こで統一 した 内容 に まとめ ることは難 しい面 もあ るが、執筆者 陣で

数 回の論議 を重 ねてイ メー ジ を統 一 しよう とした。 その ように して理論面 だけで

は な く、それぞ れの ライフス タイルケース を物 語風 に記述 し具体像 を明確化 して

い る。

以下はその前提 条件 とな るインフラス タラクチ ャーの想定 である。

口2001年 の ネッ トワー ク社会 とは;そ の全体 イメージ

現在 の米 国並の通信 イン フラが整備 されてい る とい う想定 で ある。 ただ し、 ケ

ー ブルT .V.な どの普 及率 は まだ遅 れてお り約20パ ーセ ン ト(現 在5パ ーセ ン ト

程 度)と い う状 況。

フ ァックス(電 話)と パ ソ コン、 プ リンター、 コピー機 の統合 された通信 メデ

ィアが オ フィスの端末 と して…般化 して くる。動画 レベ ルでの テ レビ会議 も、二
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部上場 クラスの企業で は50パ ーセ ン ト程度 の普及 率 とな っている。

学校 や家庭 での通信 イン フラ も、パ ソ コンによる遠隔教 育 を実施 で きる環境 に

な り、在 宅学習 や通信 ホームシ ョッ ピングが盛 んにな る。個人 レベ ルで直接情 報

をや り取 りす る空 間 は、携帯情 報端末機 を媒介 に して学校や地域公共体 とネ ッ ト

化 されている。

こう した情報 の イ ンフラス トラクチ ャーが整備 され るにつれて、経 営 は情報 マ

ネー ジャーが中心 にプロジ ェク トベースで運営 され る ようになる。そ して各 メ ン

バー は、仕事 の プロセス全体 に関与 して責任 を持 つ ようにな る。通信 メデ ィアや

コン ピュー タを活用 す るワークス タイルが年俸 制や フレックス タイムの普 及 と と

もに発展 す るようになる。

口2010年 の ネ ッ トワーク社会 とは;そ の全体 イメージ

す でに国内での光 フ ァイバ ー、B-ISDNの 敷 設率が90パ ーセ ン ト以上 とな って

お り、 さらに米 国主導 に よる衛 星通信 に よる国際 ネ ッ トワー ク(最 近発 表 された

ビルゲイッ らの構想)が 完成 しているという想定。

現在あ るワー クス テーシ ョンレベ ルの情 報 メデ ィアが家庭 内で テ レビ並 に普 及

し、 ビジュアルデ ジ タル通信が モー ビル コン ピュー テ ィングによ り、 どこか らで

も低価格 で可 能 となってい る。企業 一公 共施設(学 校)一 家庭の ネ ッ トワー クが

携帯情報端末 を介 して常時使用 、 また週休三 日制や完全 フ レックス ワークの実施

が90パ ーセ ン ト以上の企業で実施 されている。

ロ ハイパーネットワーク社会の基盤;生 涯学習社会へ

出生率の低下 と高齢化の影響で、これまでの青年期 だけで学習 を終えるような

義務教育制度や高等教育制度 も変化 し、次のような制度が拡充されて くる。

1;リ カレソ ト教育 ・社会人大学院教育制度

2;在 宅学習制度 ・遠隔通信授業

3;各 種の資格取得通信教育講座(オ ンライン検定など)

4;堕 胎期からの幼児教育

5;健 康 ・レクリエーションに関するボランティア事業の制度化
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ロ ハイパ ーネ ッ トワー ク社会の基盤;環 境 との調和 へ

環境資源 と経済的 リソー ス(資 金、人材、資源、情 報)の 調和 、そ して空間 ・

時 間的 な分 散化 は、社 会 と自然環境 にとってプラス とな るばか りで はな く、人間

の発達 や健康 に とって も望 ま しい状 況 を拡大す る。ハ イパ ーネ ッ トワーク社 会で

はその ような新 しい分 散化 を促 進 させ る情報基盤 を創 り出 してい く必要 があ る。

■ 参画型のハ イパー ネッ トワーク社 会へ

以 上の ような社会 を実現 してい くための前提 には、 どの ような人 間 を形成 して

い くか、何 を生 きがい とす る ような シス テムを創造 してい くかの理念 を不可欠 と

す るはずで ある。

そこで結 論 か らい うな らば、「参 画(Conviviality)」 の ための道具 ・制度 が保証

されてい な くてはな らない。 ここにい う 「参画」 とは、仕事の 中で企 画か ら成 果

物 までのサ イクルを一一体 と してみる ものである。

本稿 で は、 人の創 造行為 と環境の善循環 的な在 り方 を トータルな フローシステ

ム と して捉 え る立場 か ら、 この参画 の コンセプ トを位 置づ ける。 それ らは個 人か

ら集団、組織体 、地域社 会 コ ミュニテ ィ、国家 、 自然 とい った個 か ら全体 の関係

を相互 にネ ッ トワーク化 す ることで実現で きる。

この よ うにハ イパ ー ネッ トワークの基本 理念 を定義 す るこ とで、次世代 の高度

情 報社会へ の展望 が見 えて くるもの と確信す る。

以 下で は第1章 の情 報創造 の考 察、 第2章 の情 報 シス テム化 の歴 史 的 な分 析 、

第3章 の未 来の社会 を想定 しての具体 的 なイメージ案、第4章 で は認 知科学 的観

点か らの参画型ハ イパ ーネ ッ トワーク社会論 を述べ るこ とにする。

一5一





第1章

創 造性 を増幅 する情報 ネ ッ トワー クに向 けて





第1章 創造性を増幅する情報ネ ットワーキングに向けて

1.な ぜ 、 今 、 創 造 な の か

身の周 りでは情報創造 とか コラボ レイシ ョン(協 同創造)、 グループ ウエアな ど

ど とい う言葉 が飛 び交 ってい る。子供 の頃、発 明王エ ジソ ンに憧 れた ように、 そ

して多 くの街 の発 明家 が今 日も自称発 明に熱 中 して いる ように、発 明 ・発 見 はい

つの時代 で も人 々の心 を捉 えて止 まない もの を持 っている。 だが、 最近の創造性

要求には、個人 的趣 味 の域 を越 えた時代 の流 れ を感 じる。今論 じたいの は、創造

が人 の本 性 か否 か とか、 人 の能力 と しての創 造性 につ いて で はな く、今 ま さに

我 々が問 い問 われてい る現代 の 「情報創造」 その ものであ る。 そ こで改め て今 日

情 報創 造が要求 されて いる時代 背景 を探 るこ とに よ り、情 報創造へ の対処 の仕 方

を考 えたい。

今 日の情報 創造 ニーズの背景 は、大別 して次 の3要 素 を挙 げ ることがで きよう。

■ 価値観の多様化

この言葉 は既 に幾 度 とな く耳 に している言葉 だが、創造 性要求 問題 も基本 的 に

はそれ を切 り離 しては語 れない。物が行 き渡 って、 それ まで の作 れ ば売 れる時代

か ら、客 のニーズ に合 わせ た商品 開発 の時代へ と変換せ ざる を得 な くなった。大

量 生産 か ら多 品種 少量生産 への移行 であ る。 とはい って も、顧客 志 向が完全 な一'

品注文生産 ではな く、 いわば イージーオー ダ生 産 だった り、 ビール の ように見込

生 産だ った りす るゆ えに、基本的仕様 を巡 って、顧客 のニ ーズの大勢 が どこを志

向 してい るか、何 が顧客 を惹 きつ けるかが争われ る。魅 力的 商品の創造 が要求 さ

れる。

■ 情報化社会の進展とシーズの先行

1970年 代の情報化社会論 は呆気な く消え去 ったが、80年 代初期 に当時の電信電

話公社 を中心に提起 された高度情報社会論は、時代 の先駆 として世界的に容認 さ

れるに至る。直後85年 に導入された電気通信民営化 によって、官民全体に爆発的
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第1章 創造性 を増幅する情報ネッ トワーキングに向けて

な情 報化 待望論 が生 まれ、地域情 報化 プ ロジ ェク トが乱 立 した。猫 も杓 子 も電気

通信 産業 に参入 し、狭い 日本 が新 規事業者 で溢 れる。 ほぼ時 を同 じくして、情報

処 理その もの を機 能 とす る コンピュータの小 型化技術 が急速 に発展 し、情報化社

会論 を裏付 けるこ ととなった。

だが、INS(高 度 情報ネ ッ トワークシステム)が 、「一・体付 をす る ものぞ」 と

一部 で椰楡 された ように、高度情 報化 社会 な る ものの未来像 が、具体 的 に市民 に

は見 え に くかった。今 日、最 も市民の 身近な コ ンピュータであるパ ソコン も、当

時はその汎用性 と特 殊利用技術 並 びに価格 の故 に、社 会へ の浸透 は遅 々たる もの

だ った。情報 とい う目に見 えない もの が相 手で あるだ けに、INSと い い、 コン

ピュー タ といい、膨 大 な開発投 資成果 を事 業化 す るに足 りるニーズが見 えない悩

みが共通 した。

しか も、生産 工程 においては、 コンピュータ内蔵制御機器 に よる自動化 が急速

に進 んだが、事務 用 においては、次 のOA(オ フィス ・オー トメー シ ョン)時 代

に ようや く事務 所 に浸透 す る こ ととな った。特 定用 途 と しての電卓 、 コピー機 、

フ ァクシ ミ リ、 ワー プ ロ、 そ して専 ら家庭用 と しての ファ ミコンの類 いで あ る。

汎用機器 としてのパ ソ コンは、パ ッケージプ ログラム と しての市販用経理(税 務)

プログラムの進歩 によって、初めて、急速 に企業 に導入 され ることとなった。

しか し、電気通信 業務 に関 して は、 シーズが先行 し、ニ ーズ の発達 が遅い状態

が続 いた。代表的 なの はキ ャプテ ンであ る。 この状態 は現在 で も光 ケー ブルの設

備構築や マルチ メディア開発の リス ク問題 と して、開発 の阻害要因 となっている。

このシ ーズ とニ ーズの格差 は、特 に わが 国の電気 通信 の分野 で は深 刻 であ る。

そこでは、高度情 報化社会 が本 来期待す べ き、新 しい情報化 ニーズ を生み 出す努

力 に向かわず に、限 られたパイ を巡 るシ ェア争 いが、民営化 ス ター ト以来続 け ら

れ、個 々の電気通信事業体の体力 を悪化 させ てい る。

今 、企業 に求め られてい るのは、 ポス ト工業社会 と しての高度情 報化 社会 とい

う新 しい局面 を迎 えて、 「いか に時代 に対応す るニーズ を生み出すか」 の知恵で あ

り、その創造性 なのである。
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■ 複合的な問題の山積

新 時代 に対応 す る とい う意味 で、創造性 を求め られてい るのは、勿論企 業だ け

でな く、政治 ・経 済 ・社会 すべ ての分野 において である。 そ こには酸性 雨やオ ゾ

ン層 破壊 、温暖化 ・砂漠化 等地球 的規模 での環境 問題 、国や 地域 を巡 るlflLで」fnを

洗 う闘い と、 そ こか ら生 まれ る難民 、大都 市 に押 し寄せ る膨 大な人 日対 策 などの

社会 問題 が あ る。 と くにオ ゾ ン層破 壊 や温暖化 は、人類 誕 生以 来 の経験 であ り、

す ぐフ ロンの使用 を中止 した り、 自動車 の利用 を制 限す れ ば万 事片付 くとい った

単純 な発想 で は解 決 しない 。い か に して、 フ ロン使 用 を可及 的速や か に廃 止 し、

どうす れば、社 会的悪影響 を最小 限に しなが ら、人 々に 自動車 の使 用制 限 を実行

させ ることがで きるかが問題 である。

宗教 ・民 族 を巡 る争 いは、古 くて新 しい課題 であ り、あ る地域 での問題解 決が、

即他方 の成 功 を保証 す るわけ ではない。複雑 な過 去が積 み重 な って、怨念 とまで

い える感情 をひ きず ってい るだけに、理屈 では通 らぬ 世界 で あ ると ともに、環境

問題 を含 めて、 当事 者 たちが時 には加害者 であ り、時 には被害者 であ る とい うジ

レンマ をも持 つ。

こう したジ レンマや、個 の行動 と全体 行動 との調和 とい う困難 な事態 を、いか

に円満 に克服 す るか に、人類の叡智=課 題解決 の創造性 が求め られてい る。

以上を要約すれば、地球規模の環境破壊、米ソの経済破綻 と日本の経済大国化

等、初体験時代 を迎え、従来の経験が通用 しなくな り、伝統的価値観や権威が失

墜 した。

国内的にも、バブル経済の崩壊 と、産業の空洞化 に伴 う国内経済崩壊の不安、

高齢化 ・若年 人口減の中での地域崩壊の不安が高まっている。いわば政治 ・経

済 ・社会のあらゆる分野 において、未体験の世界 に突入 しているのであ り、 しか

も、不連続的な変化の中で従来の経験が適用で きない以上、未来社会における生

き方 を求めて、将来展望 を切 り開かなければならない。まさに個人 として、地域

として、企業 として、国として、そ して地球全体 としての、未知の世界に生 きる

ための創造性が求められる時代 といえよう。
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2.情 報 創 造 の 定 義

経 営情 報学会 の情 報創造研 究部会 において は 「情 報創 造 とは、既存 の情 報 を組

み合 わせ 、新 しい意味、価値 を生 み出すこ と」 と定義 した。併せ て、「経営 におけ

る情報創 造 は、上記の情報創 造 の プロセス を通 じて、新 しい商品、サー ビス の コ

ンセ プ トや新 しい仕事 のや り方 を創 出する ことである」 と定義付 けている。

この定義 は次 の意味 を内包す る。即 ち、情報創 造 においては、既存の情報 の存

在 が前提 であ り、無 か ら有 を生 み出す こ とは無 い。 そこで創 造者が どれだけの既

存情報 を持 ってい るか、既存情 報の質 と量が問 われるこ とにな る。 そ して、そ れ

らの情報 の組 み合 わせ 方法 が、創造の ための重 要 な要 素 になって くる。 また、創

造 された もの は新 しい意味 、価 値 を持 たねば な らない。既存の意味 の焼 き直 しは

創造 とはいわ ないの は もちろんで あるが、 ここでは、その新 しさお よび価 値 を評

価す る主体は誰 か というこ とが問題 として残 る。

そこか ら、経営 における情 報創造 の定義 は、次 の ように変形す ることがで きる。

「情報 創造 とは、創造 者 に とって、新 たな価 値あ る コンセ プ トまたは意味 を生

み出す過程 やその産物 である」。

ここでは、価 値 の評価 主体 は創 造者 であるが、 その価値 はユ ーザ に よって実現

される。即 ち、価 値 の評価 は一次 的には創造 者 に よって行 われるが、ユーザ に よ

って、その価 値が 認め られる こ とに よ り、初め て価値 と して実現 す る。創 造者 の

評価 とユーザ側 の評価 が異 な る とき、創 造物 に対 す る創造者 の強い思い込み に も

かかわ らず、社会的 には創造 と認 め られない事態 が生ず るこ とも珍 しくない。

以上 の定義 を踏 まえなが ら、 もう少 し創造 の定義 を検討 してみよ う。

■ 「新 しい」 とは伝統 か らの脱却であ り、既存の ものの繰 り返 しや、表 面的 な

言換 えは新 しい とは見 な されない。伝 統か らの脱却 とは、既存の学問 的理論 や

文化 ・芸術 、宗 教観 ・道徳親等 の社会的制約か らの離脱、極論すれば現状 の否

定 を意味 す る。尤 も、否定 の範 囲はご く一部 に止 まるこ ともあ る し、 コペル ニ

クス的転 回 に よって、全面 的に既存理論 に基づ く世界観 を引繰 り返 さねばな ら

ない事態 に到達す る こともあ ろう。否 定の範 囲が広 いほ ど、激 しいほ ど、新 し

い理論構成 は困難 にな り、他 方、社会 に与 える影響 ・衝撃 は大 きく強 くなる。

一12一



第1章 創造性を増幅する情報ネッ トワーキングに向けて

■ 新 しさに関す る前項の定義は、創造 の範囲が非常 に広範 なこ とを物語 ってい

る。即 ち、数百年 に…度の革命 的新 しさは、 もちろん創造 に含 まれるが、 日常

的な業務の改善や創設の中 にも、創造 的新 しさがあ るこ とを意味 している。人

類社会 の進歩 の大部分 はこ う した 日常 的な創 造 の積 み重 ね に よる ものであ り、

革命 的 な創造 はそれ らの小 さな創造 の積 み重 ねの上 に築 き.ヒげ られて、 さらに

その上 に再び小 さな創造が積 み重 ね られてゆ く。

その こ とは同時 に、創造者が天才 だけでな く、身 の回 りの至 る所 に居 る こと

を意味す る。創造が 限 られた天才の 占有物で はな く、我 々平凡 人で も参加で き

るこ とは、我 々 を勇気づ ける。 もし創 造が天才 だけの ものだ った ら、創 造性酒

甕の ための訓練 な ど猫 に小判、何 の意 味 もないだろ う。

■ その新 しさの比較対象は何かが問われる。最 も狭義の意味では、社会的に過

去の歴史 を越えるものに限定される。学術理論からいえば、過去に発表された

部分に関する限 り、理論の追認では有 り得ても、創造 された理論とはなり得な

い。その点では、社会は過去を含む人類全体の歴史 として、最 も広 く解釈され

る。

他方、新 しさに関する広義の解釈では、社会 を認識可能な範囲に限定 して捉

える。最 も狭い意味では社会は個人そのものである。個人は 日々新 しい体験の

中から、個人的発見や個人的創造を繰返すことによって、自らの知見 を高めつ

つ成長する。個人的創造においては、創造物が社会的に既知のものであるかど

うかは問わない。

それと同様 に、企業や特定集団の中では、集団外 で既知のものか否かは問題

ではない。社会的に公知のコンセプ トであるとしても、閉 じた企業社会の中で

は、よそからの借 り物ではな く、自ら発想 したという条件の中では、十分創造

性に満 ちてお り、革新的だといえる。実社会における創造理論を考える者とし

ては、後者の方が適当だと考えている。たとえ前者の立場で、社会を最広義に

捉えても、結局は閉 じた地球社会での創造を捉えているに過ぎない。広大な宇

宙的社会で、もしどこかに高等生物がいるとすれば、そこでは、 どんな科学 ・

芸術が過去から現在 に創造されているかは今の我々には判らない、という意味

で、社会の領域に関する議論は、いわば五十歩百歩になって しまうであろう。
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もちろん、航空路および情報ネットワークの世界的普及発達のおかげで、情

報流通の広さや速さは昔日の比ではない。 とくに、世界を瞬時に駆け巡る 「学

説的新 しさ」の情報に関する社会的評価基準は、地球規模で捉えざるを得ない

のはもちろんである。

■ 情報創造 は新 しい コンセプ トを獲得 す るための一一連 の過程 を持つ。情報創造

が思いつ きと異 なるのは、思 いつ きが一種 の閃 きなの に対 して、創造 はそ う し

た閃きを、社会的 に認知 され る完成作 品 にまで纏 めてゆ くことにある。

林檎 の実が落 ちるの を見て、地球の引力 を発想 して も、それ を社 会的に認 知

されるまで に定式化す る困難性の方が む しろ大 きい。社会的 に認知 されない創

造 は、結果的 には創造 とは扱 われない。凡人 と創造者 との違い は案外 この辺 に

あ るのか もしれない。 と同時 に、天才 といえ ども相 当の努力 な しには創造 をな

し遂 げ られな い一因で もあ る。 この点 を強調す るため にであ ろ うか、 ピー タ

ー ・エ ヴァンス達 は創造 の要素 の一 つ と して、問題解 決のための完成作 品にま

で持 ち込む ことを挙 げ、創造 の定義について、新 しい価値 を持 った もの を独創

的に 「編集す る」 ことと してい る。(参 考文献 一覧参照)

3.情 報 創 造 の メ ン バ ー 構 成

前章 における創 造者の 定義 によって、創造者 の メンバ ー構 成の面 は次 の3つ を

挙 げ ることがで きる。

・個 人的創造

・集 団的創造

・協 同創造

この他 、創造 を得意 とす る外 部への委 託があ る。

■ 個人的創造

創造 はもともと属人的色彩が濃厚な分野として扱われてきた。この伝統的概念に
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基づけば、創造は個人の創造力に全面的に依存するものであ り、最 も必要なのは、

個人の高い創造性資質である。いわゆる天才と呼ばれる人ほど、創造の成果が大

きいことを期待 され、過去の歴史的発明家の多 くはこの分野に属する。街の発明

家の大部分はいわば街 レベルの天才 として、創造力を発揮 している人達である。

見かけ上は後述の集団的創造や協同創造であっても、実質的には個人的創造そ

のもの といえる場合が多い。いわゆる閃きは特定の創造者によって示 されるiiJ－能

性が高い。グループ方式でも、 リーダー もしくは世話役 による会議の進め方に左

右 されるところが極めて大きい。他のメンバーの発想 は、 しば しばリーダーによ

って押 し潰される。実力者の発言によって、それ以外の発 言はすべて無視 される

か、発言そのもの も差 し控 えられる といった雰囲気 に支配される場合 もある。い

わば、会議の進行はほぼ決まっているのに、合意形成による全員 …致の形 をとる

ため、形式的には集団的創造 を取 るや り方は、 日本的意思決定方式 として定着 し

てきた手法である。

しか も、この種の合意形成方式が今後 も有力である保証はない。調和を旨とし

てきた日本型組織社会の中では、世の中が多極分散価値思考に傾斜 しているとは

いえ、 しばらくは調和型意思決定方式が優位の時代 は続 くであろう。前述 したよ

うに、独 自の価値観がとくに尊重 される創造の世界では、あえて価値観の相違 を

前面 に押 し出 しての、独創が優位 を占める時代の到来が意外に近いかもしれない。

■ 集団的創造

当事者たちが集団的討議の中で創造するやり方である。わが国の品質管理活動

における小集団活動 もこれに属する。ブレインス トーミング法においては、個人

の創造力は小 さいが、発想連鎖 を繰 り返す事で、思いがけない知恵が生まれるこ

とを期待する。全員参画型であ り実行面で合意 を得やすい特徴があるが、時間的

制約や組織的制約などにより、屡々集団シンク(浅 慮)の 名で呼ばれる事態に陥

った り、集団外 に関する事項は対象外に扱われた りして、抜本的な発想は受け入

れられにくい面がある。
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■ 協同創造

個人的創造 と集団的創造 との双方の長所を兼ね合わせることを企図 した方式で

ある。開発に関係のある種々の専門分野の中から、高い創造性 を有する個人同士

を、チームとして協力させ ることにより、相乗的に一層高い創造性 を発揮するこ

とを期待する。そこでは、創造の分野の空間的 もしくは時…間的分担や、相互批判

を含む情報の交流による刺激を通 じて、より高いレベルの創造に到達する。

研究分野 をメンバーに割 り振る空間的分担は、比較的に導入 しやすいスタイル

である。創造業務が大規模化 ・精密化す るに したがって、研究 ・開発の規模が個

人に能力を越える事態が増加する。ただし、個人的創造で指摘 したように、「両雄

並び立たず」、特定のメンバーに負担が集中することは自然の摂理である。フォー

マルであれ、インフォーマルであれ、協同創造は結果的に組織的創造ということ

ができよう。

協同創造のメリッ トは、創造的作業の分担による時間的制約の克服や、模索過

程が必要となる専門の知識 ・情報の迅速 ・円滑な獲得である。

もともと、経営における情報処理は、組織による情報処理であ り、これまで原

則的には、企業は生産や事務処理用の組織 をそのまま使 って、情報創造活動 を試

みてきた。この方法は各分野 ごとの中での創造活動には高い功績を残 した。 しか

し、組織が一定の成熟度に達すると、今度は組織が創造の阻害要因に転化する。

創造推進の時代における協同創造のスタイルとしては、まず最 も安上が りの創

造組織 として、 目的に関係の深い既成組織の各分野からメンバーを引き抜いて、

もしくは兼務 として、プロジェク トチームを編成する方法が最 も通常に利用 され

る。

また、創造グループを常時プール して、必要に応 じて随時、プロジェク トチー

ムを結成する方法 もあ り得る。 目的に関係の深い分野からは、その業務 に造詣の

深い職員が参考人 もしくはチームの一員 として参加する。この方法はあ らかじめ

選抜 した創造性の高い職員の能力を最大限に発揮す るよう仕向けることで、高い

効果 を期待するものであるが、メンバー と問題の種類や量との整合にギ ャップが

生 じる恐れがある。

協同創造 に適する創造の種類は、個人的創造活動の中では、時間的もしくは質
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的 に開発 困難 と見な される類 いの ものであ る。 コラボ レーシ ョンルー ムや グルー

プ ウエ アな どは、協 同創造活 動 を より効 果的にす る支援す るハ ー ド、 ソフ トのイ

ンフラス トラクチ ャとして位置付 け られる。

4.情 報 創 造 の プ ロ セ ス

創 造 の マ ニ ュアル につい て は、オズ ボーンの ブ レイ ンス トー ミン グやKJ法 、

NM法 な ど多 くの手法 が提 唱 されてい る。 中で もブ レイ ンス トー ミングは最 も著

名 であ るが、KJ法 について も、 日本 人の最初の考案 とい うこ とで広 く知 られて

い る。 いずれ に して も、これで絶対 に成功 する とい う保 証は ない。

情報創造 の基本的手順 は、総体 的に は通常の問題解 決 プロセス と同 じ順 序 で進

行 す る。 図表4に 示 した ように、まず 「問題の存在認識 に始 ま って、問題 を理解 し、

正確 に定 義 し、解決 の方策 を求 め、それ を評価 し、選択 し、 定式化す る」 とい う

プロセスであ る。

創造力 は と くに課題解 決の ための具体 的発想の場 におい て発揮 され る。 そ して、

その発想 の適否 を検証 して は、⑦ のルー トをフィー ドバ ック し、再 び新 たな発想

を求め るこ との繰 り返 しの 中で、創造力 が試 される。

図1-1情 報創 造のプロセス

(1)

問題 の
→

存在認識

(2)

の

正確な定義

(3)(4)

解 決 の の
→ → →

発想 効果検証

(5) (6)

霞]一画

一 ー 一 ⑦ 一 一 ー

一17一



第1章 創造性 を増幅する情報ネットワーキングに向けて

■ 創造性開発について

創造 性 開発手法 の幾つ かはその問題 について徹底 的 に考 え抜 くこ とを要求 してい

る。考 え抜 いた挙 句、何 も出な くなった時、突然 イ ンス ピレーシ ョン=閃 きが湧

いて、問題 が解 決す るの を体験 す る とい う話 が よ く引 き合 いに出 され る。 その閃

き も考 えてい る場 ではな く、 トイ レとか歩 いてい る とき、寝 てい ると きにパ ッ と

閃 くとい う。 この問題 は実は協 同創造 には厄介 な問題 である。つ ま り、皆 で議論

し合 ってい る ときには、解決で きない こ とにな りかねない。 その意味 では、既存

の創造性 開発手法 には適用の限界 があ る。

■ 創造者の資質

情報創造が既存情報の組み合 わせ という点では、入手できる情報の質の高 さが要

求 されるとともに、情報の組み合わせの手法(意 識か無意識的かは別 として)に

関する知識が求め られる。また、情報の組み合 わせ方については、天才的な直感

に頼るや り方 と、地道に各情報を組合わせて評価 を繰 り返すや り方があるが、そ

れぞれに一長一短あることは当然である。

・評価 の段階ではさらに、専門領域や異領域における各種評価手法の知識が、

発想への評価 を権威づけるとともに、専門分野に拘束 されない柔軟な評価 をもた

らして くれる。

〈情 報創 造 の 発展 プ ロ セス 〉

思考特性 発散思考 収束思考 統合思考

知 ▲

識
の

変

化
発

想

整

理

創

作

時間変化

・発 想 フェ ーズ 整 理 フェ ー ズ ・創 作 フ ェー ズ
●

・知識 の拡散化 ・知 識の結束化 ・知 識の再構 造化
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5.情 報 ネ ッ トワ ー クの 機 能

コン ピュー タの発達 は、情報の世界 を大 き く変 えた。 コンピュー タが担 う情報

加工 の役 割、 それは先ず情報 の集計 に始 ま り、次 いで判 断 ・選択 ・置換 ・分析 の

分野 に手 を拡 げ、 さらには、五官表現 の変換(音 声 ～文 字、数値 ～画像)と 止 ま

る ところを知 らない拡大 を続 けている。 「人 間が コン ピュー タに支配 される」 こん

な ドラマ も珍 しくな くなった。

表1-1は 情報創造 との関連 を見 る前段 階 と して、情 報 ネッ トワー クの有す る諸機

能 を羅列 した ものであるあ る。

表1-1情 報 ネ ッ トワー クの情報処理機能

・デ ータ入力作業 を軽易化す る

・デ ータ収集 を早める

・データ分析 を早 める

・リアルタイム処理 を可能 にす る(資 料検索 ・各種処理 ・議事のあ らま し編集 ・印刷)

即 ち、思索過程 での疑問 を素早 く解 明 した り、発想 の適否 を事例 に照 ら して即時検

証 した りす るこ とがで きる。 また、入力条件 や入力 デー タの即 時変換 して シ ミュレ

ー トし、思索ス ピー ドを早め、迅速 に次の思索ステ ップへ移 行で きる

・連続測定 ・制御 を可能 にす る

・高速度 ・高精密測定 ・制御 を可能 にす る。 これ らは創 造領域 を拡め る ものである

・デ ータベ ース化 に より過 去の知識 ・経験の普及や検索 ・再利 用 を容易 にする

・過去のデータと組合わせての比較や新 しい知見の整理が容易 になる

・シ ミュ レーシ ョンに よる ときは条件設定が比較的容易 にで きる

・実験結 果、予想効 果等の音声化 ・イメージ化 ・3次 元化等 に よるプ レゼ ンテー シ ョ

ンの自由化が可能になるとともに、プレゼンテーシ ョン作業が比較的楽になる。

・集団創造や協同創造 を進める際、同一場所では勿論、相互に離れている場所や時間

で も、時空を越えた相互情報提示 ・交換や協議への参加が容易になる
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6.情 報 ネ ッ トワ ー ク と情 報 創 造

現代 的 な情報 シス テムや情 報 ネ ッ トワークが、情報創造 に不 可欠 な ものだ とは

いえない こ とは、情報 システムが未発 達の時代 で も、情 報創 造が行わ れてい た と

い う点で 、論 ず るまで もないで あろ う。 だが 、情報 システムや情 報 ネ ッ トワー ク

は、情 報創造 を促 進 し、高 度化 す るキ ッカケ を与 える。情 報創造の定義 や プロセ

スで述べ た ように、既存情 報の質 が情 報創造 の成否 を左右 す る となれば、情 報の

収 集 ・蓄積 の役 目 を果 たす情報 ネ ッ トワークの在 り方が、情 報創造の成 否 を左右

す るとい うこ とがで きよう。

と りわ け、ハ イパー情 報ネ ッ トワー クシス テムは、表1-2に 列挙 した よ うに、 コ

ン ピュー タ と高 度情 報 通信 ネ ッ トワー ク との融合 に よる高 いマ ルチ メデ ィア伝

達 ・処理 能力 、大 容量 記憶 能力 、高速 処 理 能力(集 計 ・演 算 ・分析 ・編集 ・選

択 ・置換 ・検 索)、 メデ ィア相 互変換 能力等 の 、進 んだ諸情 報制御 機能 によ って、

既存情報 の多様化 ・高品質化 ・大量化 を可能 にす ると ともに、随時所 要 のデー タ

を検索 ・提 供す る、デー タの分 析 を迅速化 す る、最適の プ レゼ ンテー シ ョンで 直

観 的な表現 を可 能 にす る等 々、情報 に関す る卓抜 な処理機 能 によって、以 前 は予

想 で きなかったス タイルで、情報創造 を支援 している。

ハ イパ ー情報 ネ ッ トワー クの有す るマ ルチ メデ ィア を含 む高度 な情報処 理機 能

は、個 ・集 団 ・協 同創造 いず れの立場 に ある創 造者 に よって も、効果 的 に利用 で

きるのはい うまで もない。

そ して、前 記の創造活 動推進 のため、次 の機 能 を持 ったハ ー ド、ソ フ トが開発

され、 も しくは開発 が進んでい る。
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表1-2情 報創造推進のための情報システム機能

情報入力 ・マルチ メデ ィア入力で きる(音 声 ・文字記 号 ・イ メージ ・バ ー コー ド)

即 ち、文字 か ら映像 までの各種情 報 を大量 ・高速 に入力で きる情報表示

・複 数の端末機 か ら大型画面 に集 中入力 ・表示 で きる

・話 した ことが直 ぐ表示 される

・大 型画面 上の表示場所 を自由に移動で きる

・過 去の記録 を表示 で きる

・関連 データ を集 めて表示で きる

・数値 を容易 にグラ フ化 できる

・画像 を高速 に入力 ・表示で きる

・文字 ・画像 とも更新 ・加工で きる

・画面 をプ リン トアウ トできる

・カラー表示 ・記録 で きる

情報蓄積 ・文字、画像のマルチメディア情報を大量に蓄積 ・出力で きる

・入力情報を時系列的に再現 し、思考過程 を遡及で きる

また特定段階の画面まで遡及 し、欠席者 ・途中参加者にも提示できる

情報伝達 ・オ ンラインで相 互 にマルチメデ ィア情報(テ キス ト、 イメー ジ、音声)

を高速転送 し、相手側 に表示 ・更新で きる

情報検察 ・必 要 な情報 を即時検 索 し、処理 ・加工 して画面 に出力で きる

・そのため にデー タベース を装備 してい るこ と

・マルチ アクセス可能な こと

かつ て鉄 道 ・道路 は社会 の動脈(血 管)、 通信 は社 会の神 経 に誓 え られた。動脈

は人 ・物 とい うハ ー ドを運ぶ 道具 であ り、神 経 は情 報 を運ぶ 道具 と捉 え られ た。

だが、 通信 ネ ッ トワークが情 報ネ ッ トワークに進 歩 した段 階で は、 ネ ッ トワー ク

は単 なる伝 達機 関 と しての神 経だけで はな く、脳神経(知 能)の 機 能 を も担 うこ

とになる。 これ を組 織 内の情 報シス テムの場 に持 ち込 む と、情報 ネ ッ トワー クは

相 互情報 交換 の域 を超 えて、組織知 能の機 能分担 に向か わ ざるを得 ない。逆 説的

には、組織 知 能の面 か ら情報 ネ ッ トワー クを改め て見 直すべ きこ とを示 唆 してい

る。組織 に変化 が求 め られる とき、組織 知能 としての情報 シス テム も変化せ ざる
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を得 ない。

経 営が情報 を求 め るとき、経営 情報 システム もまた創造 ネ ッ トワーク に進化 せ

ざるを得 ない。社会 が情報 を求め る ときもまた、社会情 報 システムは創 造 ネ ッ ト

ワー クに進化せ ざるを得 ない。 だが 、従 来の情報 シス テム や情報 ネ ッ トワークは、

未来的 にはSF的 予見 が期待 されてはいたが、現 実問題 としては、別 に情報創 造

の ために、 も しくは情報創 造 を第一 義 と して生 まれた もの で も、 開発 されて きた

もので もなか った。 コンピュー タの利 用 はまず高 等計算 の 自動化 か ら始 ま り、経

営管理 や意思決定支援 にまで進 んだ もの の、情 報創造支援 への利用 ニーズの高 ま

りは、 まだ始 まったばか りで あ る。通信 ネ ッ トワー ク につい て も電話 に比較 して

複雑 なプロ トコルや高い構築費 用 の故 に、デー タ通信 と しての発展 は思 うほ どに

は進 んでいない。その ゆえに、情報創造 ニーズ高揚 時代 に当面 しなが ら、情報 ネ

ッ トワー クはまだ それ に見 合 うだけ の進化 は遂 げて い ない。個 別創造 や 協同創

造 ・集合創造 を含 め て、創造 と情 報ネ ッ トワー クとの 関係 の解明が おろそか にさ

れた まま、情報 ネ ッ トワー クはニーズ とは無 関係 に、 ひたす ら技術 的進歩 のみ を

希 求 して きたの ではなか ろ うか。即 ち、創造 のニ ーズが、創造の仕 組みその もの

の解 明 に向 かわず 、創 造性 の論 理 だけが強調 されたため、創造 が情 報 ネッ トワー

クに結 び付 かず、関係が うや むや のまま、今 日に至 った と考 える。

しか も、人類 の再高度 の知的能力 であ る情報創 造の ために は、情報 ネ ッ トワー

クに対 して も、その持 ち得 るあ らゆ る能力 ・機 能が要求 され るこ とになろ う。 い

わば、情 報創造 側 か ら情 報 ネ ッ トワー ク側 に求め られ るのは、果 て しない能力 開

発 の道であ り、 しか も、情報創造 側か らのニーズが具体 的 には提起 され ない状態

にあ り、事業者 と しては創造側 の ニーズ を対 象 とした事業化 の前途 が難 しい こと

の事 情が あ り、 ニーズ、 シーズ 間のギ ャップをいかに解決す るかの創造が必 要 だ

とい う笑 い話が生 まれて きそ うだ。

ここでは情 報創 造 プロセスか ら見 て、情報 ネ ッ トワークに何 が求 め られ るの か

を一瞥 し、両者 のギ ャップの早期解 消 を求めたい。

表1-3で 見 る通 り、情報 ネ ッ トワー クの伝達 ・交換機 能 は、集 団創造 や協 同創造

では不可 欠な、「解決 すべ き問題 に対す る知識 の共有」 に寄'チし、更に当該 集団 に

対 す る帰属意識 を育成す る。大 まかに見 ただけで も、情報加工 の うち、デー タの

集 計 は問題 のマク ロ把握 に役 立つ し、編集の仕 方 を考 える際 、問題 の切 り口 を再
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検討 す ることに より、新 しい知見 を得 る機会 が生ず る。

要因 間の相 関度 をみ るため に、 コン ピュー タの高速 なデー タ解 析機 能が動 き出

す 。専 門的知 識 を得 るため に、その場か らネ ッ トワー クを通 じて デー タベース を

呼 び出す 、グ ラ フ化 されたデー タに よって創造心 が刺 激 され、研 究 ・開発が進 む。

同様 に、人力 では得 られなか った超 精細観測 デー タや宇宙的距 離で のデー タ、 も

しくは深 海 ・高温 ・高圧下 でのデー タの入手 が可 能 にな り、新 しい知見 に基づ い

た創造 の道が開 ける。

情報 ネ ッ トワー クに よるこれ らの メ リッ トは、個 人的 に も、 または集 団的 ・協

同的 な創造 者 に対 して も、創造活動 を積極 的に支 援 し、そ の早期 成功 に貢献す る

ものであ る。

表1-4は 本 来、高 い 自由の中で こそ高 い情報創造 が可能で ある とい う基本概念 の

下 に、情報創 造 と情 報 ネ ッ トワー クとの関係 を見 直 した ものであ る。情 報創 造側

か ら見 た場合 、情報 ネ ッ トワークに求め られるのは、あ らゆる意 味 での 自由度の

拡大 で ある と考 える。 自由度 の拡大 は情報 ネ ッ トワー クの 目指 している道で もあ

る。両者 が全 く別個 の道 を歩 んで きてい るわけではない。 ただ、情報創造 におい

ては発想 の 自由が創造 の成 否 を左右 す るの に対 し、情 報 ネ ッ トワーク側 で は必ず

しも全 き自由 を必要 とせず、一 定の制 限内で もその役割 を果た し得 る。

両 者の結 び付 きの例 を挙 げ よう。発想 には創造者 の高 度 な専 門知識 と、異分野

につい ての豊 富 な知識 が必 要 なこ とは さきに述べ た。 一般的 に高 い創造者 は 専門

知識 や異分野 知識 をすでに持 ってい るもの ではあ るが、 さ らなる知識獲得 の必要

となっ た場合 に、希望 のデー タベ ースや協 力者 にアクセスで きない事態 が生ず れ

ば、 そ こで発想 は中断す るか、 も し くは途 切れ て しま うだろ う。 も しか した ら、

そ うい うデー タベ ースは まだ無 いの か も しれない。操作 性のす ぐれ た入 力 システ

ムが いつで も手元 になければ、せ っか く発 想の虜 にな った ときで も、 その発想 を

うま く表現で きない こ とも起 こるだろ う。膨 大な計算 を して くれ るコ ンピュータ

を使 えないた め に、素晴 ら しい発想 も検証 不能な まま、永久 に眠 り続 ける こ とに

な るか もしれない。

これに反 して、 も し、計算 や評価 条件 と しての デー タを色 々変 えて比較 す るこ

とが 自由にで きれば、発想 の更 なる展 開を図る ことが容易 にで きるだろ う。欲 し

い情 報が 、欲 しい と思 った ときに直 ちに入 手で きれば、発想 は止 め どな く流 れ て
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くれ るだろ う。創 造者が幾 つか の創造 に忙 しか った として も、案件 ご とに、過去

の創造 プロセスが直 ぐ取 り出せ れば、効率 よ く思考 を継続す るこ とがで きるだろ

う。

現在 の情 報 ネッ トワー クは創造 のた めのそれ らの条件 を、それぞ れあ る程度 は

満 た して くれ る。 が、決 して満足 で きるほ どで はないの もまた事実 であ る。情 報

ネ ッ トワー ク上 の制約 が、情報創 造の更 な る成 果 を妨 げ る。 国内におけ る情報伝

達 の 自由度一つ に して も、 デー タ伝送 につい ては端末 の移動性 ・携 帯性 、信頼性 、

経 済性 、高速性等 々、 まだまだ時 間空 間の制約 を免 れ ない。 グローバル的 にはそ

の制約 は更 に致命的であ る。

こう して、情 報 ネッ トワー クは今や 、情報交 換 ・伝 達の イ ンフラス トラクチ ャ

か ら、情報創造 の インフラス トラクチ ャへ の変革の道 を歩 み始めてい る。今、私

企業 ・公企業 を問 わず、 そ して 、地域 レベ ルで、国や世界 レベルで渇望 され てい

る 「創造」 … 今情報 ハ イウエ イの名 で新 たな盛.hが りを見せ ているハ イパ ー

ネ ッ トワー ク=次 世代情 報 ネ ッ トワー クは、来 るべ き社 会 にお ける情 報創造 支援

という新 たに して重大な役割 を担 っての登場 を期待 され てい るのであ る。
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表1-3情 報創造プ ロセスか ら情報 ネッ トワー クへのニ ーズ

情報ネットワークの機能

情報収集

マルチメディア情報入力

記憶 ・検索の高速 ・大量化

MOデ ィスク、マイクロディスク

情報伝達 ・交換の高速化 ・自動化

リアルタイム化、グループ化、メール化

光ケーブル普及

移動通信の広帯域化

衛星通信の広帯域化

伝達組合せ グループウエア、電子メール

情報加工(集 計演算、分析、編集整理、

選択、置換え)

超精細観測 ・膨大データ処理能力

マルチプロセッシング

表 示 の多 様 化

五官 相 互 変 換 、AIコ ン ピュ ー タ

視 覚 モ ノ ク ロ、 カ ラー

画像 、映 像

聴 覚 デ ー タ(数 字 、文 字)

嗅 覚

味 覚

触 覚

機 器 の小 形化

PHS、 ノ ー トパ ソ コ ン

情報創造側のニーズ

生の知識獲得→対策の迅速化

日戸 ・文字 ・画像映像獲得

専門知識やなま情報入手の容易化

データ整理保存の容易化

グループ内における知識の共有化

一同族、帰属意識の醸成

センサによる24時 間監視体制の可能化

リアルタイム情報送受

同一資料による遠隔協議の容易化

協同創造グループ構築

集計によるマクロ把握の迅速化

大量データの処理可能化

分析情報の迅速な入手、

高精密データの獲得 ・分析 可能化

創造領域の拡大

レポー ト整理 ・保存の軽易化 ・迅速化

ルーチン的思考のコンピュータ任せ

代替戦略選定の一定条件での自動化

情報のマルチメディア化及びプレゼンテーション

の自由化

直感作用の活動能力発揮

テキス ト、画像 ・映像、3次 元表現

自然色情報による実物感取得

音声が忠実

匂いの伝送

味の伝送

バーチャルリアリティによる仮想体験

移動自由、携帯に便利
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表1-4創 造 の 自由 と情 報ネ ッ トワー ク

自由 ニ ー ズ 情 報 ネ ッ トワー ク能 力 ・機 能 創造支援

情報獲得 情報への超時間空間アクセス機会(何 時でも、どこでも) 理解向上

情報の整備=デ ータベース内容の充実、操作性向上

情報入力 3次 元情報を含むマルチメディア入力の能力 ・操作性 情報整理

(音声 、 文 字 、 イ メ ー ジ、3次 元) 定式化定式化

情報出力 同上 情報整理

表 示 ・表 現 の 自由(大 き さ、 形 、色 、 音 、匂 、味 、触 感) 発想 ・定式化

情報伝達 通信路の大容量化で高速伝送(光 ファイバ、衛星通信) 協同創造

端末装置の移動性向上 情報獲得

ネ ッ トワー ク拡 大 に よ る ア ク セ ス空 間(グ ロ ーバ ル化)

通信メンバー組合わせ(テ レビ会議、電子会議、同報等) 協同創造

透過性

マルチメディア情報の伝達 協同創造

プ ロ トコル 統 一

伝達の信頼性

情報処理 データ処理の高速化、大規模データ処理能力 情報管理

、, 算術演算 ・論理演算能力 評価

情報分析 データ解析の高速化 評価

データ解析手法の選択の自由 評価

情報保存 大量データ 情報獲得

い つ で も、 ど こで も 情報獲得'

自由な複写(音 声 ・文字 ・3次 元映像、品質) 協同創造'

情報変換 メディア変換(音 声、文字、映像) 発想

言語翻訳 ・通訳 情報獲得 ・定式化

発想自体の変換 発想

情報組合わせ ・移動 発想

情報置換 色 ・柄 ・演算条件等の情報の素材置換え 発想

情報編集 時 系列 、 キ ー別 等 の ソ ー ト 定式化

価値判断 評価手法の選択 評価

評価基準設定や変更 評価
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■ 情報伝達と情報創造

ここで取 り上げる情報伝達 とは、送信側か らの情報が軍なるコピーとして受信

側に到達するものを指す。途中混入 を予想 される雑音情報は どちら側の情報にも

含まない。では情報伝達を情報創造に含むべ きか否か。常識的には含 まないと考

えられるが、情報の価値 を論ずるときには、いささか異質な事態が生ずる。伝達

に伴 う価値移転の考え方の問題である。

物財の ときには明 らかに価値移転が起こる。情報財 については移転後 も送信側

には依然 として原始情報が手元に残 る。この場合は価値は移転 というより拡散 と

いった方が適切かも知れない。情報は拡散することにより、その価値 を急速に低

下する。全員が知った情報は、もはや情報 としての価値 を失ったという考えが一

般的である。そこで単純 にいえば、情報の価値は移転 された倍率に反比例す ると

いえよう。この場合の価値 とはもちろん使用価値 を指す。いわゆる生産財からの

価値移転(労 働力か らの価値移転)が 流通段階でも生 じるとすれば、物流でも付

加価値が生 じることになるし、情報財についても使用価値の大小に拘 らず、付加

価値の問題は存在する。ただ、情報伝達は情報創造 に寄与するとはいえ、情報創

造の範疇には含めないことにする。

■ 情報処理と情報創造

情報創造 とは既存の情報から新 しい情報を創 り出すことだ と定義 した。その意

味では既存の情報 と異なるものは、すべて新情報 だ とい うこともできて しまう。

ではどれだけ旧情報 と違ったら新情報になるのかとい うことになるが、その境界

決定は難 しい。

情報処理の中で最 も基本的なものは集計作業であろう。データはプログラムに

示 された一定の基準に従 って集計される。マクロ化 されたデータは、過去のデー

タや地域別の比較によって、全体的な変化や特徴 を浮彫 りにする。グラフ化 はデ

ータの特徴 を、視覚によって直感的に表示する。なまデータを通覧するだけでは

把握困難な特徴が、新 しい情報として顕在化する。その故にこれら新情報 をもた

らす情報システムの機能をも情報創造機能 と呼ぶことができる。
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同様 に、特定 の切 口か ら見 た情 報の分析結果 は、単純 なマ クロ化 で得 られ ない

貴重 な情報 となる こ とが多い。 時系列分析、相 関分析 ・回帰分析 、多 変量解析等

は、 こう した特 定の切 口か らの分析であ る と同時 に切 口その もの を見付 け出す手

法その もの ともい える。 過去 におい て、 人間の 手で計 算 した時代 には、その分析

によって知見 を得 る ことは…種 の創造 だ った と もいえ る。 も し、今 これ を創造 と

呼 ばない とすれ ば、創造 は時代 に よって変わ る ものなのか。創造 物 は当然変化 す

るが、 この種 の定 義が変 わる こ とには疑 問があ る しか して、膨 大 な手間を要す る

計算 ・整理作 業 は、高速 かつ疲 れ を知 らぬ コン ピュータの独壇場 であ る。

■ 情報システムと情報創造

他方、例えば多変量解析などによる新 しい知見の獲得が情報創造の枠内だ とすれ

ば、情報システムは情報創造のインフラス トラクチ ャといえる。いわば、情報シ

ステムにおける情報処理作業その ものが情報創造機能に含まれることになる。

コンピュータによる情報処理は情報創造に含まないとしても、「情報システムは

情報創造の機会を提供 し、或いは情報創造を支援するインフラス トラクチャとし

ての機能を持つ」 もの と定義することもできよう。情報創造の機会提供 とは情報

ネットワークの諸機能によって、情報ネッ トワークを通 じての国際的乃至地域際

的交流の拡が りが、通信 を通 しての新たなコミュニティを生み出し、その中での

知的交流の展開によ,って、情報創造を展 開するという流れである。情報創造支援

とは情報ネットワークの諸機能が、 とくに協同創造に高い寄与 を果たすことがで

きるというものである。情報システム無 しには今 日の高度な現代科学に対する協

同創造は殆 ど不可能な レベルに達 しつつある。

地球的規模での環境破壊に直面 して、伝統の良さが見直され始めているが、経

済発展市場主義の時代趨勢は当分変わ りそうにない。それどころか、先進国相互

間や先進経済国と発展途上国 との間の経済的せめぎ合いは、今後 さらに強まるで

あろうから、優位 を求めるための創造活動は、一層活発に要求されることになろ

う。創造活動支援のインフラとしての情報ネ ットワーク自体 も、情報スーパーハ

イウエイ構想の掛け声の中で、ますます高度化の道を辿 るであろう。

好むと好まざるとに拘 らず、こうした時代 に巡 り合わせた我々は、不可避的に、

一28一



第1章 創造性 を増幅する情報ネットワーキングに向けて

さ らに生活 の ピッチ を挙 げ るこ とを要求 され る。 日本 で は高齢者 と若年者 との人

生経験 の差 、意識 の違 い はあ ま りに も大 きい。若年者 に とっては将来 は不安 に満

ち満 ちている。 それが、思 いやる心 を忘れ、我が儘 だ けが罷 り通 り、殺伐 と した

社会 を生み出 してい る。

心のゆ とりに満 ちた未来社 会が拡 がる前段 階 と しての、「やす らぎに満 ちた」社

会 に変革 す るための、新世紀待望論 的意識変革 をもた らす情 報創造 こそが、今 こ

そ最 も求め られ ているので はないだ ろうか。

創造時代 を迎 えて、情報創造 とハ イパ ー情報 ネ ッ トワー クとの関係 で強調 しな

け ればな らないのは、創造君 達 に対 して、 まず 「情 報創 造 に必要 なネ ッ トワーク

は どんな もの か」 を早急 に確 認の上、 その主 たるネ ッ トワー ク能力 を満足 させ る

べ く、全力傾 注 す るこ とであ る。創 造の ために必 要 なのは、あ らゆる意味で の自

由化 に よる情報創 造支援 能力 の拡充であ る。第 一義的 には情 報創造 の根 幹 プロセ

ス であ る 「発 想」 支 援 のた めの機 能=情 報置 換 えの 自由の拡 充 であ り、次 いで 、

評価 と定式化の ための 「表現 の自由」の拡充にあろ う。
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1.今 日の地域問題 と情報化

地域格差 を無 くす とい う情報化 が、逆 に東京 への 一極 集 中 を促 し、更 には人口

の都市集 中 をもた らす な ど、格差拡大 を招 いた とい われ る中で、東京 とそ れ を取

り巻 く首都 圏、地方 中枢都 市、県都 ク ラスの中核 都市 、その湖辺都 市、そ の他 の

中小都 市 や農林 漁業地域 等そ れぞれの地域 が抱 え る問題 は一様 では ない。大 きい

な りに又小 さい な りに、各 地域 は色 々の悩 み を抱 え、精 一一・杯 の発展 努力 を続 けて

い る。そ の現象 は既 に多 くの調査 や著書 に よって明 らか にな ってい るが、 これ ら

の社会 変動 と情報化 とが どの様 に関わっているか を、改めて検 証 してみたい。

■ 大都市に集中する各種施設、資源

人口の東京一極集 中が指摘 されてから久 しい。 しか しなが ら、東京への人口集

中要因のうちのい くつかの要素は地方都市への人口集中の場合にも当て嵌まるも

のである。

ハー ドの集 中はソフ トの集中を意味する。生産人口は即消費人口でもある。都

市に集中するこうした施設の利用者としての、高い消費人日(絶 対数)を ターゲ

ッ トとす る各種サービスが都市に集中する。マス コミ、芸能、スポーツ、輸送 ・

流通、教育、娯楽、食事提供、セキュリティ等がこれ らである。

情報は社会活動の所産であ り、社会活動の活発なところほど情報流通は活発に

なる。 日本経済の巨大化 に連動 して、東京は国際的巨大都市にまで成長 した。政

治 ・経済 ・文化のあ らゆる面で巨大化 した東京 において、情報活動が活発化する

のは必然的成行 きである。それ故 に、経済 ・社会の情報化が もたらした ものは、

地域格差の解消ではな く、東京を核 とする情報の系列化であ り、む しろ地域格差

拡大だったといわれる。情報サービス業の65%は 首都圏に集中 し(「特定サービス

産業実態調査報告書」ts7通 産省)、 それに伴って情報関連職種雇用の場 も東京に

集中 したのは誰の目にも明 らかである。
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2.情 報技術者の東京集中

情報技術者 や ソフ ト技術 者(シ ス テムエ ンジニ アや プログ ラマ)の 東 京集 中は、

企業本社機構 の東京集 中 と軌 を一 に してい る。工場 や研 究所 におけ るハ ー ド技術

者の東京集 中が、比較 的穏 やか なのに対 して、 ソ フ ト技術者 の6割 前後 が東京 へ

集 中 している。その事情 は次 の ような もの と考 え られる。

口昭和30年 代に始まった大型 コンピュータによる事務の機械化は、まず本社直

属組織でスター トした。高価で貴重なコンピュータは、最もニーズの高い本

社内に設置 された。事務処理の手続 きや入出力用 フォーマッ トの全社的統…

なども、本社主導で進める必要があ り、必然的にユーザ企業側並びにシステ

ム構築を受注する情報機器業者側双方の情報技術者の東京集中をもたらした。

口情報化 の第2段 階 における ワープロ、パ ソ コン、 コピー機や ファクシ ミリの

単体機器導入 は、当初 、本社 が介 入す る必要性 も乏 しく、支店 ・営業所 の 自

主性 に任せ られ た。 この結 果、全 社的 に情報部 門以外 における社 内情 報技 術

者 の成 長が顕著 とな り、 この限 りで は情報技術 者の裾野 を拡 げる こととなっ

た。一見、東京集 中はややセ ーブされた ように見 えるが 、ハ イ レベルの情報

技術者 については情 勢は変 わ らない といえ よう。

口電電民営化 をきっかけにした電気通信事業者の設立もまた、通信事業者の東

京集中を加速 した。広域事業者 ともいうべき一種、特別二種業者は勿論、小

規模業者的な一般二種業者の1/3以上が東京 を本社 としている。

口最近の コン ピュー タネ ッ トワーク化 と分散処 理の傾向 は、 ハイ レベルの情報

通信技術 者の東京集 中 を再び促 進す る と同時 に、情 報技術者 の階層化 を促 進

す る必然性 を浮彫 りに しつつ ある。全社 オ ンライ ン方式 による異機種接 続の

難iしさ、全部 門 を統合 しての入力 か ら編集 ・出力 ・転 送 などの整合性 の確保、

そ のため の入 出力手 続 きや フ ォー マ ッ トの規格 の統 ・、ネ ッ トワー ク管 理 、
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セキ ュ リテ ィの確 保 な どネ ッ トワーク に関連す る諸 問題へ の対応 は、全 国統

合 シス テムの開発 ・管 理 を担 当する情報シス テム開発技術 者の一'層の高度技

術化 と東京集 中 を促す 。他方、 よ り低 レベル なネ ッ トワー クの構 築 ・維持の

ための情報技術 者や、 軽易 な単発 プログラム、既成 プログ ラムを利 用す るシ

ス テム運用 者 な どの技術 階層化 と地域 的住分 けが進行 している。

■ ネットワーク及び情報発信の東京集中

電気通信新規参入事業者のうち、いわゆる長距離3大 事業者のネッ トワークは、

すべて東京一大阪を結ぶ長距離回線の提供から始 まった。また、通話状況を見る

と、東京を第1通 話先 としている都道府県 は16、 大阪向け7,第2位 まで入れると

東京27大 阪15と なる。地方圏で見 ると、東北各県一宮城→東京や九州各県で福岡

→東京の トリー状通話構成が見 られるが、本州西部では第1通 話先が愛知→岐阜、

大阪→兵庫、広島→大阪となってお り、関西以西で大阪が大 きな情報勢力を保っ

ていることがわかる(平 成3年 通信 白書 より)。 しか も、長距離通話の階層構造は

重力モデルの事例 として、公社民営化以前から明 らかにされてお り、結果的に、

今 日の情報化が地域の情報階層化構造を大 きく変えるものとはなっていないを示

している。

3.行 動圏の広域 化 と情報

今 日、地域問題における重要課題の一つに 「情報圏の広域化」 と住民の高齢化、

他国籍化がある。

■ 情報圏の拡大

拡大 した地域からの通勤 ・通学者によってもたらされた情報は、都心における

相互交流によって、再び情報圏の拡大にはねかえる。縁遠かった地域が話題 に上

ることによって、俄かに身近な存在 となる。他方、通勤着によって持ち帰 られる

中央情報は、都心か ら遠い居住者達に対 しても、都心の 日々の動 きをリアルタイ
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ムに伝え る。 こう して都心 と居住圏 との一体 感が生 まれ る。

この ような動 きをマス コ ミは加 速 してい る。NHKの 天気 予報や地域 ニュース は、

関東甲信越 か ら最 近 は福 島県 にまで及 んでい る。衛 星 を通 じての海外 ニュースが

毎 日茶 の間 を賑 わ し、果 て は海外旅行 の活発 化 を反 映 してか、国内気象 よ りも世

界 主要都 市の天気 に時 間 を掛 け るTVチ ャンネルまで現 れる この頃である。

■ 住民の高齢化と情報

高齢化 は単 に都 市 だけの 問題 で はない。農 漁山村 が挙 げて嫁不足 ・後 継者不 足

に悩 んで い るの は周 知 の事 実 で ある。都 市 にお いて も、新住 宅 団地 は さてお き、

既成市街地域 におけ る住 民 の高齢化 は想像 以上で あ る。核家族化 が進む 中で、高

齢者や高齢者 世帯の比率が高 まっている。

高齢化 の 中では特 に健康 に関す る情 報が求 め られ、 また コンピュータに よるオ

ー トメ化 の 中で、マ ンマシ ンイ ンタフェー スの不備 に対 して、利用者 の抵抗 が強

まる。一方 、企 業側 では オー トメ化 が至上命題 とな り、 インタフェースの改善 に

力が注がれる ことにな る。

■ 住民の多国籍化と情報

外国人の居住数が増えているのは、極めて都市的環境の特徴である。電車に乗

り合わせた り、上野 ・新宿駅付近にたむろする外国人を見掛 けるなど、都会では

珍 しくな くなった彼等 も、農村では依然 として好奇心の眼 を以て見 られがちであ

る。この外国人受入れは、特に ドイツで厄介な問題を引 き起こしているが、我が

国において も、日本人にとり、 また外国人自身にとっても、幾つかの情報問題 を

提起 している。

例えば、外 国人 にとっては掲示が読めない、尋ねるにも言葉が良 く判 らない、

病状の ような複雑 ・微妙 な話 しは巧 く伝えられないな どの問題がある。企業にと

っては、難 しい仕事は指示 しに くい、頻発する外国人犯罪への警戒感 を無視でき

ないなど、情報化社会の基礎的課題のイロハから解決 を要する状態 にある。外国

人にとって、 日本の情報化社会の呼び声は、文字通 りよその国の話なのである。
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■ 住民の地域帰属意識の低下と情報

都市における居住者のかなりの割合が他地域からの流入者である。東京都民の

大部分は数代遡れば他地域か らの流入者に過 ぎない。選挙を考えた場合で も、地

場住民が居住地域に高い執着を示すのに対 して、外来住民は比較的地域 に対する

関心が薄 く、浮動票化 しやすい。投票率が最低 を競い、浮動票の流れが選挙の結

果 を左右することも珍 しくな くなる。地域帰属意識は住民の定着が進むにつれて

徐々に高まるが、特 に人口増加の激 しい都市においては、住民の移動は依然 とし

て活発であ り、いかに して流入住民の地域帰属意識を高めるかに各 自治体 は頭 を

痛めているのが現状である。

帰属意識が稀薄な結果 として、住民相互の連携が弱 く、エゴイズムがはびこり、

自治体の呼掛けも行 きわたない。住民個 々にとって都合の良い情報だけが選択 さ

れ、都合の悪い情報 は屡々無視される。特に遠距離通勤者のように、生活費を他

の自治体内で得ている人々にこうした傾向が強まり易い。

近隣との情報交流が減少 した分、彼等の情報交流は外部へ拡散する。地域 を越

えた新 しいコミュニティが形成される。親子兄弟や前居住地 との濃密な情報網が、

地域通信網形成に割 り込むことになる。
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表2-1都 市 に集 中する施設 と人口

国レベルの官庁

地域官庁

企業本社

芸能機関

専門店 ・デパー ト

娯楽機関

文化機関 ・行事(ス ポーツ、芸能)

国技館、プロ野球、サ ッカー場

音楽、美術

仕事

情報機関

マスコミ(放 送、新聞、出版)

マスコミの系列化(特 に放送)

輸送機関(鉄 道、駅)

会議場

ホテル ・旅館

大学

料理飲食店

政府要人 評論家、

地域要人 同上

財界要人 同上

芸能人 同上

スポーツマ ン、同 上

芸術家

サ ラリーマ ン

マス コミ要人、編集著

作家、

4.行 政 にお ける情報化 の進展

行政 における情報化 の歴史 を見 る場合 、幾つかの切 り口が考 え られ る。例 えば

技術的側面、利用 者 の側面 そ して構 築 目的か ら見 た側面 であ る。表2-2は 行 政 にお

ける情報化 の流 れ を、 コンピュー タの利用形態 に沿 って、歴 史的 に分類 した もの

である。即ち、昭和30年 代 半 ばか ら今 日まで を5段 階 に大 別 し、第 一段 階 をコン

ピュー タ導入 ・バ ッチ処 理時期 、第二段 階を コンピュー タ利用の活発化 時期、第
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三段階を情報化模索期、第四段階を情報化活動スター ト期、そ して平成以降今 日

までを自主的情報化政策時期 とした。但 し、自治体毎の情報化対応が区々である

ために、総体的には必ず しも明確 に時代区分出来ず、自治体 によってはある段階

が同時期だった り、時には逆転 している事例 も少な くない。

以下にそれぞれの各段階について述べよう。

(注)ネ ッ トワーク技術面については今回原則 として割愛 した。

■ 第一段階 草創期(縄 文期) =情 報集中処理時代

=電 算化(機 械計算室)時 代

[]コ ン ピ ュ ー タ 導 入

地方公共 団体 において、最初 に コンピュータ を導入 したの はS35大 阪 市、翌36

年 に京都 市、37年 西宮、札 幌 と大都市乃至 その周 辺が 早い。都道府県 で は38年 に

東京都 と神 奈川 県が 口火 を切 り、46年 には全県 が導入 して いる。市 町村 で は44.4

に25%,47.4に は55%,H4.4全 市 と98.8%の 町村が コン ピュー タを利用す る に至 ってい

る。東京では36年 品川、38年 江戸 川、渋谷 区が導入 に踏 み切 ってい る。

・ 「各都 道府県 において、事務機械化 の推進 を図 るため、汎用 コン ピュー タを利

用す る ようになったの は、昭和30年 代 の 半ば頃か らであ る。 その後、 昭和40年

代 に入 り、住 民 ニーズの多様化 が進む中で、行政事務 量が増大 し複雑化 して き

たこ とに伴 い、汎用 コン ピュー タを利 用 して、事務 の合 理化 、能率化 を図 るた

めの情 報処理 システム化が推進 される ようにな った。」(「本県 にお けるOA化 の

推進方策」宮 城県p.8)

この事情 は市 町村 で も同 じであった。

・ 「市 町村 の行 政情報処 理業務 は住民税 、固定資産税等 の税務 、水道料 金 ・各種

統計等 に関す る 「作業処 理業務」乃至 「定型的大量反復 デ ー タ処理業務 」 が中

心だった。」(各 年度 「コン ピュー タ総 論」 自治省)

更 に宮城県 前掲 書では コン ピュー タ化 の流 れを次 の ように捉 えてい る。
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・ 「昭和40年 に事務処 理の合 理化 、事務効率 の向上 を目的 と して、 事務機械化 の

検 討が行 われ、昭和45年11月 にIBM360の 導入 を決定 し、財務 会計 ・各種 統計業

務等 の全庁 的 かつ定型 大量 処理 業務 を中心 に シス テ ム開発 が行 わ れて い る。」

(前掲 「本県 におけ るOA化 の推進方策」p.12)

(注1)民 間におけ る計算機 の導入 は、昭和31年 小 野 田セメ ン トがIBM機 を導 入

す るな ど、 国産機 開発 を含 めなが ら電機 メー カや銀行 を中心 に始 ま ってい

る。

(注2)こ の段 階で のデー タ集 中処 理方式 をOAに 含 め るべ きかについ ては、議 論

が分か れ るが、 当時 は事務 の機械化 乃至 近代 化 とい う名 前で コン ピュー タ

化 が進 め られ、次 の第 二段階 で見 るよ うに大型 コンピュー タはOA機 器概

念 には組込 まれ ていない。 だが、宮 城県 の ように事務処理 の機械化 とい う

点 でOAに 含 め る見 方 も説得 力 を持つ 。私見 もそれ に近いが、本論 で は こ

れ以上 は論議 しないこ ととする。

(注3)こ の時期 の コン、ピュー タ利 用の ス ター トがパ ンチ カー ド又は紙 テープ に よ

るバ ッチ処 理だ った こ とは改めて言 うまで もないであ ろう。

■ オンライン化

我が国 の コン ピュー タオ ンライン化 は、早 くも昭和39年 の 「み ど りの窓 口」(国

鉄)、 「国内線座席 予約シス テム」(日 航、全 日空)及 び東京 オ リン ピックでの競技

記録 シス テムに始 ま り、40年 にはオ ンラインバ ンキング(三 井銀行)が ス ター ト

してい る。行政 で は44年 「交通管 制オ ンライ ン リアルタイム システム」(警 視庁)、

46年 「自動 車税 オンライン」(大 阪府)、47年 「交通信号制御」(静 岡県)、 「大気汚

染観測」(千 葉県)が 運 用開始 してい る。

他方 、17市 町村 合併 に より 日本 一 の広 大な面積 を謳 わ れた 「い わ き」市 は、 窓

口改 善の一環 と して昭和47年 に本庁 と一部 出張所 との 間に高速 フ ァクシ ミ リ回線

(専用線)を 設けて、出張所 での各種証 明書発 行 に踏 み切 った。当時、東北 で は八

戸市 が同様 のシステム を取 ってい たに過 ぎない。

もともと、電信電 話公社 の通信 回線の利用 は、 昭和46年5月 、初め て電 話 回線

が デー タ通信 に開放 され、48年 に広 帯域 回線(特 定通信 回線)の 一般 開放 に よっ
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て、本 格的 なデー タ通信 が可能 にな ったのであ り、そ れ以前 は低速 の専 用電信 回

線 で、交換機 能 を持 たないオンライン化 に止 まっていたのである。 ・

つ ま り、 この時代 の 自治体 におけ るコン ピュー タ化 の主力 は、機械 計算室 にお

け るバ ッチ処 理の時代 であ り、主 として庁 内業務 の集 計作業 に使 われてい た。 ネ

ッ トワー クは交通や公害用 セ ンサー との接続の ような極 めて特 定 の用 途 に限 られ、

多 くは無人飛脚 の役 目を果 たす に過 ぎなか ったので ある。

■ 第二段階(50年 代前中期)

この時代 は前期 の流 れを受 けて、 コン ピュータの利 用 が 一・層 促進 され る ととも

に、機 器の機 能ア ップ と小 形化 を基盤 として、パ ソコン、 ファクシ ミリ、 ワープ

ロ等 のOA先 進機器 が職場 に導入 され始め る時期 で もあ った。 オ ン ライ ンシステ

ムは殆 どの県 でス ター トしているが、内容的 には極 め て限定 され てお り、 市町村

レベ ルの利 用 はまだ少数で ある。 また、防災通信網 は よ うや く整備 され始め てい

たが、53年 の宮城沖地震 を契機 にその一層 の整備 を求め られるこ とになる。

50年代 は 「40年代末期の経済構造変化から、財政悪化が深刻化 し、効率的事務

処理機器 とりわけコンピュータの導入利用により事務処理合理化 を更に推進」 し

ようとした時代である。(「コンピュータ総論」自治省)

口OA化

昭和50年 代 半 ばには オ フコン ・パ ソコンが、50年 代 末 には ワー プロが利用 さ

れ始 めてい る。59年 度初 めにはOA化 の ための委員 会 ・研究 会等 に よ り、具体 的

にOA化 調査検討 を行 っている とこ ろは、22都 道府 県、設置予 定 を含 め る と38都

道府県 に達 し、 当時、OA化 が都 道府県 レベル での事 務処理合 理化 の焦点 になっ

てい る姿が浮 き彫 りになる。

この段 階 でのOA機 器 は、具体 的 に は、パ ソ コン、 ワー プ ロ、 フ ァクシ ミ リ、

インテ リジ ェン トター ミナル、テ レックス ・テ レタイプ、EPBX(電 子私設 交

換 機)、 マ イクロ写 真機器 を主 な対 象 と してい る。(前 掲 「コン ピュー タ総論」 の

一41一



第2章 地域情報ネットワークへの歩みと未来

OA機 器 統計 よ り)な お、パ ソ コンにつ いて は当初 明確 な資料 は見 当 た らない。

統計 上か ら見 る とコンピュー タの中核 であ るCPUに つ いて、昭和58年 以 降パ ソ

コンを外 した とあ り、そ れ以前 のパ ソコ ン数は限 られていた こ とが 読み取 れ よ う。

いわ ば、 この時代 のOA機 器 は も ともと通信 目的 のFAXを 除けば、ほぼ全面 的

なス タン ドアロ ンタイプ時代 といえ よう。

[コオンライン化

前段階か ら特定 目的用 にスター トしていたオンライン化は、この時代昭和55年

には既に45都 道府県が何等かの形でオンラインを利用 している。市町村 レベルで

は県に比べ面積 も狭 く必要度の差はあるが、全市町村の4%程 度に過 ぎない。

バ ッチ処理時代 はコンピュータによる情報化が、いわば情報処理部門で専属 に

行われていたのに対 し、オンライン化 により、情報利用各部門がそれぞれ自らコ

ンピュータ処理作業に従事することになった。コンピュータ取扱者はメンテ部隊

と運用者 とにその役割を明確に分割 し、情報処理技術者が各部門に大量に誕生 し

始めた。

当時電気通信事業は電電公社の独占経営であ り、構外 との通信はすべて同公社

の回線を通 さなければならなかった。昭和46年 の回線開放によって電話回線は公

衆ファクシミリに開放 されたが、当初 は中々普及せず、伝送速度 もG1機 で6分

かか り、辛 う じて新 聞社が東京 ～札 幌間 な どで高速 ファクシ ミリ専用 回線

(9600bps程 度)を 利用 していた。 しか し、50年 度末の特定通信回線利用数は45千

回線 と急増 してお り、理由はともあれ、オンライン化が急速に進んでいることを

窺わせる。

(注)G1機:電 話回線に送出する信号周波の圧縮技術を持たない機種

口防災通信整備

この段 階 はまた防災通信 の整備 強化 の時代 で もあ る。既 に40年 代 か ら防災行 政

通信網 の整備 が進行 しているが、固定端 末電話一 回線 限り で、ネ ッ トワーク をカ

バーで きる状況 にはなか った。53年 の宮 城沖地震 で、電話網 は数 日に亘 り輻較 で
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掛か りに くい状態が続いた。殺到する呼に直面 して、既存の重要通信優先対策だ

けでは到底処理 し切れず、改めて防災用通信網の整備の必要性が認識 された。災

害の特性 に鑑み、防災無線の導入 ・強化が取 り上げられたが、それは同時に電電

依存の災害対策用通信網か らの脱却時代の到来を告げるもので もあった。

(注)昭 和39年 新潟地震で活躍 したのは、ハムからの被害情報、ラジオによる探

し人だったが、宮城沖地震でも停電の中での被害情報は、ラジオが頼 りだ

った。だが、当時はまだ公衆用通信網 も十分 には整備が進 まなかった時代

である。

自治体防災通信網の整備強化の必要性は、昭和58年 秋田沖地震による津波被害

で再び認識される。津波速報の遅延、既存通信網の穴 ともいえる海水浴場や磯釣

り場のような半無人の リゾー ト地における防災通信の在 り方な どを巡って、対策

が討議されたのである。

防災通信 はその後の相次 ぐ災害の発生の都度、その整備強化が要請され、一・般

の行政ネッ トワークとは独立に構築が進められた。平成3年5月 現在の調査では、

地域情報通信 システムの整備済み数は県市町村計4156シ ステム、 うち、半数 を越

える2215が 防災情報システム(「 地域情報化施策の概要」 自治大臣官房編)と なっ

てお り、防災通信網の整備強化が窺われる。同3年10月 には 「防災行政ネッ トワ

ークに関する調査研究会」(郵 政省)が 発足 している。宮城県の例 では、昭和63年

度から整備 を進めた県内71市 町村、8地 方事務所、12消 防本部 をオンラインで結ぶ

総合防災情報システムが、平成5年4月 から運用開始の運びとなった。

■ 第三段階=高 度情報化 システム提唱時代=50年 代末期

昭和57年 、当 時の電信 電話公社 が提 唱 したINS構 想 は、三鷹 にお ける実験施

設 の構 築 と相 侯 ってINSブ ーム を巻 き起 こ した。2000年 の成熟社 会 に備 え るイ

ン フラと しての高度情 報通信 システム は、統合 デジ タル網 に よって、多彩 なサー

ビス を、遠近格 差 な しに提 供す る ことに より、地域 間情 報格差 も解 消 し、全 国的

に等 質な情報 が、 だれで も、 どこで も得 られる とい う台詞が 、特 に過疎 に悩 む地

方 自治体 に夢 を与 えた時代 であった。

一43一



第2章 地域情報ネッ トワークへの歩みと未来

INS提 唱 を機 に、国 レベ ルで の情 報化 構想 が逸 早 く打 ち トげ られた。 地域情

報化 に関す るだけで も、 まず 昭和58年 に郵政省 か らテ レ トピア計画が、次 いで59

年 には通産省 のニ ューメデ ィア コミュニ テ ィ計画 な どが打 ち出 されている。 テ レ

トピア構想 にお けるモ デル都 市 の11タ イプは地域 開発乃至 産業振興型 が9タ イプ、

行政サ ー ビス開発型が1～3タ イ プ ←一部重複)と な ってい る。 また、ニ ューメ

デ ィア コ ミュニ テ ィ構想 で は初期 の8モ デル都 市のすべてが地域振興 型 となって

い る。い わばこの時代 は、 国策 レベル の地域 ネ ッ トワーク構想 がス ター トした時

代 とい うことが で きよう。

■ 第四段階=イ ンフラとしてのネッ トワーク整備時代

=ハ ー ド先行時代(地 域情報化模索時代)=昭 和60年 代=OA化 の進捗

この時代 は、前段階での昭和58年 のテ レトピア構想 を皮切 りに、国の各種情報

化構想が相次いで明らかになるとともに、昭和60年 の電気通信 事業民営化 と、そ

こでの各種思惑が渦巻いて電気通信事業 フィーバを巻起こ した時代である。企業

は通信事業化 に走る一方、各省庁が似た ような情報化構想 をぶち挙げ、各 自治体

は各省庁の動 きを睨んで、どれかの構想に逸早 く手 を挙げることにより、地域優

位を勝ち取ろうと懸命 に動 き回った時期である。

口情報化構 想、と自治体

昭和60年 の電気 通信事業民 営化 を機 に、今 日まで色 々のプ ロジェク トが発 表 さ

れた。国 レベ ルだけで10指 に余 る構想 が提 唱 されてい る。

各省 庁 に よって打 ち上 げ られた各種 の情報化 構想 ・計 画は 、表面 的に見 る限 り、

まさに百花糠 乱の様相 を呈 してい る。 この こ とは コンピュータネ ッ トワークその

もの は一つ の新 型 イ ンフラ(道 具)で あ り、 ど う使 うか(具 体 的 に構築 す るか)

とい う点で、各省庁 の裁量対象 になる こ とと同時 に、色 々な使 い方が あ るこ とを

も意味 す るものであ った。 ただ、電気 通信事業 の 開放 を契機 に、諸 々の構 想が …

度 に出 て きたため に、主管 官庁 に関係 な く、地域 に関するすべ ての構想 が集 中す

ることになる地方 自治体 や地域住 民 に、 …種 の戸惑 いを与えたの も事 実であ る。

国 レベ ルの構 想乃至計 画 を受 けて、各 自治体 の情報 ネッ トワー ク化計 画 も活発
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に提案 された。 しか し、民 営化が かな り唐 突に決定 した事情 や、省庁 間の板挟 み

も手伝 って、各 自治体 とも当初計画 はかな り模索 の域 に とどまる ものが多か った。

当時 の白書 を見 る と、それぞれ の計 画は行政 の効 率化 を目指す よ りは、地域 そ

の もの の開発 ・発展 を企 図 した もの が多 い。それは1日来 の 「(1)地 域 コ ミュニテ

ィの構 築(2)ネ ッ トワー ク構 築 に よる企業誘致」 を目指 した新産都 市やll二業都 市

計画 な どの産業振興 に よる地域 開発志向の流れを受 け継い だ もの といえ よう。

即 ち、 自治体 にお け るOAの た めの ネ ッ トワー ク整備 構 想 は極 め て限定 され、

圧倒 的 大多 数 は地域振 興 のため の情報 政 策であ り、 内容的 には大 同小 異 であ る。

この段 階で は、各 自治体 にネ ッ トワー クについて の十分 な認識 が な く、又、 ネ ッ

トワー クやそ れ を構二成 す るシステム機器 も未成 熟 だったため、何 をすべ きか とい

う より何 か を しなければ とい う焦 りが先 立 ち、互いの計 画 を探 りなが らの類似 の

情 報 ネッ トワー ク計画が乱 立 した時代 というべ きであろ う。

だが同時に、 曲が りな りに もそ れぞれの構想 がス ター トし、幾 つか の指 定情 報

化事 業 が次 々 と陽の 目を浴 び るこ ととな った。最 近の例 では、宮城 県 で地元 にお

け る中小 企業 のため のネ ッ トワー ク計画 が検討 の対 象 となった。平成2年5月 に

は古 川市 を含 む1市4町 の第3セ ク タが 、電話 の空 き時 間 を利 用す るオ フ トー ク

通信 を利 用 し、地域 ニ ュースや議 会 中継 、選挙速報 、行政情 報、農事 情報 、緊急

情報提 供(放 送)に よ り、地域 コミュニ テ ィ強化 を図 る事業 が、6000余 の加入 者

を得 てス ター トしてい る。気仙沼 で はニ ューメデ ィア コ ミュニ テ ィ構 想モ デル地

域 と して、 フ ァックス を使 っての地域観 光 ・物産 ・レジ ャー情 報提供 を全 国向け

に展 開 してい るこ とが平成4年 度通 産大 臣表彰対 象 とな った。

(注)地 域構想 に当た って電気 通信 サー ビスはNTTで 事足 れ りの意識 が根強 く、

自治体 が何 をす れば 良い か、何 が で きるの か に戸 惑 うとこ ろが多 かっ た。

この意識 は今 日で も自治体 の意識 の底 流 に根強 い。 あ る担 当者 は通信 ネ ッ

トワー クが全 国 を網羅 してい るの に、地域 内で 二重 にネ ッ トワー クを展 開

す る必要性があ ま り見 えて こない と洩 らした。

口 単体情報機器によるOAの 進展

事務処 理 の コンピュータ化 と別個 に文 書作成 ・編 集 ・複 写の オー トメ化 が進 ん
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だ。 コピー機 は湿式 か ら乾式へ と移行 し、 さらに電 子化(ト ナー方式)の 時代 を

迎 えた。専 門のタイ ピス トが担 当 してい た文書の浄書 について は、誰 で も打 て る

ワー プロが全職場 に広 ま り、和文 タイ ピス トが失業 した。 回線開放 の効 果が顕著

に現 れ、 フ ァクシ ミリ機が全事 業所 に普 及 し、電報 や テ レタイプ、手紙 に とって

代 わ った。

尤 も、 自治体 におけるOA化 は民 間 に比べ て早い とはいえないが、マ イ クロプ

ロセ ッサ を利用 した これ ら単体情 報機 器 に よってOAが ス ター トした事情 は民 間

と同様 であ る。 又、その普及状 況は59年 度 初 めにおいて、パ ソ コン523団 体4143

台、 ワープロ990団 体2235台 、 ファクシ ミリ382団 体5625台 となっているが、設置

台数伸び率で前年比各2.3/5.2/L5倍 と急激 な こと、府県 レベ ルでの 設置済 みOA化

委員 ・研 究会が22都 道府県 と半数弱であ る(「 本県 にお けるOA化 の推進 方策」宮

城県p.8-9)こ とか ら、本格 的普及 の時期 は50年 代末期 か らと考 えられる。

ネ ッ トワーク化 の現 象 を、パ ソ コン通信 についてみ る と、昭和60年 以 前の 開設

はゼ ロに近 かったが、平成2年 までの5年 間 に都道府県 で58、 市区町村 レベ ルで

59事 業 とな り、特 に63年 度以 降開設が活発 で 、この時期 が ネ ッ トワー ク化 の本格

化 とな った ことを物語 る。(「地域情報化施策 の概要」p.34)

一方 、住 民登録 ・住民 票写 し交付等 、市民利用 の最 も活発 な部 分での ネ ッ トワ

ーク化 が開始 された。 昭和60年 、都 のあ る区役 所 はLANに よる総合的 な窓Ll業

務情 報ネ ッ トワー クの構 築 に乗 り出 し、 その後の 市町村庁 内 ネッ トワー クのモデ

ル とな った。情報 シス テムは行 政サー ビス改善 のイ ンフラ として、 一一'般市民 の前

に直接 に姿 を現 したのであ る。

(注)H3.5.31現 在LANの 整備済 み数 は、県 レベル15,市 町村 レベ ルで67シ ス テム

と前年 比2倍 近い。 また、行政 窓 口サ ー ビス と しての オンラ イン数 は、県

レベル7,市 町村 レベル376で 前年比 ほぼ5割 増 とな ってい る(「H3地 域情報

化施策 の概要」 自治大 臣官房)

■ 第五段階=平 成以降 自主的情報化社会時代

=総 合情報システム志向時代(地 域の全体計画の中での情報計画位置付 け)

平成に入ってか らも、幾つかの情報化構想が国 レベルで提案された。だが全体
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として、電気通信事業の民営化 フィーバ も一段落 し、各民営ネ ットワークがスタ

ー トし、又、各種情報化構想の幾つかが具体的に動 き出すことによって、情報化

の流れや効果 ・費用及び限界が次第に明 らかになって くると、改めて地域全体の

長期総合計画の中で情報化構想の位置付けを捉え直す動 きが現れ始めた。構想初

期 に見 られた 「国の構想 に基づ く計画」や特定 目的での地域情報化 という狭義の

情報化論からの脱却であ り、情報ネットワークで何がで きるかではな く、地域総

合計画の中でどんな情報ネッ トワークシステムを構築すべ きか という捉え方であ

る。そこでは情報がすべてを制するとい う考え方ではな く、地域創造 に当たって

何 をなすべ きかの原点か ら、ハー ド及びソフトを取 り上げることになる。大切な

のは例 えば21世 紀 を迎えて、或いは50年～100年 後 を見据 えて、地域 をどのように

持 って行こうか という長期 ビジョンである。こうして、情報ネ ットワークのため

に地域があるのではな く、地域創造のためにネッ トワークがどう役立つかという

形で、発想の転換が進みつつある。

平成3年5月 現在 での地域情報化計画の策定状況は、都道府県で策定済み35、

市区町村478と なってお り、県 レベルでは策定済みが75%に 達 しているが、町村ク

ラスでは特に策定が10%程 度 に止まっているのが目立つ。 また策定形式では 「国

の構想に基づ く計画」が自治体総合で約45%,「 総合計画の一一部」に位置付けられ

ているものが42%、 「独 自の(情 報化)計 画」が13%と なっている。国の高度情報

化構想が相次いだ60年 頃の計画ほ ど、国の構想に乗 った ものが多いが、最近は独

自の計画 も現れている。

東京都は平成3年5月 地域情報化基本計画において、 自治体側から住民へ流

す従来の行政情報政策から、住民側の需要を主体に情報化 を展開 しようとする情

報行政政策へ と視点の変換 を打出 した。ここに、 自治体 の情報化政策は長い模索

時代 を経 て、 ようや く自治体毎の自主的且つ統合的な情報化時代に入 りつつある

ものといえよう。

東京都の例 を更に検討 して見ると、各種情報関連行政の担当部門は国の縦割 り

組織に応 じて、部門毎にバラバラに進められた。所管部局はある業務 は情報連絡

室 ・報道部 ・地域情報化推進室であ り、ある業務は都市計画局、財務局、労働経

済局などに分かれ、各省庁の構想に乗って手当た り次第に名乗 りを挙げた観があ

り、情報行政に対する統…的思想の確 立には至 らなか ったのが初期の 自治体 の実
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情 といえよう。こうした混乱はその後 も尾 を曳 き、今 日なお主体的な情報化政策

の確立に戸惑 っている自治体 も少なくないと思われる。事実、各 自治体への情報

政策聞き取 りに当たっても、ネットワーク乃至情報化施策毎 にそれぞれの主管部

門を尋ね歩かざるを得ず、全体 としての統合的な情報政策 を聞けることは稀であ

る。

だからこそ東京都の地域情報化基本計画(平 成4年3月)は 都庁18局 室庁を網

羅 した総合的な政策 として注目される。尤 も、本計画はその名が示す通 り地域の

情報化計画であ り、必ず しも都全体の情報化政策 を規定するものではない。特に

都庁内OA化 絡みの情報化施策は必ず しも明確ではない。

最近において発想の転換をより鮮明に現 したのは、首都圏から東北 ・北海道に

跨がる第二国土軸七人委員会の最終提言である。 この提言においては、基本的理

念 として 「豊かな生活、 自然 との共生、独創的な産業、面的な発展 、世界の中の

東北、広域行政の展開」の6つ を挙げ、その具体的プロジェク ト12項目の中には

「あ らゆる分野の情報 を集め、世界 に情報 を発信する高度情報化都市の整備」や

「地球環境問題研究所の設立」「国際食糧研究 ・研修センターの設置」などが挙げ

られている。尤 も、提言の細部 については必ず しも十分に了知 している訳ではな

く、その実現性 について も確証 はとれていないから、情報化の視点からはまだ過

大な評価は差 し控えたい。だが、東京以北の地域 を網羅するところの国 レベルの

大規模かつ長期的な国土構想について、いわゆる国家主導型ではなく、省庁の枠

を取 り払 った形で、地域 自らがデザインし、情報化計画を全体構想の中に取 り込

んで、その在 り方 を決めるとい う統合的なボ トムアップ方式(純 粋なボ トムアッ

プとは言いにくいが)で 提案されたとい う点で、地域情報化政策の正統的進め方

というべきであろう。そ して、この構想を契機 に、今後各地方から同様の構想が

次々と打 ち出されるであろうし、関西か ら九州 もしくは日本海ルー トを繋 ぐ国土

軸構想が、当該地域から提唱 され、優先権 を競 うなど、既にその徴候は現れてい

るようである。

、
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表2-2行 政における情報化政策の時代区分

発展段階 時期/情 報化形態と背景

第一段階 S30年 代～40年代末(草 創期)業 務の効率化指向時代

大型コンピュータ導入によるバ ッチ処理(端 末未成熟)

事務の機械化時代=庁 内事務の効率化指向

電信電話公社が電気通信事業独占

高速ファクシミリを一部で導入

第二段階 50年代前 ・中期 コンピュータ利用活発化

スタン ドアロンOA化 時代、

オンライン化時代

防災ネッ トワーク強化時代

S53.6宮 城県沖地震による通信網輻襲で独 自防災通信システム強化

S58日 本海中部地震による津波被害で防災連絡強化ニーズ

第三段階 50年後期 高度情報化模索期

高度情報化時代スター ト(INS提 唱、テレトピア計画)

国策型地域ネッ トワーク構想ス タート

OA化 志向活発化

第四段階 60年代前期 各種情報化政策具体化

S60電 気通信事業民営化でNCC並 びにVAN業 者続出

各省庁で情報システム構想提唱 ・地域指定、自治体が個別計画

東京一極集中激化

単体機器によるOA化 の流れの強まりからネットワーク志向へ

第五段階 平成以降 自主的個性的地域政策志向時代

地域の自主的発想 による未来 ビジョンの中での情報化問題位置付けを志向す

る動 き強まる=地 域連帯の活性化政策提唱

例:イ ンテリジェントコスモス構想、第二国土軸構想

単体→ネットワークによる行政サービス向上企画第二弾 として

自主ネットワーク及び地域型データベース構築構想

(注)梶 原 拓氏 は 「国、地方公 共団体 の高度情報化へ の対応 を、初期 の段階 と

して効率化 、次 に行政 のサ ー ビス向 上のために どうニ ュー メデ ィアを活用

す るかに関心 が移 り、最近(s60)で は更に より広 が りのあ る地域振興 に、
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この高度情報化 関係 の色 々なシステム、メディアを活用す るとい う方向へ

対応のステ ップが進んでい る」 と分類 している。(都 市情報学P.30)

5.行 政 における情報化 の一般 的性格

これまでは行政 における情報化 を、歴史的に追跡 してきた。この章では行政に

おける情報化が、どのような視点で進められて きたかに主眼をおいて分析するこ

ととしたい。

■ 行政体における情報ネッ トワーク構築 目的

民間におけるネッ トワーク構築が、間接的であれ、直接的であれ、何 らかの収

益 を期待 しているのに対 して、都府県 または市町村が計画する情報ネッ トワーク

は、 自治体の性格 上、必ず しも自治体 自身への金銭的収益 を期待するものではな

い。行政体 における情報システム乃至情報ネットワーク構築の主眼は、行政の効

率化、行政サービスの拡充、地域の振興 に大別できよう。

「本県におけるOA化 の推進方策」(宮 城県)に よれば、OAの 導入効果 として、

事務作業の軽減、経費の削減、事務機能の高度化、行政サービスの向上、執務環

境の改善を挙げている。その限 りでは、情報システム構築の 「事務作業の効率化」

という初期 目的はOAの 狙い と一致する。

口 行政の効率化 とサービス向上

コン ピュー タシステムやOA機 器 は、事務 の効 率化 に大 き く寄与 した。 その結

果、集計分析作業 の月計、4半 期 集計 、年 計等の ス ピー ドア ップが図 られ、素 早

い対 応 を取 る ことがで きた り、窓 口事務 に関す る住 民の待 ち合 わせ時 間の縮小 や

相対 的人 員縮小 につな ぎ、或 い は、 よ り良い市政 企 画 を生 み 出す こ とに よって 、

直接 ・間接 的 に住 民 サー ビス の向上 を もた ら した。次 のステ ップで コンピュー タ

ネ ッ トワー クは、 バ ッチ処理 や ス タ ン ドア ロン型情 報 シス テムの 限界 を越 えて 、
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同一構 内更 には距離 を超越 したオ フ ィス オー トメ イシ ョンに大 き く寄与 す るこ と

となった。特 に ダウンサ イジ ングを基調 とする コン ピュー タの低価 格化 、分散処

理 に よる距離空 間 を超 越 した即時処理 に よる事務 の効率化 は、 コ ンピュー タネ ッ

トワークの独壇場 であ る。

口 行政サービスの拡充

あ るサー ビス を行政が行 うべ きか否か は、「小 さな政府」思想 と絡んで難 しい問

題 であ る。そ れは行 政 が誰 の ためにあるか とい うこ ととと もに、経 済性 に も支 配

される。対 価 の支払 いは、あ る ときは税 で、あ る ときは手数料 やサー ビス の直接

料金 と して行 われ る。手 数料 や料金 がサー ビス に見合 う場合 は さてお き、公共料

金 の赤 字 につ いては、 当該 サ ー ビスの個 人的な利 用 の有 無 にかかわ らず、住民負

担 とな る。 そ こでサ ー ビス毎 の独立採算 制で公 平 の原則 を満足 すべ しとい う声 が

折 に触 れ起 きて くる。

何 は と もあ れ、 コン ピュー タネ ッ トワー クは手作業事 務処理 では不 可能 な各種

サ ー ビスの提供 を可能 に した。技術 の進歩 によってその可能性 は益 々広 まってい

る。例 え ば、今 日で は どこの都市 で も出張 所で住 民票 を受 け取 るのは当 た り前 に

なっている。

口 地域の振興

第四段階以降の地域情報化政策の中心 目的 となっているのは地域振興である。

だが本問題 も考え方で大 きく評価の分かれるテーマである。

従来、行政が地域開発に力 を注いできたのは、紛れもない事実である。地域振

興政策の基本的 目的 には屡々 「大きいことは良いことだ」 とか 「賑やかな方が活

力があるんだ」 という思い込みが根底にひそんでいる。過疎の発生はそう した思

いを一層深めさせることとなった。住民がすべて故郷 を棄て無人村 になることを

良 しとは しないが、地域毎の最適住民数 という考えか ら、人口増至上主義的な地

域開発 を戒める声 も見逃せない。かって仙台市の住民アンケー トで、都市規模に

ついてたつねたとき、50万 人位が適当だという声 も多かったのを記憶す るが、ま
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もな く100万 になろ うとする現状 を、仙 台市民は ど う見 るべ きだ ろうか。

第二 国土軸構想 は地域活性化 につ いて、「狭 い領 域で の地域 を良 くす るため」 と

い う考 え方 か ら、「日本 全体 を良 くす るため に」 との発想転換 を掲 げている。 そこ

では北 海道 ・東北 地域 を、 日本 の成 長 を牽引 し、世界 の発 展 に貢献 する フロンテ

ィア と位置付 け、その 中で、各都市 は個性 を生か した歴 史都 市や 芸術 文化 都 市へ

生 まれ変 わるこ とを期待 して いる。だが 、地 域が どの ように生 きようとす るかは、

地域住民 自らの選択 に関わ る問題 であ る。特 定施策 の遂行 は、地域 内 において も、

個 々の住民 に とって プラス、 マ イナス が交錯 す る。 一・方 のプ ラスが他方の マイナ

スを引起す こと も日常的であ る。

又 、今 日副都心 計画や コンベ ンシ ョンセ ンタ計画 な どが普 遍的 に行 われてい る。

特 定地域の振興 は他 地域 の相対 的低落 を もた らす。他 方、 ゴ ミ処理施 設や産業廃

棄物処理場 な どのい わゆ る迷惑施設計 画や貯水 ダム建 設の ように、'一一方の住民 に

は快適で も、他 方の住 民 には苦汁 を強 いる こと も起 こ り得 る。地域 を狭 くみ れば、

例 えばダム建 設 に よって、 ある地域が湖底 に沈 むこ とに もなる。総 論賛成 、各 論

反対 問題 の克服 は容 易な こ とで はない。政策 の狭 間 において、行 政 における情 報

ネ ッ トワークの構築 は どの様 に進め るべ きか とい う問題 が浮上す る。

■ 誰の ためのサー ビスか

自治体 における政策決 定 に当た って は、誰 の ための情報 ネ ッ トワー ク構築 か?

とい う点 が絶 えず追及 され る。 それ は民 間並 み にサー ビスの需要総量 を問題 にす

るこ ともあるが、 自治体 の特性 上サ ー ビスの公平性 の 面で取 り上 げ られ ることが

多 い。事 実、サー ビス対 象 に よってネ ッ トワークの デザ インが大 き く様 替 わ りす

るこ とになる。

口直接型住民志向か間接型住民志向か

出雲 の高 齢者 医療 カー ドシステムが注 目 を集 め たのは、 自治体 が初 め てカー

ドを公 に使 用 して、個別住 民へ の新 しい直接 サー ビス情 報 システム を提 供す る こ

とにあ った。高齢 者対 策の 中で、医療 カー ドの 目新 しさに加 えて、多 くの医療 機
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関の協力 を得 なが ら、住 民へ のサー ビス提供 とその プ ライバ シ ィを守 るこ ととの

相 剋 をク リア しようと している点 に関心 が寄せ られた。医療 履歴 と しての カー ド

利 用案 は既 に提 起 され、そ のメ リッ トは明 らかで はあ ったが、多 くの課題 を克服

して実行 に移 した ことに、市長の行動力が賞賛 されたのであ る。

この問題 は同時 に、 自治体 は誰 のため にあ るかの 問題で もある。誰 を対象 と

した業務 を行 うか に よって、 自治体 の運営 は大 き く変動 せ ざる を得 ない。今 日の

自治体 は最低 限居住者 のため のサー ビスに主眼が置か れてい る ことは、衆 目の一

致 す るところであ ろ う。 しか し、居住者 とは誰 か につ いては、必ず しも意見 が一

致 している とは限 らない。

口疑 われる効率化=山 崩 し(ピ ークにお けるサービス水準の向上)

窓口サ ービスで必然 的な季 節、曜 日、時刻等 の繁忙 ピー クに対 して、一定 のサ

ー ビス水 準 を維 持す るため にシス テム化が行 われ るが 、結 果的 には ピー ク時以外

で は過剰 サー ビス とな り兼 ね ない。 ピー ク時以外 での システ ム利用 の工夫 が求 め

られる。

口1%対 策(1%の 苦情発生に備えてのシステム構築)

従来の環境 でも苦情は1%ど まりに過ぎなかった。 もし、1%の 苦情 に対処で

きるレベルに設計 した場合、システム構築費用は民間企業 レベルの何倍 にもな り

かねない。即 ち、企業ならば費用便益 を対比 してシステム費用が決定 されるが、

行政の場合は1%の 苦情に対処するため、 しば しば予想外の費用支出を余儀無 く

される。これは一部住民のための税金の見えざる乱費である。

口公平性について

行政体においては、公共サービスは屡々住民へのサービス提供の公平性の証 と

して構築 される。それは東京 一極集中に対する地方の代償サービスとして、或い

は都心部 と周辺地域 とのサービス不均衡に対する公平性 を強調するために、地域
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居住 者へ の共通の 最低 サ ービス(シ ビル ・ミニマム)と して提供 される。 しか し、

もと もと限 られ た地方財 政 はシ ビル ミニ マムの提供 だけで行 き詰ま り、結 局地域

の独 自性 は発揮 で きず にに終 わるこ とにな りかねない。

公平性 の理念 定義 はかな り難 し く、時代 を超越 しての完全 な公'ド性の確 、Zと

い うのは不可 能であ る。 そ こで は代 替性 の論理 が生 まれ る。地域 に不足 してい る

快適性 をシ ビル ミニマム と して直接的 に提供す るので はな く、別種 の快適性 を提

供 す ることによって、総 体的 に地域の快適性 を高め る活 動で ある。例 えば、 ガス

を提 供 しない代 わ りに、高度 の医療施設 と救 急 システム を完備 す るな どの類い で

あ る。何 を住民 が求め てお り、 限 られた財 源で、 どれ を地域 と して選択す るかが

問 われる。 この意 味 では代 替性 の論理は地域の生 き様 を選択 し、地域の個性 を創

造 する ものであ り、個性 表現 の論 理で もあ る。創造 の論理 が要求 される ことにな

るが、後述す る ように情 報 ネ ッ トワークはこ う した個性発 現の 手段 と して貢献す

る可能性 を持つ。

■ 市民とは誰か?

市民の捉え方には少なくとも次の2つ がある。その 一・つはその自治体 に住民登

録をしている人達であ り、自治体内に居住=住 居(定 住ではな くて も)が ある人

を指す。 しか し、地域は居住者だけのものという考 え方にも疑問がある。地域 に

は少な くとも夜 間市民、昼間市民が居る。この区別 は別に今始まった事ではない。

しか し、千代田区のように膨 大な税収を得ながら夜 間住民の減少によって今や選

挙区上では特別区としてのみ存在するに至った地域 もある。この税 と住民 との不

均衡の象徴例 は、市民の捉え方を改めて我々に問い掛ける。

住民 としての捉え方には更 に本籍 を登録 している人、家族 を残 しての単身赴任

者乃至出稼 ぎ者、不動産保有者の視点で分類することもできる。又、より広 くは

一時滞在者、そ していわゆるシンパをも一'時市民の概念 に含むこ ともできよう。

狭義の市民は通常最 も濃密な市民観念を持つが故に逆説的には独 善的になり勝ち

であるが、狭義の市民を除 く広義のそれは逆説的には地域に対する冷静な評価 を

持つが故に、地域か ら見れば広義市民にこそ見放 されることのない地域造 りが求

められる事 を肝に銘ずべ きであろう。
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口広域市民への対応 を図れ

恐らく全国の 自治体は何等かの自治体便 り(市 民便 り、県民便 り)を 居住者へ

配布 している。だが、その配布は専ら夜 間人口対象者に限定 され、昼間人口に対

しての積極的な配布は行っていない。せいぜい事業所単位での配布が関の山であ

ろう。昼間人口はよそ者扱いである。勿論今 日多 くの区では昼間人口に対 しても

区施設を開放 している。例えば区保養所を区内事業所従業員 にも利用 を認めてい

る。だが例 えば大手事業所が従業員の家族へ も積極的PRを 進め、保養所の利用

も認めている風潮に背 を向けて、各自治体は互いに不可侵条約を締結 したかのよ

うに壁 を作 って立ち疎んでいる。

口来訪者 も住民に取 り込もう。

都 市 には膨 大 な周 辺 か らの 買い物 客や会 議 その他 の行事 参加 者 そ して 出張 者 、

観 光客 が訪れ てい る。都市 は こう した人 々に よって成 り立 ってい る といえ な くも

な い。 だが、 これ らの人 々は よそ者 であ り地域 の収益獲得対 象 として見 な されて

い る。 あ るプロジ ェク トはそ こに何 人集 まったか、 どれだけの金 を地域 に落 と し

て くれたか に よってその成否 が云 々 される。 そ こには来訪者 を市民 と して捉 え る

姿勢 は見 られ ない。 閉鎖 的地域概 念 に しがみつい て、 近代 的 な都市 的地域概念 は

育 っていない。 こんな独 善的地域概念 を基 に、相 変 わ らずの地域大 事、国家 大事

の観念 が幅 を利 かせ ていない だろ うか。市 民 を最広義 に捉 えた とき、 ネ ッ トワー

クの在 り方 は…変ず るであろ う。

(注1)最 近、人 口の捉 え方 と して定住 人口のほかに交流人 口とい う概念 が利用 され

るよ うにな ったのは一一歩前進 であ る。

(注2)こ こでの最大問題 は地域 があって住民 がいるのでは な く、人 々がいて地域 が

成 り立つ とい うことで ある。 端的 にいえば、役場 の ため市 町村 長の ため に

住民 が い るので は ない。住 民本 位 の 立場 に立 つ と色 々 な発 想 が 出 て くる。

住 民 は必ず しも特 定の地域 に執 着す る必 要 はない。あ る地域 は 日中は人 々

が忙 しく働 いて いるが夜 間は ゴース トタウン化 して も構 わな い。 こい うい

えば、 誰 しもす ぐ東京 を思い浮 かべ るだろ うが、通 勤農業 とい う形 で農村
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に同 じ現象が起 こって も不 思議は無 い。

6.地 域情報 ネ ッ トワーク化の未来展望

昭和58年 「都 市 と災害」 テーマで 開かれた 日本都 市学会 で、磯村氏 は まだ陽 の

目を見 ない都市学 誕生 を嘆 か れた。昭和60年 には梶原拓氏 が 「都市情 報学」 なる

もの を提 唱 してい る。時代 はそれか らほぼ10年 前後 を経過 している。94年 とい う

年 は情 報ネ ッ トワークに とって新 しい1ペ ージ を開 く年 に なるか も しれ ない。米

国 ゴア副大統領の提唱 す る2000年 を目指す情 報ハ イ ウエ イ計 画が動 き出 してい る

し、我が 国で もNTTの 「マル チメデ ィア時 ダイア に時代 に向け た基本構 想」が

発表 されて、2015年 を 目指 しての、光 ファイバケー ブル を利 用 した本格 的 な情報

社会の構 築が 日程 に上 っている。

そ こで ここか らは趣 を変 え、 「第五段 階以 降の地域 に おけ る情 報化 」 につ いて、

特 に創造性の視 点か ら、 地域 にお ける情報 ネッ トワー クのあ り方 を検 討 しよう。

■ 地域の設定

都市の境界 を何 に置 くかが議論の対象 となるように、地域 といってもその範囲

は特定 しがたい。都市境界 を自治体境界 として捉 えると多 くの矛盾がでるため、

都市圏 という言葉が出たように、地域なるもの も必ず しも自治体圏とイコールで

はない。町内といった自治体の極 く一部 を指す場合 もあれば、数県に跨がる広大

な範囲を指す場合 もある。第二国土軸構想諸案は数県から数地方に跨がる広域構

想である。ただ、範囲の設定によっては公的資料が得にくいという難問がある。

いずれにせ よ、地域 を動かすのは本来地域住民であるべ きである。住民定義に

差異はあるに しても、自治体活動が地域活動のすべてではない。時には地域活動

は行政活動に基づかないものを指すことさえある。その意味では地域問題 を論ず

る場合には、地域に関するすべ ての活動 を包含すべ きであるが、本論 も地域とい

いながら、内容的には専 ら行政の情報活動に的を絞 って論 じてきた。CATVを

含むその他の地域情報活動 については、資料 ・考察 とも不 十分なため、今回は割

愛 させていただいたことをお詫び したい。
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■ 地域崩壊

口第2次 過疎化時代における地域の崩壊

いわゆるバブル時代 の到来は、若年者の過度の東京集中を促 し、少子風潮 と相

侯って第2次 過疎化 を惹 き起 こした。第1次 過疎化 における農山漁村地域 だけに

止まらず、県庁所在地級の都市までが過疎化に巻 き込まれた。結婚難、独身風潮、

高齢化の進行これらが一体 となって、地域人口が社会減 どころか自然減にさえ陥

る形で、まさに地域の全般的崩壊が始まったのである。

注、昭和60～65年 の人口移動 を見 ると、社会増は首都圏や地方中枢都 市周辺に

ほぼ限られ、県都クラスでさえ社会増はおろか自然減となり、まさに地域存亡の

時代 を迎え、いかに地域を活性化するかが市町村にとっての至上命題となった。

口地域崩壊の進行

バブル経済の崩壊によって求人係数が1を 割 り、あれほど持て持てだった若者

達 さえ就職難に陥った。その影響は都市に止まらず、工場の閉鎖や事務所統合 と

いう形で厳 しいつけが地方に回されている。元々原理的には集中の利益論理 と、

集中の不利益論理 との競合によって人口の都市集 中傾向は規定されるものであ り、

人為的抑制には限界がある。平成3年 工業統計速報によると、職種 ・性別要因が

大 きいとはい うものの、東北の製造業従事者年間給与は東京の61%に 過ぎず(青

森はほぼ半分)、 人口の東京集中の経済的 ・社会的必然性は依然高いといわざるを

得ない。

勿論、地域にせよ個人にせ よ、集中の不利益があることも見逃す ことはで きな

いo

集中の不利益:地 代高騰(家 賃、税金等)→ 生活費高騰→賃金高騰→企業経営

圧迫

交通渋滞、通勤のハイコス ト化 ・ハイタイム化

事務街化=住 民流出→住民減少(例:千 代田区)

しか し、 自治体では交通網の整備 や住民呼び戻 しのための居住施設の増 設等、
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集中不利益を引き'下げる努力を続けるため、この不利益の進行は意外 に遅い。こ

のため都市圏への人日集中は若干の波はあるものの簡単には静 まらないであろう。

今後、一'層の人口都 市集中や人口減によって、地方各地域の存亡の危機は益々

強まり、自立出来 なくなる自治体が急増するだろう。市町村の合併 は必至であ り、

都市経営の在 り方が問われる。現実にはオールサラリーマン化 も有 り得ないが、

都市圏拡大の中で、住民は生活の利便 を求めて拠点集中し、辺地の農業は通勤農

業、出張農業或いは赴任農業、交替勤務等によって維持されるといった事態も考

えられる。

■ 地域振興策と情報化

OA的 思考で進め られたコンピュータによる情報化は、昭和60年 を境に地域振

興政策乃至地域活性化に大 きく舵 を取 り直 した。情報化論以 前の地域振興の柱 は、

工場誘致が専らであ り、各地に工場団地が造成 され、工場誘致の企業詣でが至る

所で繰広げられたことは周知の通 りである。 しか し、工場のオー トメ化が進行 し、

雇用促進や地域産業振興の効果 に疑問がでてきたこと、工場の環境汚染が社会問

題 として取 り上げられ始めたことなどによって、無公害の企業誘致の代表 として

情報関連企業が選ばれるとともに、ネッ トワークフィーバに乗 って、情報ネッ ト

ワークによる地域振興が次 ぎの 目玉となり、各地で類似企画が続出した。この情

報化政策 も10年 目を迎えて、いずこも同 じ金太郎飴=ミ ニ東京化 に反省が生まれ、

一過性のイベン ト開催にも疑問が出て、いかに地域の個性化=特 殊価値付けを図

るかに目が向けられるに至るごつまり、「従来方式の地域活性化政策は、同一・市場

の絶対的限界の中では、パイの奪い合いによるサバイバル闘争に過ぎず、地域の

在 り方としての共存共栄には結び付かないとい う認識がようや く強まることによ

って、いかにして地域に見合 った個性化 を図るかが認識されるに至った」 という

のがこれまでの論理過程である。そして今、地域における個性創造のための 「創

造性」が問われ始めている。
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口地域創造 と行政情報ネッ トワーク

事務の効率化、住民サービスの向上、災害対策を主眼 とした従来型の行政 ネッ

トワークは、住民の創造性開発に寄与 しているとはいいがたい。地域振興計1画も

工場誘致に止まるならば、創造は期待 し得ない。創造 はハー ド、ソフ ト双方に依

存 し、かつ、情報ネッ トワークのみに依存するものではないが、これまでの地域

情報ネットワークは、情報創造に対する関心が極めて低かったといっても言い過

ぎではなかろう。例外は地域共同利用のテクニカルセンタである。そこでは、複

数の中小企業の技術研究者が同じ研究施設内で、互いに情報を交換 しなが ら新技

術の開発に当たっている。尤 も、これとても企業への貢献は認められるが、地域

住民の情報創造 に寄与 しているとはいいがたい。図書館情報システムなどでは利

用者 に情報創造のための情報提供 を行ってはいるが、 まだその利用は限られてい

る。

これらの状況は行政体内に住民の創造力 を結集 していないことの裏返 しで もあ

る。一般住民 を愚民呼ばわ りするに等 しい賢人会議や有識者委員会の名による政

策に対する権威付けが行われた り、利益代表が全住民を代表 しているかのごとく

粧い、政策追認 しているに過 ぎない諮問委員会が無いか。援 らしむべ しの広報活

動 に終わっていることがないか。情報ネットワークを活用 し、地域問題に関 して

の、広範な草の根釣住民の創造性発揮のための継続的な場 にすることはできない

だろうか。

口地域創造

a.地 域 にお ける個性創造

地域 の個性 を求める声 は今 に始 まった こ とでは ない。最近 も 「(仙台への客 の流

出が相 当あ る ととを推測 して)消 費者の ニーズ を把握 し、 … 個性 的 な街 づ く

りを進 め てい くこ とが、 山形 市の 商店街 の課 題 と言 え よう」(河 北 新報H5.4.10)

と論 じられてい る。 た だ問題 は各 地域が個性づ くりすべ きだ とい う話 は聞 いてい

て も、 ど うや って個性化 すべ きかに悩んでい るの が実情 であ ろ う。個性化 とい う

言葉 は判 ってい るよ うで案外 判 りに くい。 個 性化 を唱え る目的は、地域 の魅力
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を高め、 も しくは、創造 す るこ とであ ろ う。 人 に嫌 われる個性で は個性化 の価値

が ない。魅力 があ れば人は 自ず か ら集 まる。魅力の あ る人の周 りは絶 えず人 が溢

れてい る。魅力 あ る地域 は活 気 が叢 り、経 済 も文化 も活 動 が活発化 す る。当然 、

企業 も集 ま り、情報活動 も盛 ん にな り、それ が また新た な魅力 とな って人 を惹 き

付 ける。 これが社会の 自然法則 で あろう。

魅力 を感 じるのは人で あ り、そ の故 にターゲ ッ トは人で あ る。既 に述べ た よ う

に住 民 には住民登録 上の住民 、本籍住 民、外 か らの通勤住民 、一一・時来訪 のバ ーチ

ャル住 民が ある。 ターゲ ッ トを住民票住 民 に限定す れば、それ以外 の人 々 に とっ

て は、 その地域 は魅力 的な住 み 良い街 にはな らない であろ う。 ターゲ ッ トを どれ

だけの大 きさに取 るかは地域政 策の基本 的選択条件 であ る。 しか し、訪 れ た友 人

に 「ここは見 る ところが な くてね」 とい うので は、 最狭義の住民 自身が地域 の魅

力 を認識 していない ことになる。住民 自身が感 じる地域魅力 の掘 り起 こ し ・創 造

それが地域創造 の第一歩であ る。

各地域 におけ る情報化 の多 くは第四段階 にあ り、第五段 階は今始 まった ばか り

で あるが 、その勢 いは今後 急速 に激 しくな ろう。巨大 プ ロジェク トばか りで な く、

各地域毎 に 自分の背丈 に見合 った個性 的 な住 み 良さ を強調す る戦略 が繰 り広 げ ら

れる。いわ ゆる地域 ア イデ ンテテ ィの構二築 ・確 立であ る。 とくに、高 度情報化 社

会 において は情報 ネ ッ トワー ク戦略が改 め て注 目され よう。即 ち、確 立:された ア

イデ ンテテ ィの基 盤 に基づ いて情報 ネ ッ トワー クが これ を支援 す るの か も しくは、

情 報 ネ ッ トワー クそ れ 自身 を一 つのア イデ ンテティ と して構 築す るかの問題が あ

るか らであ る。各 地 で進 め られてい る国 際文化 セ ンタ乃 至情報 セ ンタは後者 に近

い。 だが 、ネ ッ トワークの 中立性 に鑑 み、 この種 セ ンタは同 じ目的の ものや、 よ

り高度 な設備 を持 った施 設 の構 築が極 めて容易 な ツールで ある。何 等か の地域 ア

イデ ンテテ ィを盛 り上げ又 は高度化す る役割 を果たす もの と して、情報 ネ ッ トワ

ークの役 割整備 が望 まれ る ところである。

地方が東京 に比 して明 らか に見劣 りす る分 野の一 つに文化 情報 面があ る。文化

イベ ン トの頻 度や種類 、色 々な部門で の最 新情報 の欠落で あ り、今後 はこれ らの

面 の充足 が求 め られ る。江戸 時代 に各 藩が個性 的な文化 を築 いた よ うに、地域 自

身が東 京 に頼 らない独 自の文化 を生 み出す こ とが地域 の魅力 増進の重 要な決 め手

の一 つになろ う。
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b.魅 力の創造

個性化 を魅力 と置 き換えることによって、ではどうやって魅力 を生み出せば良

いのかとい う新たな難問が生 まれる。人間個人の魅力 はその人の誕生から今 日ま

での全人格の中か ら生まれる。魅力は天賦の気性 と生育環境 、個人の努力 ・経

験 ・運な どから滲み出る総合的な人間的個性であ り、個人的には絶対的限界があ

って、例 えば努力だけで何 とかなるものでも無 さそうである。地域の魅力 も同様 、

に、地域の地理的 ・歴史的そ して構成員の気質 ・運(時 代の巡 り)な どによって

生まれる。個人的には出世一'代記を築 く人 もいるが、大多数が挫折 を味わ うよう

に、今 までの片田舎が幾 ら頑張って見ても、東京や大阪 を.ヒ回るか少な くとも同

じ程度の経済力や都市的文化の魅力を持つことは望むべ くも無い。

注、個人の場合 も同様だが、地域自身が遠大な希望 を持つな とい うことではな

い。ただ理想達成のためには一定の手順 を踏むことが必要なのである。

だが、各界 トップならず とも、人間的に高い魅力 を持つ人が数多 いることは、

どの地域でも何等かの魅力 を身に付け得る可能性 を示す。いわば地域の魅力 を創

造するには、地域の地理、歴史、経済力等 を振 り返るところか ら出発すべ きこと

を教えて くれる。出発点から余 りに遊離 した計画は個人にとっても組織 にとって

も、余程の運が無い限 り挫折するであろう。

c.大 連合構想

もう一つの問題 として地域間の大連合構想がある。地域連帯については既 に、

観光開発における市町村乃至県境を越えた連帯化 による大規模観光化の必要性を

指摘 した(「 東北の未来」SAS東 北)。 恰 も、道東が阿寒 ・摩周 ・根室 ・網走 ・

屈斜路等を結ぶ観光ルー トの強力な魅力で惹付けているように。交通網の高速化、

休 日増の裏付けによって、今日観光だけでな く、経済 ・社会各分野での大連合が

求められている。いわゆる第二国土軸構想や東北のインテ リジェントコスモス構

想がそれである。これらは市町村や県単位 を越 えた数県 ・数地方に跨がる地域連

帯構想であ り、それによって連帯地域全体のレベルアップを図ろうとするもので、

いわば、小規模EU(旧EC:ヨ ーロッパ連合)で ある。第2大 戦後の秩序 が半
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世紀近 くを経て世界的な崩壊期に突入 し、地球的再構築の動 きが激 しくなってい

るとき、明治維新 を成 し遂げた先人を見倣 うべきではないだろうか。連帯 にはそ

れに見合 った情報ネッ トワークの構築が不可欠なことはいうまでもない。

d.地 域創造の ために

連帯構想の中で も内部での格差発生は免れない。インテリジェン トコスモス構

想の中でも、仙台の際立 った突出が東北各県都の中で不均衡 を指摘 されているし、

政令指定都市となった5つ の区の間で、交通施設や文化施設などの南北格差 ・東

西格差が取沙汰されている。第二国土軸構想のような巨大 プロジェク トによって

も、地域格差が解消する保証はない。それどころか域内地域格差は 一時的にせ よ

更に拡がる可能性 もあるし、巨大プロジェク トそれ自身が 日本的横並び論や過去

の地域序列擁護論の立場 から、他地方にとっては一種の挑戦状 と受け取 りかねな

い。尤 も、 よそから妬まれるほどのプロジェク トこそ、本物だという見方 も無い

ではないが。

連帯活動が地域バラバラの活動 よりも遥かに効果的なことは争えない。 一一・市よ

りも一県、一県 よりも10県の連帯が訴える力は大 きい。東北の唱えるffJJ:1国{:軸

構想 も首都圏から北関東 ・東北 を越えて北海道に至 る東 日本全 部を網羅すること

でその効果を期待 し、これに対抗する形で関西グループは南近畿から四国 ・九州

中部に至る地域連帯構想 を打出 し、他に日本海諸県を繋 ぐ構想まで飛び出 して先

を競 っている。

幾つかの県は複数の構想に参加 しているが、 ともか くもこれからは地域が大同

団結 して一つのグループとして全体の魅力を高めなが ら、域内では各地域が自ら

の個性を獲得する努力が重ねられることになろう。 もちろん地域個性の構築につ

いては色々な会合や書籍で幾度 とな く指摘されている し、各地域 自身 もとうに承

知済みながら効果的な手段 を見付けかねて模索 しているのが実情であろう。そこ

に 「個性→魅力の創造」が求め られるのであ り、地域創造 を目指す 「自らの努力」

によって、初めて地域にふさわ しい魅力が創造 されよう。

地方分権が名ばか りで一向に進まず、各省庁の壁が厚い中で、地域統合システ

ムの構築の前途は容易ではな く、加えて地域間の壁 もまた高いが、情報システム
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が社会の中のあるべ き位置に組込まれた形 としての自主的ネットワーク論は益々

高 まるであろう。地域再構築のためには既成概念の殻 を打破 り、魅力を共有する

地域が、連帯 して地域共生の道を歩むための協創 ・共創 によって、既存の魅力価

値 を高めるか、新 しい型の魅力創造 を図る以外に道はないであろう。

勿論、地域大連合的な巨大プロジェク トがすべてではない。各地域の創造プロ

ジェク トも亦、地域が抱える過去 ・現在 ・未来に通 じる地理 ・歴史の中での地域

再構築である。巨大プロジェク トは地域再構築の中での予想 される起こ り得る未

来条件 の変化の…つであ り、屡々ミニプロジェク トの動きを拘束するという点で

ミニ地域 を支配する。巨大プロジェクトの有無に拘 らず、各地域は地域固有の地

理 ・歴史 を基盤に した地域特性 を地域の魅力に育て上げる活動 を基礎に、地域創

造のビジ ョンを構築する過程で、地域情報化の在 り方が自ず と明らかになるであ

ろう。

表2-4行 政サービスの高度化事例(高 度化政策とその効果)

・本庁支所間行政ネットワーク構築による行政窓口の分散化→任意の場所でのサービス

提供可能→住民にとって交通費や交通時間の節約

・バス運行 ガイ ドシステム構築一バス接近情報に よる待ちのイライラ減退

・渋滞情報システム構築→渋滞路線回避による交通渋滞緩和喚起

・図書検索システム→図書館来訪者にとって検索の簡易化 と時間の縮小

・防災無線システム構築一災害時の通信確保

7.ハ イ パ ー ネ ッ トワー ク と情 報 創 造

前章 で述べ た ように、情報 ハ イウエ イ計 画が米国 で打 ち 」二げ られ、世界 中に衝

撃 を与 えた。米 政府 の狙 いは、2000年 の高 度情報社会 に向 けて、 その 中核 をなす

コン ピュータネ ッ トワー クによる全 国的 な情報基盤 を構 築 し、それ を柱 に、 「強 い

アメ リカ を再 建 しよう」 との並 々な らぬ決 意 を表 明 した もの と受 け取 れるが、 そ

れが額面通 りに進行 した ときの産業 界への 影響 の大 きさを感 じ取 った当事者 た ち

が、 通信業界 を先頭 に、高度情報化 時代 における生 き残 り策 を求め て走 り出 して
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い る。 また、その流 れが 国際化 し、 ヨー ロ ッパ の通信業界 を米国の進 出資本 が制

圧 しつつ ある事 態 を目の 前 に して、我 が 国の産 業界 も事 の重 大 さに、今 、息 を潜

め て情勢 を見守 りなが ら、 自らの今 後の進み方 を模索 している状況 にある。

もともと我が国 で も、か っての電信 電話公 社 、今NTTは 昭和57年 以来 、相 次

いで通信 事業の長期計 画 を発表 し、本年1月 に も 「マルチ メデ ィアにむ けてのN

TTの 基本構想」 を発 表 し、マル チメデ ィアサー ビスの開発 ・提供 を本格化 す る

決 意 を表明 して、国内マ ルチ メデ ィア網 の構 築計画推進の ス ター トを切 った。具

体 的 には94秋 にはNTTの 社 内網 を使 った実験 のス ター ト、95年 初め か らは、…

般住宅向けマルチメデ ィアサ ー ビスの利用 実験開始 に入る ことと している。

郵政省 も 「21世紀 に向けた新 たな情報 通信 基盤 の整備 の在 り方 につ いて」諮 問、

94年 早期 の答 申を期待 し、93年12月 には.「CATV普 及発展 に向 けての施 策」

を実施 した り、94年1月 には 「情報通信 産業 の新 たな創 造 に向 けて」 で 、市場 と

雇用 の創 出効果 を強調す るな ど、矢継 ぎ早 の政策 を打 ち出 してい るが、副 大統領

陣頭指揮 のア メリカ と、一省庁 ない し今 は… 民間会社 に過 ぎないNTTの 計画 に

代 表 され る日本 との意気込み の違 いは大 きい。

いず れにせ よ、NTTの 構 想 と して は、 東京都心部 は96年 、政令指定 都市 では

2000年 、そ して2015年 には各戸 に光 ファイバ を引 き込み、全 国的 な双 方向 マルチ

メデ ィアネ ッ トワー クを構 築 しよう とい う計画 と伝 えられ るか ら、 予定通 り進め

ば、今 世紀 中に も光 ファイバ利 用 に よるマ ルチ メデ ィアサ ー ビス地区が続 々誕生

して、新 しい情報 サー ビス を楽 しむ(新 しい情 報サ ービス事業 が誕生す る)話 し

が話題 に上 っている事であ ろう。

即 ち、未来 の地域 ネ ッ トワー ク を考 察す る上で、 この 日本 版情報ハ イ ウエ イを

無視 しては、情 報社 会 と しての地 域展 望 を正 しくは捉 え られな い こ とにな ろ う。

特 に、新規 開発地 区(住 宅団地 ・工場 団地 ・研究 団地等々)で は、過去 の電 話網

を越 えたハ イパ ー情 報ネ ッ トワー クの整備 が不可欠 の もの と して認識 され、土地

価格 ・住宅価 格 を左右す る事態が予想 される。

問題 はそ う した情 報 インフラを、「どの よ うに使 うか」が地域 の、社会 の、 事業

の、命 運 を左 右す るこ とにな る。 コン ピュー タの世界 におけ るソ フ ト分野 での ア

メ リカの力 は、 日本 の遠 く及 ばない ところで ある。 ま して、 同国の6割 を越 える

世帯 にまで普及 したCATV事 業の 中で、 ノ ウハ ウを積み重 ねて きている米国 の
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ネ ッ トワー ク利用サ ー ビス に対 して、 日本 が どれ だけ太刀打 ちで きるか に、 日本

産業界の真価 が問われる。

当初 か らシ ーズ先行 の感 が強い情報通信 の世界 にお いて、マル チメデ ィアを論

じてい る今 日もなお 、ニーズ に対 す る不 安が強 く訴 え られてい る。 マルチ メディ

ア ネッ トワー ク構 築計 画に して も、一時見 送 りを伝 え られたの はこ う した事情 に

よる。

表面的 にはニーズ の見 えない この世界 において、 どう潜在情 報ニ ーズのあ りか

を探 るか 、 ひい ては、新 しいニー ズ を生 み出す か に、先見 性 が求 め られ る。 今 、

激 しい時代 の変革の 中におい て社会 的に必 要なの は、 これか らの社会 を構 築す る

民 衆一人 々々が、必 要 とす る情報 について、他 人任 せで はな く、積極 的 に自 ら表

明す るこ とであ る。 そ う した情報ニ ーズ を鮮 明化 す る役 割 を果たす のは、 まさに

社会 の情報創造 能力 であ り、その産物 としての情報創造 である。

実は、情報創 造 に役立 つべ く期 待 されているのは情 報 ネ ッ トワークであ る。C

SCW(ComputerSupportedCooperativeWork)と か、グルー プウエア、 コラボ レ

ーシ ョン(協 同創造)や コラボルー ム、CIN(情 報創 造 ネ ッ トワー ク)な どと

い う言葉 は、 こう した意識 の表現 で ある。 その故 に、 これか らの情報 時代 の社会

的役 割 を担 うべ きハ イパ ー情 報ネ ッ トワー クは、遊 びの面 も悪 くはないが、時代

の変 革期 に直面 してい るこの時期 におい ては、第 一義 的 には、新 しい時代 を創 る

ための情報創造 に最 適の機 能 を持 つ こ とが望 まれる。た だ し、情報創造 したいの

に、 その ための情 報 ネ ッ トワー クを どう作 るか とい う命 題 で あ るか ら、 これ は、

鶏が先 か卵 が先 か?の 論理 に似 たところがあるの はやむ を得 ない。
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第3章 も し、ハ イ パ ー ネ ッ トワ ー ク社 会 が 実現 す れ ば…

1.私 の プ ラ ン と夢/そ の1

■2010年 にお ける情報 インフラ

2010年 ハ イパ ー ネ ッ トワー ク社 会 は当然 エ コロジー社 会 を目指 す 社会 であ る。

ハ イパ ーネ ッ トワー クに関す る技術 的スケ ジュールについて は、既 に、 日本 では

82年 電信電話公 社のINS(高 度情 報通信 シス テム)構 想 、90年NTTのVI&

P(新 高度情 報 通信 シス テム)構 想、 更 には94年 初頭発 表 の新 世代 通信 網計 画

「マルチメデ ィア時代 に向けてのNTTの 基本構想」 の中で、具体 的 に明 らか にな

ってい る し、 米国で は93年 秋 か ら94年1月 にかけて、同国 ゴア副大統領 が 自ら提

唱 してい る次 世代 の全米情報基盤 と しての情報ハ イウエイ構 築構想 に よる強い米

国経済再建へ の意気込みが、各 国に刺激 を与 えてい る。

NTTの 計 画において は、2015年 には各家庭 に光 ファイバ ーケー ブルが引 き込

まれ、マ ルチメデ ィア通信の 時代 が到来す る図が示 されてい た。 当然、 時代 を象

徴す るモ デルエ コシティにおいては、計 画当初か ら、街 中 に光 ケー ブルが張 り巡

らされる とともに、無線通信基地が至 る ところに配置 されてい る。

これ らの通信設備 は どの ように利用 されるのか?

先 ず公 共用 途 と して は、大気汚染 や水 質汚染感知用 セ ンサ ーが要所 に設置 され、

時 々刻 々の デー タが監視セ ンターへ 送 られ る とともに、一一定の汚 染濃度 を超 える

と、住 民 に警 報 を出す ようになってい る。各家庭 に も水 汚染 をチ ェ ックす るセ ン

サ ーが ついているのはいうまで もない。

町内の行事 やお知 らせ ば、 地域 チ ャンネルで流 されてい る。住 民 は朝 起 きる と、

まずお知 らせ チ ャンネルを見 るのが習慣 になってい る。不在 中で も、大事 な情 報

は電子 メール を使 って着信 通知 が はい るので、住 民 は帰宅 次 第 回答 す れば よい。

もち ろん夜 中で も相手 に迷惑 を掛 け るこ とはない。 ここで は広 告 も電 子化 されて

お り、住民 は欲 しい情報 を随 時入手す るこ とがで きる。尤 もチ ラシ もまだ無 くな

ってはいないが。

外 出で きない高齢 者、 身障者 で も、 リアル タイ ムの テ レビ電話 で の お喋 りで、

孤独感 か ら逃 れ るこ とがで きる。 もちろん、こち らの模様 を画面 に写 し出 すか ど

うかは本人次 第だか ら、 プライベー ト侵害の恐 れは無 い。
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医療診 断関係 では、担 当医 師が不在 の場合 で も、 自分 の健康情 報 を自分で取 り

出 し、過去 の病歴 や投薬上 の問題点 な どの うち、必要 な部 分 を医者 に知 らせ るこ

とに よって、適確 な診断 を期待 す るこ とがで きる。投薬 の注意点 な どは、薬品 デ

ー タベ ース によって、患者 自身が 自 らの責任 において使用 す るこ とがで きる。 こ

の辺 は一般的 にいわれているこ とである。

また、社会活動 としては、ふ だんか ら行 動不 自由者 を登 録 してあるので、災害

(火災 ・地震等)の ときには、す ぐに救護者 が駆 け付 ける体制 をとるこ とがで きる。

この前 の揺 れが大 きかった地震の ときは、 この情報 案内で'一・人暮 ら しの高齢者 が、

近隣の人 々の暖 かい支援 を受 けて、スム ーズ に避難 した り、炊 き出 しの救護 を受

けるこ とがで きた とい う。

その他 に も、高齢者 の高い知識欲 に応 える生 涯教 育情報 が、チ ャンネル を通 し

て 自由 に入手す る ことがで きた り、逆 に、高齢 者の豊富 な経験 や知識 を活 か した

「語 り部」活動 が盛 んになった り、地域 の歴史や、文化 活動 の現況な どを編集 した

地域チ ャ ンネルが、少 年や新来 の住 民 に も好 評 だとい う。 これ らの活動 は、か っ

て東生駒 のCATV実 験で もい ろい ろ試 され た りした ものだが、双方向 のマル チ

メディアシステム は当時 と比較 にな らないほ どの 自由 さで利 用 され始 めて いる と

い う。

ハ イパ ー ネッ トワークは住 民の社会生活 だ けに有 能なわけで はない。大勢 のサ

ラ リーマ ンが居 住す るこの地域 には、 幾つか のサテラ イ トオ フィスが展 開 し、職

住接 近 を実現 している。 一部 で は在宅 勤務 も導入 されてい るが、 日本 的性格 か ら

だろ うか、在宅勤務 がいわれ始め てか ら もう20年 以上 も経過 してい るの に、四

六時 中家 にいるのは今 で も歓迎 されない とい う話 だ。

次 は2010年 の生活 をもう少 し物語風 に書 いてみ よう。

■ バ ーチャル コース巡 り

「2010年 初夏 の一 日の午後、私 はいつ ものバーチ ャル広場 にい る。周 囲の樹 木

は緑 滴 り、噴水 が高 く舞 い上 が って い る。小 鳥 の噂 り、笑 い さ ざめ く老 若 男

女 … 、私 のための腰 掛 も用意 され ていて、時 には瞑想 した り、時 には誰 かが

話 しか けて くる。 リスが寄 って くる。 アイ とい う リス は私 の大 事な宝物 だ。私 が
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顔 を見せ ると、 まもな くどこか らとな くや って きて、膝 の上 にの っては私 の顔 を

見上 げた りす る。手 をの ばす と触 れ るこ ともで きる し、触 れ具合 も伝 わって くる。

まるで本 当の世 界の ようだ。春 には若葉の香 りが し、花壇 に顔 を寄せ る と花 の匂

いが漂 って くる。

広 場 で しば ら く休 ん だ私 は、程 近 い小 川 に立 ち寄 る。 陽光 のせせ らぎの中 で、

銀鱗 が時 々 きら りと光 る。 この景色 は実在 その ものだ。 こ う して私 は身近 な場所

を、好 きな コース をえ らんで歩 き続 ける。 この街 には情報 モデルエ コシ ティ とい

う ことで住 み付 いたの だが、実際 に 自分 の家の付 近で過 ごす休 日はま さにエ コそ

の ものだ し、 その歩 き慣 れた散歩道 を、バーチ ャルで少 し遠 出 してみ るの も結構

楽 しい ものだ。

夜半 眠 れない ときのバ ーチ ャル散歩 もいい もの だ。実際 の散歩で むやみ に近所

を排徊 しては、 うさん臭 く思 われ た りして近所迷惑 になるが、バ ーチ ャル 散歩 で

は犬 に吠 え られ るこ ともないか ら、気軽 に出掛 け られ る。 その うち コースが 世界

中に拡 が って、 まだ訪 れた こ との ない北 欧諸国の散歩 を楽 しむ こ ともで きそ うだ

とい うか ら、今 か ら大 いに期待 してい る。 もと もとコース はた くさんあ るか ら、

「いつ も同 じ風 景 だ」 と退屈 す る心配 は無用 だ。尤 も、同 じコースで も毎 日どこか

少 しずつ変 わ るか ら、季節 の違いが よく判 って楽 しい ものだ。Sさ んの垣根 のバ

ラやTさ んの牡 丹 は、毎年 とて も見事 で、 この コース の楽 しみ を倍加 させ て くれ

る。

実 は この コース は現実 の もの だ。 だか ら、実際 にこの コース を通 る人の プ ライ

バ シーは保 障 され ない。立 ち止 まって花 び らで も摘 もうもの な ら、た ちまち街 中

の噂話 にな りかね ない。 な に しろ、 コース用セ ンサーが至 る ところ に配置 してあ

り、誰 かバ ーチ ャル通行 中で、その場所 を見て いない とも限 らないの だか ら。 そ

れ で、実際 の道路 を写す ので はな く、空想 的なバ ーチ ャル街 に しよう とい う意見

もあるが、「現実の道路や広 場 を使 ったほ うがなまの季節感 が味 わえ る」 とあって

評判 が高 い。私 が寝込 むこ とになって も、 なまの方が是 非欲 しいサー ビス と思 う

こ とにな りそ うだ。妥協案 と して、実 際の通行人 は写 らない よ うに しよう とい う

案 もある よ うだ。バーチ ャル コース巡 りは、疲れ た らいつで も、ア ッ とい う間に

家へ帰 るこ とが で きるんだか らあ りがたい。

この コース巡 り、 もと もとは、15年 前 の情 報ハ イウエ イ構 想で 、中心 サー ビス
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に取 り上げ られ た ビデオオ ンデマ ン ド、即 ち、好 きな ときに好 きなビデオ を見 る

こ とがで きるサ ー ビス程 度の発想 だった。それ までの テ レビチ ャンネル選択 に対

して、 ビデ オタイ トルその もの を選択す る方式 は、確 かに …歩前 進で はあ った が、

内容 的 には既成 の ビデオそ の もの だったか ら、借 り物 の感 を拭 えなかった。 この

コース遊 びは、 よ り自由 な 日常行 動へ の接 近が狙 いだが、 まだ満足 で きる自由度

には到達 していない。

この 日常性 を満 足 させ る ことは、技術 的 にはなかなか大変 ら しい。与 え られた

風 景 でな く、な るた け実際 の散歩感覚 に近付 けたいのだが、我 々 日常 のぶ らぶ ら

歩 きでは、右 を見 た り左 を見 た り、立ち止 まった り、振 り返 った りと、色 々な動

作が加 わる。それ に合 わせ て視 界 を変 えるのは、殆 ど無理 だ とい うことで、今 の

ようにスポ ッ ト的 な散歩風 景 にな らざるを得 ない ら しい。 それにデ ィス プ レイそ

の ものがいわ ば正面 に固定 したテ レビ画面 だか ら、右 を向 いた ら道路の右側 の垣

根 が見 え る とい う風 につ くって み て も、 うま く行 かない こ とにな る。 どうや ら、

全方位 画面の特殊環 境部屋 の 中で、実験 が進め られている ら しいの だが 。つ ま り、

非常 に限定 された環境、例 えば室 内程度 のデザ インな ら、El常 的 な リアル性 も一

部で実現 されつつ あるようだ。

コー ス巡 りの範 囲 は、近 い うちに隣県 に も拡 がる とい うか ら、新 幹線 よ りも速

く旅行 して、平 泉の大泉 の池の ほ と りを歩 いた り、尾 瀬沼や庄 内の月山8合 目の

湿地帯 巡 りも楽 しみ だ。何度 訪 ねて もお 目にかかれ ない晴 れの摩周 湖や 、激 しい

鳴門の 渦潮 もみ るこ とがで きる ようになろ う。 このバ ーチ ャル コー スめ ぐ りはス

イ ッチ1つ で 、ぶ ら り歩 き も駆足 廻 りもで きるか ら、い うこ とな し。 その うち、

ナイヤガ ラ滝や アルプス3千 尺 もコース にな った ら、それ こそ居 なが らに して世

界散 歩 。ぜ ひ行 ってみ たい と切望 してい る南極 で の オー ロラ、今 出て るぞ!と 、

連絡 があ って、急 いで大画面 に映 し出せ た ら、正 に感激 の極 。 早 くそんな時代 が

来 ないか なあ。尤 もあ ま り素敵 な風景 を見 た ら、 ます ます本 物が見 た くなるか も

しれないが。 「オ ッ ト、雨が降 って来 た。急 いで帰 りま しょ。 もう我 が家だ。 ただ

いま!」

「さて、(歩 き疲れ たか ら?)お 茶 を一杯 いただ きま しょう。 え!お 茶 もバ ーチ

ャルか って?」 … いや、 それだけはバーチ ャル って訳 には … 」。 そ ういえ

ば、万 能発香体 が で きて、色 々な匂 いが だせ る ようになった とか、 味 を出す素材
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も開発 されて、 コー ヒーの味の試験 に も成功 した とか。 その うち、発香体 と発 味

体 とを巧 く制御 す る と、水 を飲 んだのに、味 も香 りも コー ヒーだなんて こ とにな

らない とも ・・。尤 も栄養 がある訳 じゃな し。 味はあ って も味気無 い よね。

そ うい え ば、 コース の途 中で散歩 中の犬に 噛みつ か れた って。 ま さか 、そ ん

な ・・。

な に!歩 いてい る途 中、車 が きて避 け ようとした ら溝 に落っ こった って。 その時、

も し、 よけなか った らどうなるかって?ウ ー ン!

■ ハ イパ ー図書館 でマル チぽ く

ところでち ょっ と読 みたい本 があ るんだ。本 は結構 高 いんで、 よ く図書館 を利

用 させ て もらってい るんだが、 この本探 しとい うのが大変 だ。そ りや、本 の名前

なんかが はっ き りしているな らそ れほ どで もないが、著者名 も発行所 もそ う しっ

か り覚え てち ゃい ない。 図書館 の担当者 に調べ て もら うの も、漠然 と した 内容 の

ときは訊 ねに くい もの だ。 この論文 を書 くときみたい に、 テーマが は っき り して

いな い とき もあ る。 そ んな と きは興 味の あ りそ うな 、関連 の あ りそ うな書棚 を、

本 の題 名 を見 なが ら探 して行 く。気 を引 いた題名 の本 を抜 き取 って、パ ラパ ラと

め くってみ る。期待 はず れだった ら書棚 へ戻す。 こんな こ とを繰 り返 して いる と、

時間は アッ という間 に過 ぎて しまう。本屋 は待合わせ に最適 だ。

ア、 ソー ソー、私 が通 っている図書館 は…部の本棚 が公 開 されて いるか らそれ

が で きるけ ど、 カー ドで探す やつは、分類 でお手上 げだ し、 や っと調べ て、書庫

の奥か ら出 して もらったの に、中身が ちっともお もしろ くなか った り した ら悲劇

だね。図書館 職員 にも気 の毒。

図書館 シス テムはい ろんな本 で引 き合 い に出 て くるか ら、 くど くは言 い た くな

いの だが、情 報ハ イ ウエ イで もネ ッ トワー ク化 が強調 され てい る代 物 、マ ルチ メ

デ ィア時代 に なってこの図書館 システムが大進歩。幾 つか のキー ワー ドで 、欲 し

い本 にヒ ッ トす る率 が高 くなるのは、デ ータベ ース時代 か ら当た り前 になってい

たが、今度 は なまの本棚 の よ うに、ズ ラ リと本 が並 んでい るか ら、 ち ょう ど実際

の本棚 の ように特定 の本 を画面 で指 定で きる。その本 が画面 に大写 しされ て、 目

次 や序 論 な どと自由 に内容 をブラ ウジ ングで きるか ら、ほ とん ど実際 の本 棚 の感

覚 だ。
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もちろん、 マルチ メデ ィアだか ら、文字 だ け じゃな く、音声や画像 ・映 像 も出

て くる。 た とえば 「つ ぐみ」 の説明 に、文 章 ・鳴声 や姿、飛 び方の映像 まで入 っ

て いる。検索 す るには、図書館 に実際 に出掛 けて もい い し、在 宅の まま、 通信 回

線 を通 じて即座 にデー タを入・手す る こともで きる。

こう して、例 えば、人 々は自宅か ら職場 か ら通信 回線 を使 って欲 しい図 、{}:を検

索 し、 ブラウジング し、欲 しい本 にぶ つか る とじっ くりと読 み始 める。 ときには

本屋 の ように書棚 の前 をぶ らぶ ら と通 りなが ら、面 白そ うな本 を探 す こ ともで き

る。書庫 は立入禁止 な どとい う心配 もない。 カー ドで検索 して、奥 か ら持 って き

て もらうとい った手 間 もい らない。貸 出 中で本 棚 に無 いため、見 るこ とがで きな

かった という心配 もない。

実際 には、私 は我が家 の愛用 の ソフ ァに座 って、ゆ った りと(バ ーチ ャルでな

い)コ ー ヒー を楽 しみなが ら、バ ーチ ャル図書館 の本 棚 か ら鳥類 図鑑 を見 つけだ

し、 さっ き庭で見掛 けた綺麗 な小 鳥の名前 を調 べて いるのだ。羽の特徴 か らど う

や ら 「じょうびた き」 とい う 「ひた き」 の一種 らしい。 「きびた き」 とい う名前 は

聞いた ことが あるが、 こん ど見付 けた ら、 もっ とよ く観 察 し、独特 の鳴 き声 も聞

いてみ たい ものだ。 うちで は、庭 に来 る小 鳥 に愛称 をつ けている。縄 張 りを主 張

して他 の鳥 を追い出す ひ よど りはボス、二本脚 で地面 を跳 ねて歩 くつ ぐみは ピ ョ

ンコ、む くど りはそ のままム ック とい った類 いだ。 じょうびた きは早速 キ レイチ

ャン と呼ぶ ことに した。

閑話休 題 ・・この図書館 システム、図書館 側 では入力 作業が大変 で、出版元 の

フロッ ピー を使 わせ て もらった り、特別 な入力装置 を開発 した り、 と随分苦労 し

た ら しい。'まだ、 目次 だけ入力 ずみ とい う本 もあるそ うだ。 ただ、デー タベース

化作 業 はセ ンタの一箇所 だけです む し、貸 出 しに伴 う出 し入れやチ ェ ック作 業 も

少 な くなったか ら、 その分 、司書業務 に専念 で きる とい う。厳密 には貸 出 し業務

が一切不 要 になるのだが、 コ ンピュー タに弱い人や 、画面 よ りも活字 で じっ くり

読 みたい人がい るので、貸出 しを全面中止 にす るこ とはで きないでい るら しい。

■ バーチャルスポ ーツは快 適か?

中学 の桜 が満 開だ。 向 こうか ら誰かや って きた。 おや、誰 か と思 った ら元 ク ラ

スメイ トのS君 だ。向 こうで も気 が付 いて手 を挙 げた。バ ーチ ャル ・リア リテ ィ
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とかい うやつ で、握手 に も実感が伝 わる。 しば ら くぶ りなので立話 が弾 む。彼 も

桜 を見 た くな ってや って きた ら しい。バ ーチ ャル通 りの楽 しい一ー一'刻だ。お互 いに

バ ーチ ャル の世界の 中で、相 手 を認識 した り、話 した りな ど とい うのは、 まだS

Fの 世界 だろ うが、 それほ と難問で もな さそ うだ。 こんな こ とがで きれば、 さら

には童 心 に帰 って、バ ーチ ャル校庭 での野球や ドッチボール 、チ ャンバ ラ も夢 で

はな くなる。

尤 も、 お互 い がバ ーチ ャル スポーツ をや る前段階 と して は、例 え ば、そ れぞれ

に別個 の本物 の テニス コー トに立 った とき、相手 コー トにお互いの姿が、3次 元

バーチ ャルで浮 かび出 るところか ら始めな けれ ばな らない し、ボール を どう表現

す るかが大変 な問題 とな るだろ う。 ドライブが かか ってい るか?ス ピー ドは?ラ

ケ ッ トとの角 度 は?競 技 者の位置 は?な ど と、多彩 な条件 が出 され て、 コ ンピュ

ー タの リアル タイム計算処 理だけ考 えて もかな り難 しそ うだ。

で も、 ここ まで くれば、 もはや完全 なバ ーチ ャルゲ ームであ り、今の ファ ミコ

ンゲーム とは比較 にな らない現 実性 を体験 で きるこ とになる。

■ バ ーチャル シ ョッピングで安 い買物

そ うそ う、 買物 に行 かな くちゃ。実際 に出掛 ける前 にち ょっ と店 を覗い てみ よ

一 と。 まあ、 この苺 おい しそ う。値段 も安 い し。そ うだ。街 に も しば ら く行 って

ないか ら、 ち ょっ とウイ ン ドシ ョッピングな らぬバ ーチ ャル シ ョッピングで も楽

しみま しょうか。ずいぶ ん人が出 ているね。アーケ ー ドも新 し くな って雰 囲気 も

変 わったわ。 このバ ッグ素敵。少 しまけて くれないかな。 ・・

電 子ペ ンで店 をマー ク した ら、店員 が画面 に顔 を見 せ て 「い らっ しゃい ませ 」

と、 に こやか に挨拶。 さっ きのバ ッグを もう一一度 画面 で見せ て もらう。値段 交渉

も巧 く進み、 商談成 立。宅 配 して もらって もよいの だが、明 日は不在 のた め、出

掛 ける途 中、 立 ち寄 るこ とにす る。通信販売 と違 って、ふ だんに店 に並 んでい る

もの だ とい うこ とで、選択 の範 囲が広いの が嬉 しい。最 近 はバ ーチ ャル商売 に参

加す る店がか な り増 えてい る とい う。ユーザに とっては楽 しみが増 える。
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■ バーチャル教育で勉強を

片方 向通信 のマ ルチメデ ィアネ ッ トワークは、 もと もと学校教 育 の中で、衛 星

放送や大講義 シス テム と して早 くか ら使 われていたが、ハ イパー ネ ッ トワー クで

更 に促進 され るこ ととな った。 と くに社会人学 習では移動時 間な しに講義 に出席

で きる とあ って好評 だ。先 生側 で も、学生 が画面 に写 し出 されて お り、出席状 況

も講義へ の反応 も一 目で判 るの で、好 意的 に受 け止め られてい る。 む しろ、社会

人学生 のそ ばで、画面 を覗 き込 んでい る同僚 達が、学生 に ヒン トを与 えた り、或

いは講義内容 について厳 しい指 摘 をす る ら しいので、教室 内 だけでや るよ りも一

層 真剣 にや らざる をえな い とい う。 放送教 育 の泣 き所 だ った一一方教育 の 問題 も、

双方向通信 で きる ようになったの で、普 通の授業 と変 わ りない成 果 を挙 げている

ら しい。指名す る こ ともで きる し、即座 に応答 も返 って くる。宿 題 もオンライ ン

で提 出 されて くる。

社会人 の方 が概 して勉強 に熱心 だ し、経験 も積 んでい るので鋭 い質問 を浴 びせ

て くる。教 室 に集合 していな くて も、そ の状況 が皆 に伝 わるので、他 の学生 に も

刺激 になる し、観念論 に陥 りが ち な教 室教育 だ けで な く、応 用教育面 もお ろそ か

にで きない とい う話 しだ。 ただ、実験の場合 は道具立 ての面 で も学校へ の出席が

不可欠 だ とい う。

講義 にせ よ実験 にせ よ、 な まの時 間に受講で きなかった学生 につい て も、授 業

風 景 をチ ャンネルで流す こ とがで きるので、次 の講義 まで にはあ る程 度 は皆 の レ

ベルが揃 い、ス ムーズ に授 業が進 む とい うこ とだ。

「ア、先生 が こっち を向いて私 の名 を呼 んだ。 『ハイ、通信 速度 とデー タ伝送速

度 との違い が よ く判 りませ んの で、お願 い します』 … 急 に指名 されたので ち

ょっ とびっ くりしたなあ。な に しろ、マ ルチ メデ ィアだか ら普通 の授 業 とか わ ら

ないや」

■ おわりに

情 報 ・通信 技術 の進歩 は 目 ま ぐる しい ほ ど急速 で、止 まる とこ ろを知 らない 。

SF2010年 の世界 は、パ ソコンがほ とん ど普 及 していなかった15年 前 に逆算(8
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0年=昭 和54年)し てみて も、お そ ら くこの程度 の変化 では収 まるべ くもない。

時代 の変化 は もっと急激 だか ら、現在 の技術 に頼 った情 報化社 会は たちまち陳腐

化 して しまう。新 しい技術 がで るたびに、ウロウロす るこ とになる。生 き物 であ

る地域 の進行 を図る には、本 文で述べ た ように、 ターゲ ッ トをどこにお き、それ

に対 し、いか に魅力 あ る地域 を構 築 して行 くかの ビジ ョンが、 なに よ りも必要 な

こ とを重 ねて強調 した い。 しっか りした ビジ ョンに基づ いたハ イパ ー情 報 ネ ッ ト

ワークシス テムは、多 少 の技 術変動 に も十分耐 え られ る とと もに、 ビジ ョンその

ものに基づいて 、新 しい技術 導入の可否 を適確 に判 断 し、必 要 に応 じて積 極的 な

取組 をす ることがで き よう。

なお、 ここで は巨大 都市東 京 を、 もっぱ ら地域 の対 抗物 と して描 いて きた。 し

か し、東 京 と錐 も地域 の一 つであ るこ とには変 わ りは ない。現 にそ の内部 を見 る

と、地域 と して の優位 制 は足元 か ら崩 れて きてい る。都心 の ビル ジ ャ ングル は、

夜 間 は ゴー ス トタ ウ ンと化 す るの はす でに周 知 の とこ ろであ る。密 林 と同 じく、

人 の匂 いの しない街 を地域 と呼べ ようか。 しか し、 日中は紛 れ もな く…つの地域

の顔 を現 す。 また、た とえば文京のあ る商店街 は、 地上 げで至 る とこ ろ歯抜 けの

ままであ る。同 じ状況 は東京 の どこで も見 るこ とがで きる。政策 に よって は同 じ

こ とが何度 も起 きるだ ろ う。 こう した地域 としての危 機的状 況 に対 して、各特別

区 で魅力創造 活動 が活 発化 してい る。 こ うしてみ る と、地域創 造論 は実はあ らゆ

る都道府県 ・市 町村 ・町内 レベルのすべ ての地域 に共通 に当て嵌 まる課題 だ とい

える。 そ して、 その故 にこそ、今 、あ らゆる地域 で地域活性化 の ための情 報創造

が要求 されてい るのであ り、魅力 づ くりの一環 も しくは魅力 を支 え る もの と して、

情報 ネ ッ トワー ク を捉 える ことによ り、地域住民 の幸せ に繋が れば、報告者 と し

て これ にまさる喜 びはない。

2.私 の プランと夢/そ の2

1)総 括編

1994年2月 末現在58才 の私 は2年 前の1992年 に32年 間勤務 した大
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手企業 を希望 退職 して以 来、 自分 の趣 味 を仕事 とす る とと もに"生 涯青 春"を キ

ーワー ドと して、約20の ジ ョブ に取 り組 んでいる。 子供達 はす でに独 立 し、5

5才 の妻 との2人 暮 ら しの家庭 であ る。又、 自宅兼本 社 である伊豆 の地 を リゾー

トオ フィス兼 ホームオ フィス と し、都 心 や都心 に近い郊外 の地 をサテ ライ トオ フ

ィス と して いる。 これ に よ り仕 事の場 は、関東 地域か ら中部地域の範囲 に分 散 し

ていて も対応で きる ようになった。

仕 事の内容 は、大学で の講義,執 筆,講 演,経 営 コンサル タン ト,教 育 シス テ

ム機器の プ ログ ラ ミング,情 報創造理論 の研 究及 び情 報創 造支援 ツールの商 品開

発,リ エ ンジニ ア リング手法の マニュア ル作成 と研修,謡 曲教室,人 材 交流サ ー

ビス,教 育機材 の販売,健 康 ビジネスの経営 お よび数社の顧 問業務,翻 訳,セ ミ

ナー開催 な ど非常 に多 岐 にわた ってい るが、多 くの方の 協力 を得 て順 調 に始動 し

つつ ある。妻 も又 自分の生 きがい を幼児教 育 とゴル フに見 出 している。

35年 間住 みつ いてい る伊豆 の地は富士 山,箱 根 連 山,天 城lll,達 磨 川,遠 く

に南 アル プスの 峰 を展 望 で き、駿河 湾 と相模湾 に囲 まれた気候 温 暖 な温 泉 地で、

非常 に快適 な場所 で ある。 早朝の ジ ョギ ングの際 には小 高い丘 か ら時折 々の伊豆

の山 々の風情 を楽 しみなが ら、波寄せ る海岸や様 々の鳥が飛 び交 う狩 野川の清流

の ほ とりを、気 ままに走 るこ とに よ り、心 身 ともに リフ レッシュで きる。 この よ

うな 自然 環境 に恵 まれた伊 豆 の人 達は細 や かな情 を持 ち、地域単位 での ボ ランテ

ィア活動 や リフ レー シ ョン活動 が盛 んで あ り、私 も出来 るか ぎ りこれ らの行事 に

参加 す るように してい る。行政 とのかか わ り合 い は順番 で回 って くる隣組 の組 長

等 に指名 された時 だけで、積 極的 に政治,行 政に参 画 してい るとはいえない。

数多 くの仕事 を してい る関係 で、友人 の数 も多 く、年齢 の巾 も10代 か ら90

代 の範 囲 ときわめて広 い。10代 の友人 とは大学 におけ る私の授業 を受 講す る多

くの生徒 達で あ りこれ らの一人一人の主体 的 な人 間性 が向.ヒす る よう、共感統合

方式 の参画授業 を行 うとともに、情報 ラベ ルに より双方向交流 を行 ってい る。

具体 的 には個 人別 に 自ら立案 した人生 目標 に関す る問題情報 な ど複 数の ラベ ル

に記入 して もらった もの を、私 と生徒 で構造 図化 してい く過程 で、心理学 や哲 学

や最新 の経営 情報 な どに関す る文献 か ら検索 した重要 なキー ワー ドと照合 し、問

題解決 をはか った り、 よ り価値 のあ る人生 目標 とチ ャレンジす るよ う指 導 した り、

時間創造 に関す るア ドバ イス を した りしてい る。
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又 、90代 の友 人 とは趣 味の一つ である謡 曲 を通 じての友人 であ る。 高齢者 の

生 きが い と健康 を考 える と謡 曲は最適 な手段 ともな り得 る。す な わち歴 史や人生

道の奥深 い内容 を記述 した謡 曲は接す れば接する程 参考 となるこ とが多 い。

1曲30分 ～1時 間 もの長時 間,腹 の底 か ら大声 を出 し、 シテ,ワ キ,ワ キ ツ

レ,ツ レな どの役 を分担 し合 いなが ら各 人の個 性 を発揮 した り、仕舞 を舞 った り

す るこ とで協 調性 も深 ま り、健康面 にもプラス になる。 平均年 齢70才 の我 々謡

曲 メンバ ーは…般 の 同年代 の人達 と比較 す ると芸術的 な情 緒性 も高 く、若 々 しい。

私 の個人 的な趣味 は今 まで記 して きたジ ョギング、謡 曲,情 報創造,各 種 の仕 事

の他 に声 楽,作 詩,創 作 ダンス,ク ロス カン トリーな どであ るが、最 近では3才

になる孫 との"遊 び"が 非常 に面 白い。近 くに住 んでい る長 女 には3才 と6ヶ 月

の2人 の娘 がお り、 ほ とん ど毎 日我が家へ遊びや勉強 道具 を持 参 して日1掛けて来

る。 幼 い子 の成 長 は早 く、 注意 している と大 人で は創造 の で きない発想 をす る。

この3才 の孫 との"遊 び"の 中でPCの キ ーボー ドをさわ らせ た り、作 詩作 曲を

させ た り、部屋 中の壁 に絵 や ラベ ル図形 を展示 した り、 カ ラー粘土細]二で様 々の

造 形 を させ た り、面 白おか しい仮装 を考 え させて 、演技 や らダンスや ら運動 とか

をさせ る。 この ような過程 で発想 した ことが らを記録 してお き、 さ らに次のス テ

ップへ飛躍 するために活用 した りする。

私 の 日本 の政治 とのつなが りは直接 的に はほ とん どな いが、血縁,地 縁 などの

関係 で選挙 が近づ くと否応 な く応 援活動 しなけれ ばな らない時が ある。私 の真意

と しては、真 に国家 のため 、人類 のため身 を賭 して働 く若 い政治家 を育成 す るこ

とを心掛 けたい と思 ってい る。現在 の政治家 に必 要な ものは精神 的,文 化 的側面

でグ ローバ ル な観点 ばか りでな く、特 に高齢者等 、弱者 の立場 に立 った見識 ある

価値 観 を もつべ きだ と思 う。 この ような点 で政治家 に とって必要 な 「人 間の魂 レ

ベル における倫 理観」 に関す る文献 情報 をデー タベ ース化 し、政 治家各人 が持 つ

個人 の価値観 と共感統合 す る情 報創造 システムを構 築 したい と考 えてい る。

次 に世界 の動 きや情勢 との 関わ りについ ては、現在 国際 学会や 国際 シンポジ ウ

ムでの研 究発 表 を通 じて、世界 の ドキュメンテー シ ョン,情 報学,情 報管理,知

識創 造,経 営戦 略,創 造教 育論 な どに関す る研 究者達 との交 流 を深 め るこ とを進

めてい る。 この中で世界 の最新の研 究動 向やその 内容 を よ り把握す るように した

い。 又次女が 、国際線の航 空関係 の仕事 を してい る関係 で、世界 中 を飛 び 回って
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お り、海外 での若 い世代 の人脈 が多 いこ とか ら、何 とか この人脈 を利川 した事業

展 開が出来 ないか を考 えてい る。具体 的には商 品開発 中の東洋思想 を:重視 した教

育 ソフ トの海外 普及 である。 さ らに現在 国際情報研 究会 に所属 し、国際情報ハ イ

ウェイ と情報 ネ ッ トワー クの構 築 とか、国際的 な情 報 コラボ レー シ ョン戦略 につ

いて研究 を進 めてお り、 トライアル的 に…部実施 している。

世界の顧客 のニーズ に呼 応す るソ リュー シ ョンの提 供 を行 える国際的 な情報 ネ

ッ トワーク を通 じた プロセス を研 究 し、実用化 す るこ とは今後 、益 々の必 要 とな

って くるのではないか と考え る。

以上記述 して きた現時点で の私 の生活 パ ター ンを支援 す る情 報 シス テムは大 学

では教 育LAN,研 究で は編集機 能内蔵 のWS,オ フィスで は各種OA機 器 と通

信機器,経 営で はCIM,家 庭で はWPとPCな どであ る。

2001年 、私 が65才,妻 が62才 の世間一・一般 では引退期 に当た る。 しか し

生涯青春 のキー ワー ドを目標 に してい る我が家で は、夫婦共未だ発展 途 ヒである。

情 報通信 について はネ ッ トワー クの デジ タル化 が ピー クに達 し、高 速 ・広帯域

ネッ トワークへの発展 お よび インテ リジ ェン トネ ッ トワー ク化 の発展 が見 られ る

よ うに な る。従 って ビジ ネス中心 の光 フ ァイバ ーが全 国の家庭 に浸 透 し始 め る。

これ らのシス テムを率 先 して使用す るこ とに よ り、私 の仕事 の展 開や家庭 生活 も

一段 と様 変わ りす る。仕 事の場 も日本 全 国か ら世界 の主要都 市にまで拡大 され た。

国内外 の移動 の 中で、 インテ リジ ェン トハ イパー ネ ッ トワーク利 用 に よる意思決

定 を行 ってお り、 時間軸 を中心 に した価 値 あ る業務 の優 先順位が リアル タイムに

行 える ように なった。 これに よ り、少数精鋭 の人員 で世界規模の仕事 が展 開 して

いる。 具体 的 には代 行応答,情 報蓄積,検 索 支援,ス ケ ジュール管理 を行 う電子

秘書 が業務 の進捗 を支援 して くれ る。業務 の範 囲 も各分野 の人材 をグル ー プにネ

ッ トワー ク化 した こ とに よ り、約100の 種 類 に もなってい る。我が グルー プは

それぞ れの専 門家が趣味 と しているこ とを事業化 しなが ら、 インテ リジェ ン トネ

ッ トワークを構 築 して きたため に業務 の種類 も累積 的に増 加 した。 これ らの経営

戦略手法 は私 の開発 した 「増殖循 環型共感統合 発想 シス テム」 を活用 した もので

あ る。

「共感統合発想」 とは異 質な情 報 ・人 ・物 を目的に応 じて臨機応変 に統合 させ る
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ことに よ り、並列 的分散思 考 と集約統合的思考 を効率的 に組み合 わせ て展 開す る

情 報創造 手法 であ り、 「増殖循 環型共感統合発想 シス テム」 は、 「共感統合発想 方

法」 をさらに進化 させ た もので、 データフ ァイル活用 に よ り現実情報 、類似 情報、

異 質情 報 を順次統合化 してい く過程で 「知恵」 を増殖 してい く循環型 ルー プを描

く。これ によ り他 の追随 を許 さぬ飛躍 したアイデ アを生 み出す こ とがで きる。1

00種 類 の業務 の うちの メイ ン事業 は 「ハ イパ ー ・ソ リュー シ ョン事業」 であ り、

内容 と して 「情報創 造支援 コン ピュータ」 の販売 ・サ ー ビス、個人 向け教 育 キッ

トの販売 ・サ ー ビス事業、企 業な らびに個人向 け研修 ・コンサル タン ト事 業 に区

分 される。 これ らの事業の研修 のため に、伊豆高原 に温泉付 きの城 ヶ崎 海岸 の激

しい波 しぶ きを…望 で きる研修所 を設立 した。 この研修 の場 を通 じてユ ーザーの

確保 と代理 店、 セールスマ ン、サー ビスマ ン、 コ ンサル タ ン トの育成が計 画的 に

行 われている。企業 グルー プ全体 の売上 は約100億 円 であ り10%以1.1の 利益

確保 がで きて いる。 大学の授 業 も教師、生徒、地域 の双方 向 コミュニ ケーシ ョン

をベ ースに したマル チ メデ ィアネ ッ トワー クに よる地域 密着 参画授 業が軌 道 にの

るようにな った。

経営 コンサル タン トのツ ール と して開発 ・進化 させ て きた リエ ンジニ ア リング

手法 は、 グローバル な視 点で改 良 して きた結果、 よ り充実化 された。す なわ ちあ

らゆる企業 の国内外 の生産 管理 か ら物流 、販 売、財務 、会計 、経営支援 まで、共

通 データベ ース を介 して相 互 関連 づけなが ら リエ ンジニ ア リングす る手法 であ り、

各 国の文化 に合 わせ た国際的な即時データ処理 を可能 に してい る。

オ フィスや 家庭 で は視覚情 報 として映像 通信 を常時活 用 してい る。例 えば、立

体 映像会議 や立体 映像伝 達 に より臨場感 の高度 化 はかれ る ようになった。 これ に

よ り、各事業拠 点間 の情報 コ ラボ レーシ ョンもよ り効 果的 に行 われ る。家庭 で も

秘 境や極地 の立体 映像 を見 れ る ようにな ったため 、社交 の場所 と して家庭 が位 置

づけ られ ている。 この家庭 用映像 システムは時 に電子美 術館 や電子図書館 、 ファ

ッシ ョン情報 な どが選択 で きるため、定期 的に地域 の人 たち を集め ての美術 や文

化 な どの教 養教室 と もなる。又我 が家 では映像 シ ョッピング、遠隔看視 、医療 検

診 な どの映像通信 を必要 に応 じて使用 してい る。

趣味 と して の謡 曲 も全国 的 な会員組織化 が完成 した。 この会員 組織 で は単 に謡

曲 を楽 しむ だ けでな く、高 齢者 向 けにや さ し く解説 したス トー リー や能 の舞 台、
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節譜解説 、古語の意 味、 ス トー リーに関連 した名所 旧跡 な どを電子 映像 で勉強す

るこ とが できる。

伊 豆高原の研 修所 の一一'角には小 規模 なが ら能 楽堂がつ くられ、定期発表や 能舞

台の鑑賞が で きる よ うにな り、観光客 を対象 に した 「温泉 と能鑑賞 ツアー」事 業

も実施 され、好 評 を博 してい る。 又謡 曲の音節 を自動 プ ログラ ミングす るソ フ ト

も完成 され、 日本 以外 に も世界 的 に有名 な歴 史物語 を謡 曲 として作 詩,作 曲 した

上、尺八,琴,ギ ターな どの能 とは全 く異質 な分野 の奏者 と共演 す る試 み も成功

し、新 たな ジャンルの芸 術 を完成 させた。 この新謡 曲 は立体映像 と して海外 に も

紹介 され、注 目をあ びつつあ る。

孫 も合計 で4人 とな り、一'番上が10才,… 番下が3才 であ る。孫相 手の"遊

び"も 以前 と して続 い てい るが 、最近で はそ の ノ ウハ ウ もデー タベ ース化 され 、

幼児 の主体性 と創造性 を伸 ばす ための遊 具 も工夫 を凝 ら した もの となって きた。

例 えば大 きな紙 に思 いつ くままの絵 をかかせ る と、ただ ちに"お 遊びCAD"に

よ り立体画 像化 され ると同時 に、動画 と して映像化 され る とか、立体 画像 デー タ

を"モ デ リングCAM"に イ ンプ ッ トす る と幼児 の イメージ通 りの木製 の造形 が

つ くられ る。3才 の孫 は この遊 具 に夢 中で、奇 抜 な抽象 的造形 を創作 して い る。

"遊 び"に 関す るデ ータベ ースや幼児用"お 遊 びCAD/モ デ リングCAM"な ど

は妻の幼児教 育事 業 に も活 か されている。 一番 上 の10才 の孫 も、3才 か らの創

造教育 の影響 によ り、最 近で はVRを 使 っての シ ミュ レー シ ョンゲーム とかエデ

ィテ ィング ・マ シ ンを使 ってハ イ ビジ ョン劇画 の編 集 に夢 中であ る。 シ ミュ レー

シ ョンゲームで は、宇宙旅行 の ア ドベ ンチ ャー映像 をつ くった り、エデ ィテ ィン

グ ・マシ ンによ りデ ジタル加 工 され た映像 ソ フ トに自分 の撮 影 した映像 をデ ジタ

ル加 工 した上 、組合 せ る。 さらにこれにデー タベー ス化 され たサ ウ ン ドを加 えて

ユニー クな劇 画 をつ くった りす る。2001年 の私 の ライフスタイルは完全 にマ

ルチ ・ハ ビテー シ ョンス タイルである。 ウィークデー は都心部 の コンピュー タ制

.御 の オー トメー シ ョン化 され たサテ ライ トオ フィス兼用の家 に住 み、 ウィー クエ

ン ドは好 きな時 に温泉 に入 れる伊 豆の家 に住 む。 また海外 の複 数の リゾー ト地 に、

長期休 暇時使 用可 能な リゾー トピアの オーナー契約 を結 び、家族 と時折利 用 して

い る。都 心部の オー トメーシ ョンハ ウスでは インテ リジ ェン トネ ッ トワー クの機

能 をもつマル チ メデ ィアの利 用 に より、 サテ ライ トオ フィス としての業務 の質 が
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一・層 向上 して きた。

サ テ ライ トオ フ ィス の主 要業務 は、 ビジネス ・イ ンテ リジ ェ ン ト&パ ー ソナ

ル ・インテ リジェ ン トサー ビス事業 や、 リエ ンジニア リング コンサル ダン ト事業 、

それ にパ ワー ロジイ コンサ ル タン ト事 業であ る。パ ワー ロジイ とは人 間力 向 ヒの

ための プロセス を体系化 した ものであ る。具体 的 には、10側 面(精 神 面、健康

面 、教養面 、経 済面 、社会生活面、家庭 生活 面、 国際面、情報 面、 ヒューマ ンス

キ ル面、 環境 面)に つ いて 自己の問題 点 を分析 す る。 そ して潜在 能力 を発見 し、

活 用 す るこ とで、10側 面 の全 てに ついて質 の高 い行動 目標 をた て、実施 す る。

またサ テ ライ トオ ィスは約100種 類 のネ ッ トワーク事 業経営者(中 には学生 や

主婦 の経営者 もいる。)へ の経営支援 と世代 や事業規模 、事業 内容 を越 えた問題点

の共有化 とコラボ レーシ ョンが行 われ、各事業経 営者 の活性化 や知 恵 の創造 につ

なが っている。都心 のサテ ライ トオ フィスは都 心 での職住 近接 を目指 した もので

あ り、"住"部 分 はホテル化 した生活空 間を形成す る。す なわ ら、ホ テル同様 の掃

除、洗濯、食事 、ベ ッ ドメー キングな どのルームサ ー ビス とか育児 サ ービスが受

け られる。

又 この ような都心 サ テ ライ トオ フィスが全 国に広 が る よう、地域 の行政 に も働

きかけ る。友人 た ち との交友 関係 や趣味 について は従来 と同様 であ る。但 し趣味

の謡 曲は一芸30年 の域 を出て、セ ミプロの レベル までにな って きた し新作謡 曲

の チ ャリティ発 表会の機会 も増 え、戦禍 と飢餓 に依然 と して苦 しむ人 々や、災害

援助 に多少 とも役立 て られる ようになった。

日本 の政治 との関わ りにつ いては直接的 には関与 しないが、政治 家育成 プログ

ラムづ く りを進 め てい る。 例 えば模 範 とす べ き歴 史 上 の人物 の倫 理観 とか行動 、

成 功 または失敗 した国政の ケースス タデ ィに関す る文献情 報 な どをも とに、デー

タベ ース化 は完成 し、CDロ ム プログラム も編集 済み であ る。 このCDロ ム プロ

グラム の活用 に よる政治家育成研修 も具体化 した。 しか し2001年 にお ける政

治 に関係す る倫 理的 問題点 は依然 と して未解決 であ る。 この原因 の1つ は政 治家

個 人の問題 や制度的 な問題以前 に、政治家 を選ぶ 国民一'人…一人の側 に も問題 があ

る。国民一人 一人が 自分 だ けではな く他 の人の 立場 に もな り、如何 に生 きるか考

えるべ きであ る。 この ような人 間の内的な倫 理面の課 題 は未解 決で あ る。我 が社

ではこの点 に も大 い に関心 を持 ち、「情報禅」な るCDソ フ トを完成 させ た。 この
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「情 報禅」 は哲 学、宗教 、歴 史、科学、文学 な どの分野 か ら収 集 した人生訓 を重 要

な キー ワー ドと してデー タベー ス化 し、ハ イパ ー ヒューマ ンネ ッ トワー クを通 じ

提供す る ようにす る。 このキー ワー ドの意味 内容 を参照 とす ることで、 自分 の価

値観 を決 め られ る。 さらにCRT画 面 上 の質 問項 目に答 えてい くと、各人 の生 涯

を通 じて取 り組 むべ き精神 的課題 すな わち神 道修行 時 の課題 であ る 「公 案」 が 自

動的 に記 述 され て表示 され る。例 えば 「一一切 に打 ち勝 ち、一切 を知 る者 となる。」

とい うキー ワー ドに共感 し、 自 らの価 値観 と して決め る と、CRT画 面Lの 質問

項 目に よ り、身 をつつ しむ欲制 生活の レベ ルな どが 自動 的 に評価 され、生涯 を通

じて思考すべ き 「公案」課題 が事例 と してアウ トプ ッ トされる。 「公案」課題例 と

しては、 「自分 の指一本 に世界 の大海 を集め るこ と」 な どの課題 がアウ トプ ッ トさ

れ る。 この課題 に関 し、 日々考 え、行動 してい く中で 回答 を見 出 し端末機 にイ ン

プッ トす るこ とに よ り、ハ イパ ー ヒューマ ンネ ッ トワークを介 して、人生道 にお

ける師 ともいえる方が たか らの ア ドバ イスが適 時に複 数,回 答 され る。情報禅 は

あ くまで もこの シス テム を利 用す る本 人の意思 で人生 の課題 をつ くり、示 され る

複数 の回答 をヒン トに 自らの価 値観 で行動 目標 を決め てい くものであ る。 この行

動 目標 の達成 に向 けてチ ャ レンジす る過程 で洞 察力 も養われ てい く。 この シス テ

ムでは信 頼すべ き方がた との対 話 は全 てCRT画 面 を通 じて行 われるため、強制

とか感 情の入 り込 み とか が無 い。又情報 通信 の プロセス は公 開 されない ため、個

人の守秘事項 は順守 される。

2010年 、私 が74年 、妻が71才 の世 間一般 の高齢者 に当た る。 しか しイ

ス ラエ ルの民 をエ ジプ トの地 か ら救い出 したモーゼの活動 年齢 は80才 か ら12

0才 の時 であ り、私 に生 涯の使命 が与 え られ るの は未 だ先の事 か も しれ ない。 そ

れまでは今 までの私 及び家族 自身のたてた行動 目標 に従 って人生 を歩 むほかない。

しか し我 が家同様 の高 齢化世代 が 日本 の中で は急速 に増加 し、生産 年齢が激 減

してい る。す なわち厚 生省 の調査 に よる と、65才 以上 の人々は1985年 に1

247万 人 であったが、2000年 には2130万 人 にな った。 さ らに2025

年に は3150万 人 に増加 す る。2010年 の この頃 におい て も高齢者社 会 に対

応 した高年齢 者ケ アな どの厚生施 設が急速 に整備 され るよ うにな って きた。我 が

家 に も地域 の福祉 セ ンター と直結 した情報 シス テムが設置 されたが、当分無用 の
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長物であ る。

今 までに事 業 とか大学教 育 を通 じて我 が分身 を育 てて きた 甲斐 があ って、全 て

の事業 は分 身社長が行 ってい る。私 は もっぱ ら伊 豆の地 で、気 ま まに執筆活動 を

行 って きた。大学の方 も4年 前 に定年 のため、退職 とな った。 しか し最近 にな っ

て、伊豆 の研修 所の 隣地 に海外か らの希望 者 を含 めた2年 制の 「生 き生 き塾」 を

開放 した。 この塾で は早朝 時 に、 日常 の生活 の場 を離 れ、一ー一切の現代 における文

明の利 器 を使 わず氾濫す る情 報 を絶 ち切 り、ただ ひたす らに 自己 を内観 す る。 た

だ し内観 後 は、禅 道場 とは違 って、 リーダー として必須 な創造 力 とチ ャ レンジマ

イ ン ドを育 てるための情報 コラボ レー シ ョンが行 われ る。研修 に疲 れた ら ワイル

ド ・スポー ツで汗 を流 せ る し、露 天風 呂で青い海 を見 下 ろす こと もで きる。 これ

らの 「生 き生 き塾」の塾生の諸費用 は全額,今 までの事 業収益 を当 てている。

塾生 は 自然 の環境 の中で 自 ら食事 をつ くり自ら活動 ルール をつ くりなが ら内観

と研 修 を行 う。 内観 とは 自分 の現在 まで生 きて きたプロセス を年 を追 って振 り返

り自分 を育 てて くれ た人 々 をすべ て思 い出 し、今 現在 その人 々に対 し自分 が どの

ように対 応 してい るか を考 え、記述 してい く。 その上で しば しすべ ての思 い を止

め、静か な心境 に浸 る。 この ような時間 を繰 り返 して過 ごす うちに、突如 自分 が

これ か ら何 を目標 に して生 きるべ きか を知 る。 も し自ら起 業 家 とな りた けれ ば、

わが社の ネ ッ トワーク ビジネス に経営者 と して参画 もで きる。「生 き生 き塾」 で は

政治 、経 済、芸術 、教 育な どあ らゆ る分 野の真 の リー ダー を育 成す る こ とをね ら

い としてい る。従 って塾生の選考過程 で は、各 希望者 の チ ャレンジマ ン ドを診 断

シス テムで評価 す る ようになる。又事業 後の個 人別指 導 はハ イパ ー ・ヒューマイ

ン ・ネ ッ トワークを利用 し実施す る。 なお 「生 き生 き塾 」で の指導 キー ワー ドは

「宇 宙観」 であ り、全 ての民族 、言語、宗教、政党 などを超越 して宇宙 の中の 自分 、

宇 宙の 中の人類 を知 るこ とを義務づ けてい る。私 にとっての家族 は今 や、妻以外

には この塾生 た ちであ る。 この家族 たちはお互 い に自分 だけの利益 を求め るこ と

な く、必然 的 に 「小 欲知 道」(小 さい欲 で足 る ことを知 る)の 気持 ちで人 のた め、

社会 のため に貢献 す るこ とを願 うようになる。 この ような願 い をもつ我 が家族 の

メ ンバ ーは 、世界 の動 きや情 勢,日 本 の政 治問題 に強い 関心 を示 す よ うにな る。

あ る者 は国連 の 一員 と して世界平和 に貢献す る し、あ る者 は地球環 境問題 の解決

のため に科学 者 として砂 漠の緑地化 や絶 滅 しつつあ る動 植物 の保護 な どに力 を注
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ぐ。

私 自身趣 味の… つであ る能芸術 を通 じ、世界各 地 との文化交流 とチ ャリテ ィ活

動 を続 けている。2010年 にお ける世界 の文化 交流 とは創 造的文化融 合 を意味

す る。 それぞれの国の伝統文化 や近代文化 を意 図的 に融合 し合 うこ とで全 く新 し

い文化 を創造 す る。例 えば、 オペ ラ と能の融合 に よ り、オペ ラの演 技 を背 に謡 曲

の 強吟の 地謡 で、 聞 く人 の心 の琴 線 を揺 るがす よ うな合拍 子 の曲 を合 唱 した り、

オペ ラの華やか な舞 と深遠で静 かな仕舞 とが共演 した りす る。 この ような創 造的

文化 交流 には、果 て し無 き可 能性 を追究す る とい う無 限の喜 びがあ る。 もちろん

文化 交流演 出のシ ミュ レーシ ョンツール と してサ ウ ン ド装 置つ きのVRシ ステム

が利用 される。

私 の執筆活動 の一 つは経営 、情報創造 、認知科学 な どに関す る研 究論文 であ る。

研究体 制 につい て も最 近で は国 際的な共 同研 究の比率 が増 えて きた。例 えば欧米

の研 究者等 との協 同研 究の際 には、ハ イパ ーネ ッ トワークに よるグ リー ンスペ ー

スやハ イパ ーテキス ト ・コミュニケ ーシ ョンシス テム を利用 した りす る。

グ リー ンスペ ース とは、バ ーチ ャル グ リー ンが創 出す る全 く新 しい環境で あ り、

私の 目指 すグ リー ンスペ ースは教育 とビジネスへ の応用分野 であ る。バ ーチ ャル

グ リー ンは広 域体 コミュニケー シ ョンネ ッ トワー ク と仮想 イ ンター ・フェース及

び コンピュー タを統合 した もの を媒体 と して、電子的 に創造 され た感 覚的 メデ ィ

アに浸 りなが ら、相 手 との相互 コ ミュニ ケーシ ョン を行 うシス テムであ り、研究

者 同士がお互 いに共通の情報 を3次 元的 に見 た り、 聞いた り、触 れた りす るこ と

がで きる。経営 に関す る商 品開発戦略手法 の研 究事例 な どで は、対 象 とす る企業

や商 品アイテム を立体的 に視 覚化 し、 その構 造 とか使 用状況 な どと映 した映像 の

中 に、 自分 自身が入 り込 んで い って感 覚的 に体 験 しなが ら、 協同研 究 を進 め る。

即 ち相互 に共有 の3次 元 モデル を見 なが ら3次 元の音 を聞 き、そ して触 れ るこ と

がで きるため、 お互 いに同時 にその場 所 での存在 感 を知覚 し、高度 な創 造的 コミ

ュニケーシ ョンをす ることが で きる。 しか も私 の協 同研 究の相手 の研 究者 は、帰

納 的思考 をす るのに対 し、私 の方 は時 に演繹 的思考 をす るため、全 く異質 な知恵

の相乗効果 に より、思 わぬ論理展 開が行 われ る。

ハ イパ ーテキス ト ・コ ミュニ ケーシ ョンシステム もまた、グ リー ンスペース と

同様 な効果 をもた らす。 この システム はビデオ通信 をベ ース とした遠隔 リアル タ
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イム型の グルー プウエ アであ り、 コ ンピュータツール、 印刷 物 、手書 き、手 の動

作 な どの メデ ィアを同時 に駆使 しなが ら、デス ク トップ ワー クステー シ ョン上 の

仮想協 同作 業空 間に浸 りつつ コ ミュニケー シ ョンを展 開す る。協 同研 究の際 に使

用す る発想 ツール は 「共時発想法」であ る。 「共時発想法」 とはグ リー ンスペース、

ハ イパー テキス ト ・コ ミュニ ケーシ ョンのハイパ ーネ ッ トワーク を媒 介 として行

う発想 方法 であ り、現実 の事 実で ある実像 と協 同作業空 間 に存在 す る虚像 の両者

を、心理学者 ユ ングの共時性 の原理 を用 いて結 合す る。 共時性 の原 理 とは 「因果

律 に よって は解 明で きないが、意味のあ る現象が同時 に生 じる。」 とい う原 理であ

り、 実像 と虚像 とを全体的 な 「相 」 として結合 させ て見 せ るこ とに よ り、 …面化

しが ちな意識 を拡散的,演 繹的思考 に飛躍 させ るこ とがで きる。

簡単 に言 うな らば、実際 の事 実 と夢 の世界 を思 いの まま にグ リーンスペース の

環境 の中 に立体 映像 と して映 し出す と同 時にその映像 の 中 に自分 自身 も入 り込 ん

で体験 し、発想 した こ とを ラベル に記述 してい く手法 で あ り、 この ように し記述

された発想 ラベ ル をハ イパ ーテキス ト ・コ ミュニケー シ ョンをツール と して協同

研 究者 がア ウ トプ ッ トす る。 これ らの アウ トプ ッ トされ た複 数の発想 ラベル をこ

の シス テムのCRT画 面 上で構造 図化 してい く過程 で、発想 内容が より整 理 され

具体 的 な もの になってい く。我が社 におい てはこの発 想 ツール を駆使 して、世界

の人々に貢献 す る新 商品や新 戦略,新 理論 などの構 築 を次 か ら次へ と進 めている。

孫 も一番上 は成 人式 を迎 える し、一番 下 も間 もな く中学 に入 学す る年齢 とな っ

た。4人 の孫 ともそれぞれ に自分 の夢 をもちなが ら毎 日を頑張 ってお り、近い将

来 、次の時代 をにな う人 々の一員 になれ る よう願 ってい る。次 の時代 をにな う人

とは我 が 「生 き生 き塾」 の指導理念 で もあ る 「宇宙観 」 を もつ人であ る。201

0年 現在 、科学 が進歩 して宇宙旅行 が可 能 とな った今 日、依然 と してオゾ ン層 の

破壊,酸 性 雨現 象,有 害科学 物資及 び有 害廃棄 物の増 加,海 洋 汚染,熱 帯林 の減

少,砂 漠 化 な どの地球環境 問題が世界的 に悪化 の一一途 をた どってお り、生態 系の

破 壊,人 類 滅亡 の恐 れ さえあ る。 この よ うな現 状及 び将来 の問 題点 をバ ー チ ャ

ル ・リア リテ ィを用 い なが らシ ミュ レー シ ョンを行い 、全人類 の知恵 で解決 しな

け ればな らない。例 えば、発展 途上の段階 にあ る国々 が、化 石燃料 の大量消費 に

よる二 酸化炭 素の排 出 を続 けるな らば、温室効果 ガス濃度 は2025年 に1.5

倍 に達す る速度 で増加す る と仮定 し、シ ミュ レーシ ョン映像 で世界各 国の 平均温
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度 の上昇 とそ れに ともなう海面 高 さの上昇 に よ り陸地が どの ように失われ てい く

か、 また人類 や生 物 に与 える生 々 しい被 害状況 は どうなるかな どを リアル タイム

に見れ る ようにす る。地球 の平均 温度 が21世 紀 末 に3℃ ヒ拝す る こ とを仮定す

るな ら、海面高 さは約65cm上 昇 し、その被 害状 況 は想像 を絶す る もの となる。

宇宙 か ら学 ぶ こ とは実 に多 い。例 え ば宇宙 の誕生前 の現象 を物 理学的 に見 ると、

時 間や空 間が ゆ らい だ量子 状態であ り、極 限の最小 ブランク長 さである10'4cmの

超 ミクロの ワームホールが瞬 間的 に生 まれて は消 える、泡 の様 な宇 宙の誕生で あ

る。 この ワームホ ールは、無 数 に生 まれ 自由 自在 に移動 して、 自分 の宇宙 の別 の

時空やあ るいは別の宇宙 の時空 とつ なが る。 この様 な宇宙誕生過程 をVRの 映像

に浸 って見 てい る と、人間の発想 の思 考 も時 間軸や空 間の値 が不 安定 でゆ らいで

い る状態 の中か ら、瞬時 に泡の様 に生 まれては消 えてい くことに気 がつ く。 さ ら

に誕生 したばか りの思考 もまた、立体 映像 の解説 に よ り自分 自身 の 世界 のみ なな

らず 自分 以外 の 人か ら流入 され て くる思 考 と自由 自在 につ なが る こ とも分 か る。

さらに宇宙 は、10次 元 の平 らな大 きな時空の 中に誕生 したが、す ぐに10次 元

の 中の6つ の次元 は素粒子 よ り小 さい超 ミクロサ イズ に縮 んで しまい、空 間 と時

間 の4次 元 の世界 に閉 じこもって しまった。 この情況 も映像 で学ぶ。発想 を情況

の事実 と して認知 す る時 に も、 空間 と時 間軸 で表 される4次 元の世界 に収 まるこ

とが解説 され る。 又別の画面 を通 し、重カ レンズ現象 で も明 らかな ように、空 間

の曲が りは光 の曲が りと して調 べ るこ とがで きる ことを学ぶ。す なわ ち時空 は例

えて言 えば ゴムシー トの様 な もの で物体 が存在 す る時 に時空 は変化 し、 この変化

が逆 に物体 の運動 を決め る し、従 って物体 にはた ら く重力 は ゴム シー トの曲が り

に相当す るこ とを知 る。 さらにVR映 像 モ デル によ りタイムマ シンのない現在 の

時空が、 タイムマ シ ンので きた時 空 に移 る時 、時空 の トポ ロジー(図 形が持 って

い る本質 的な特徴)が 変化 し、 時差が ゆ らぐ状 況 が体験 で きる。 この ような体験

を通 して発想 した4次 元の時空 は、状況 の事 実が変化 す る と共 に変化 し、又4次

元 の時空の変化 と共 に状況 の事 実 が変化 す るこ とがモ デル図で示 される。 さらに

この変化 を引 き起 こす力が 生命 力 であ り、 この生命 力が 「生 き生 き塾」 で培わ れ

ることが解説 され、認識 される ようになる。

一般 には人間は加速運動 す る物 理現象 を見 てい るが、 との加速 運動 と重力 とは

関係 があ り、加速運動 す る世界 に人が乗 り移 れば重力 を作 りだす こ とも、消 す専
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もできる。

この様子 も又立体映像 で実感す る。 この実感 を通 し、発 想 を加速す る世界 に入

れば人間の生命力 を増加 させ充実感 を作 り出す こ とが 出来 るが、逆 に発想 を減 速

させ る世界 にい れば人間の生命力 を減少 させ充 実感 を失 うこ とを映像 の説 明で体

得す る。

これに より 「生 き生 き塾 」 は又情報創造 の場 に なってい るこ とが分か って くる。

た とえば特殊 相対 性理論 も又立体 映像 で身近に見 るよ うにす る。す なわち、慣 性

系 状態 にある無 重力状態 の ロケ ッ ト内で観測 され る。 あ らゆ る物理現象 が ロケ ッ

トの ス ピー ドとは無 関係 に な り、 ロケ ッ ト内の物体 は一様 に空 間内 に浮 き.ヒが る

様 子 を見 る。 この映像 を通 じ、発想活動 が加速運 動か ら発想 エ ネルギ ーを停止 し

て一定の速度 に固定化 され る と、外部及 び内部 の情 況が 変化 す る速度 を全 く感 じ

られ な くな り、次第 に革新 的 な発想 をす る気 力 が無 くな って しまう こ とを学 ぶ。

この気力 の無 くなる状況 も又、人 間の脳 の活動 のモデル映像 に よ り理解す るこ と

がで きる。以上 の ような宇 宙か ら学ぶ情報創造 に関す るVR映 像 モデルの活用 は

人類存続の ツール として用 い られる可能性 もあ る。

この ような 「宇宙観」 に よ り人類 の存続 にとって認 識 しなけ ればな らない問題

を課 題 と したバ ーチ ャル ・リア リテ ィ使 用 によるサ ウン ド付 き立体 映像 シ ミュ レ

ーシ ョンソフ トを、研 究 ・開発 し世界 に提供 してい く。 これ らのシ ミュ レーシ ョ

ンソ フ トは政治,経 済,文 化 な どの面で大 いに利用価 値 が高 まってい くもの と思

う。

「宇宙観」 に もとつ く民族 問題の解 決について も 「生 き生 き塾」 の研修 の場 で課

題 として取 り上 げ、ハ イパ ーネ ッ トワー ク情報 に よる コ ラボ レーシ ョンを実施 し

てきた結 果、その有効 性が実証 されつつある。

アーサーエム ・シュレンガー はTheDisunitingofAmerica"の 著書の 中で 「同一の

政治的 な独 立国家 の もとに生存 し、同一の地理的 な地 域 の中で居住 している異 な

った言語 を話 し、異 な った宗教 をもった異民族 に何 が起 きてい るのか?も し彼 ら

を共 に統合す る共有 の 目的が ないな らば、民族 戦争 が起 こって分裂 を引 き起 こす

であ ろう。今 や感情的 な結 果 と して生 じた イデ オロギー 闘争 が民族戦 争 まで進展

す ることは明 白であ る。」 と述 べている通 り、今 までの人類 の歴史 を見 て も明 らか

な ように人種 、文化 、言語 、貧富 の違 いか ら生 じる価 値 観 の違 いに よ り民族問 題
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が数多 く発生 して きている。我が 「生 き生 き塾」 において も欧米 、アジ ア、 ロシ

ア、 アフ リカ、 日本 の異民 族が共住世界 の中で 「宇宙観」 のキー ワー ドを共有 の

価値観 に しなが ら、ハ イパー ネ ッ トワー クを駆使 して情報 コラボ レーシ ョンを行

う。価値観共 有の前提 と して言語 の共 通化 が あ るが 、 この点 につ いては同時通訳

システムが完備 してお り何 ら問題 はない。マ イケル ・シュ レーグのマイ ン ドネ ッ

トワークの著書 に よると、「コラボ レーシ ョンとは"共 有 された創造"の プロセス

であ る。つ ま り相 補 う技能 を もつ二人 ない しそ れ以 上個々人 がそれ までは'誰一・人

と して もって もいず、 また1人 で は到達す る こ とので きなか ったであ ろう共有 さ

れた理解 をつ くり出す ため に、相互作用 を行 うこ とであ る。」 と定義 してい る。情

報 コラボ レーシ ョン とはハ イパ ーネ ッ トワー クシス テムな どの情報 システム を使

用 し、異質 な情報 をコン ピュー タ支援 に よ りコラボ レーシ ョンを してい く方法 で

ある。 「生 き生 き塾」 に参加 してい る異 なる民族 の人 たちでそれぞれ保有す る情 報

が異 質性 が高 ければ高い ほ ど、共有 され た理解 をつ くり出す ために よ り深 い相 互

作用が行 われ、飛 躍性 のある"共 有 された創 造"が 進 む。 また異 民族の異 質なチ

ームメンバ ー間の コンフ リク トをこの相互作 用 のプ ロセスの過程 で な くす こ とに

より、「宇宙観」 に対す る理解 が深 ま り、各 人の行動 姿勢 もより質の高い もの にな

って きてい る。 この結 果民族問題 の解 決 に関 す る具体 的な戦略が生 み出 され、 実

施 されることを期待 してい る。

以上1994年2月 末時点 を起点 と し、2001年 と2010年 のハ イパ ー ネ

ッ トワーク社会 に おける私 の生活 と勤務 シナ リオ を記述 して きた。 シナ リオの 内

容 につい ては私 の将来 の夢 と して考 えチ ャ レンジ して いる事 柄が折 り込 んで いる

が、ハ イパ ーネ ッ トワー クを駆使 して是 非実現 してい きたい と考 えてい る。 その

ためには情 報 シス テムの発展 の波 に乗 り遅 れぬ よう、努力 してい きたい。具体 的

には、まずEOS授 業の実施,各 種 ハ イパ ーネ ッ ト情 報の加工 に よる付 加価値 向

上,ハ イパー シ ミュ レー タの研 究の3つ につ きチ ャレンジす る。EOS授 業 の実

施 について は、情 報教育 関連 の実態 につ き、調査 中であ る。 ハ イパ ーネ ッ トワー

ク社会 にお いては、EOS授 業が今後主流 に なるか も しれない。従来 の授 業の場

合テ キス トの制作,配 付,交 換,解 説 な ど授 業 内容 に直接 関係 の ないこ とが授業

中に行 わ れて いた が、EOSの テキス ト ・プ レゼ ンテ ーシ ョンシス テム に よ り、

一90一



第3章 も し、ハ イパ ー ネ ッ トワー ク社 会 が実 現 す れ ば …

これ らの不 具合 点が改善 される と同時 に通信授業 も可能 にな る。す なわちEOS

のア ンテナ ネ ッ トワー クシステム に より、 どんな人で も、 どこで も、 どん な時 に

も利用 できる。

さらに、生 徒 との間の コメ ン トのや りとりや情報交換 が容易 に可 能であ るため

生徒個 人別の通信授 業が効果 的 に行 える。 しか レー方、EOS授 業で は生徒 との

間の ヒューマ ン ・コミュニケー シ ョンが取 りがたい欠点が あ り、 この点の解決 に

ついて検討 を してみ たい。

各種 のハ イパ ーネ ッ ト情報 の加工 につ いては、例 えば学術 ネッ トの活 川 に より、

海外 の最新論文 を リアルタイム にホーム ・ラボラ トリーの端 末機 に アウ トプ ッ ト

す ると共 に、保有 して いる文 献デ ータベ ース内容 とCRT画 面 を見 なが ら共感統

合 して情 報の加]二を してい く。 これに よりより価値 の高 い情 報 を創造 す る。 さら

にはマルチ メデ ィア化 した画 像、音声、動画 を当社系 列 の情 報1掲連研 究所 か らリ

アル タイム に入手 し、経営 コンサ ルタン トや研修用 ソフ トウエ ア をつ くれ る よう

に したい。

ハ イパーシ ミュ レー タは、 西田正吾 ,佐 伯絆 に よれ ば 「ワー クメデ ィアが もっ

ている情 報の多次元 的管理機 能 とシ ミュ レータが もつ現象 の さまざ まな生成機能,

さ らに対 象の多 面的表 現機能 を実現 した、多次元 的で ビジュ アルなシ ミュ レーシ

ョン環境であ る。」 と定義 してい る。 ・

仕事 の関係 で さま ざまの人 々 とハ イパ ーネッ トワー クを介 して接 す ることが多

くなるこ とが予想 され るため、得 られた多 くの情報 を多面 的 に融合 しなが ら新 た

な知識 を獲得 す る ように したい。又ハ イパ ーシ ミュレー タは ヒューマ ン ・コンピ

ュー タの協調 を 目指 した有効 な ツー ルに もな り得 る。す なわ ち人 間同士の コミュ

ニ ケーシ ョンと コンピュータ との相互交流 を より効 果的 にす るため には、 このハ

イパ ーシ ミュ レー タが使 える もの と考 える。 この ような理 由で 、ハ イパ ーシ ミュ

レー タの実用状態 を調査 ・研 究 してい きたい。

最後 に私 のテ ーマ は高齢 者 に優 しく、生 き甲斐 を与 えるハ イパ ー ネ ッ トワー ク

社 会の構築 であ る。高齢化 社会 が進む に したが って、在宅 医療 や全臓 器 を対 象 に

した移植医療,老 人 のホー ムケアー などの必要性 が高 まる。 これ らはすで に病気

で身動 きが 出来 な くな った時点 の処 置であ るが、病気 になる 前に、あ るい は病気

にな ってか らも、老人 が少 しで も生 き甲斐 をもって人生 を全 うで きるような対応
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が必要 な ことは言 うまで もない。 これ らの対 応の 一つ にハ イパーネ ッ トワー ク活

用 に より、老人 に も喜 んで もらえるような動 画や民謡 な どの明 るい メロデ ィー を

組 み込 んだ 「生 き甲斐 相談」CATVプ ログ ラムな どを、各 家庭宛 に報 道す る よ

うに したい。人生経験 、家族構 成、健 康条件 、経済力 などの違 いに よって、老 人

一人…入の問題 点 も異 なる。 人 間は誰 しも年 を取 る と孤独 にな り、社会 に対 して

閉鎖的 になる し、又家族 の方 も老人 をつ き放 す ようにな りかねない。 この ような

問題 につ いて もハ イパ ーネ ッ トワークが大い に役 立つ のではなかろ うか。例 え ば

市町村 に老人 ヘルパ ーセ ンターを設 け、医療機 関 と連携 の上 、老人の健康相 談 ば

か りで な く老 人パ ワー を活 用す る機会 を創llけ る。 この老 人パ ワー滑川 をサ ポー

トす るツール と してハ イパ ーネ ッ トワー クを利 用す るな どであ る。老人 が働 きや

す いホームオ フィスや、操作 しやすいOA機 器 を商品化 した り、家全体 が介護 シ

ステム となる もの を開発 する ことも必要 とな るであ ろう。
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第4章 人間の創造性 を育む参画教育とそのネッ トワーク化 をめぐって

1.「 情報の オブジ ェク ト化」と問題解決能 力

/認 知科学 的アプ ローチ より

認知科学では最近になって、人間の認知 を外界の状況や実際的な文脈での意図

を持 った活動、他者 との相互作用のなかでの協調的活動や学習過程 に注目してき

ている。

た とえば、認知科学者の ウイノグ ラー ド(Winograd,T)ら は,そ れ までの人『II二知

能研 究の知能 に対 す る見 方や そのデザ インは根本 的に誤 りがあ り、,状況性や社会

性 の中で言語 や人間の理解 を捉 えな けれ ばな らない と主張す る。具体 的 な状況 の

中で の認知 の 問題 や、個 人の 認知 にのみ焦点 をあてるのでは な く共 同作業の なか

で はた らく人 間の認知 に焦点 をあて ようとす るのであ る。

ここではそ の ような認知科学的観 点か ら、ハ イパ ーネ ッ トワークの情報 システ

ム化 をめ ぐる問題 について述べ る。

■ 参画型のハ イパーネ ッ トワークに向けた情報 システム化 とは

シス テム と人 間の 関係 をみ ると きには、次の2つ の見方が あ り、 どち らの ウ1場

か らシステム を作 るかがまず問 われ るだろう。

口 組織 にお け る人 間 はシス テム に沿 って動 くべ きとい うものが あ る。 そ れゆ

え合理 的に機 能するためには、人 に規則 を与えて従 わせ る立場 を とる もの。

ロ シス テム が人 を動 かす の では な く、 人が シス テム を道 具 と して利用 す る こ

と。それ ゆえ、 うま くい かない ときはシステムの方 を修正 して ゆ くとい うインタ

フェースを向上 に重点 をお くもの。

結論 か らいえば、後者の立場 がハ イパ ーネ ッ トワー クの原 理 となるべ きで ある。

そ れで は、具体的 には何 を改善 し、 どの ような コンセプ トが必要 となるのか。

システム は意 図 した とお りに機 能す るこ とはない。状況 に依存 して是非 が決 ま

るや っかい な存在 であ る。す なわち、 シス テム と人 との相互作用 が問題 とな るか

らで ある。その相 互作用 が うま くいかない状態 を、つ ま り 「ブ レイク ダウン」 を

どう解釈 す るかが重要 となる。
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■ ブ レイクダウンをどう修復す るか;マ ニュアル的活動か らの脱却

ブ レイクダ ウンは トラブルで あ るとい うよ りも、組織 の各 メンバー に どんな関

わ りがあ り行動 のパ ター ンが あ るのか、 とい うこ とを表面化 す る状況 だ と認識す

る必要が ある。その意味 で優 れた経営 マネー ジー ヤは、経 営 シス テムのブ レイク

ダウンに どう対処 すべ きか を知 っている。 しか し、あ ま りに熟練 したエキスパ ー

トで は、 自己 の処 理行動 や仕 ・事様 式 を状 況 と一体 化 させ て記 憶 してい くため に、

状況 が大 き く変化 した場 合 には混 乱す るこ とにな る。仕事 の 手順 や処 理行動 を定

形 的な枠 にはめる こ とは、効率 を高め るため には必要 なこ とではあ る。 だが同時

に行 為の可 能性 の幅 を狭 くし、盲 目的で排他 的 な傾 向 を生 じる危険が常 につ きま

とうことに注意す る必要があ る。

手順 を整 理 して定形化 して しま うと、そ れが本 来果たすべ き目的 を隠 して しま

うの であ る。 これは 「マニ ュアル化社会 」や 「高 度 シス テム化社会」 にあ りが ち

なこ とだ。すべ て をルール化 して も、予測 で きない事態 は常 にあ る。 だ とすれ ば、

前提 と してい た状況 を無視 す る ことに よって何 が失 われるか を考慮 したシステ ム

設計 が重 要 となる。

その点 でウ イノグラー ドは 「電子図書館」 を事例 に して、それ らを問題 に して

い る。次の ような要旨である。

文献検索 をす る ときに、明確 にタイ トルや キー ワー ドが わかってお り、 しか も

コン ピュー タにつ いての操作 が で きる とい う条件 で は電子 図書館 は人間 に とって

効用性 の高い ものだ。 ところが、何 か暖味 な内容の著作や 関連 しそ うな内容の文

献 を知 りたい とき、ち ょっと した探索 的 な 「拾 い読 み」 はで きな い。 この探索的

な行為 は、人 間に とって暖昧性 をうま く活用 す るための有効 な方法 なのだが、 そ

れ をシス テム側 で活 かせ な くな る。 ここにシス テム と人 との大 きなギ ャップが在

る。

こう したギ ャップはシステム側 と人 の側の両面 か ら、そ れ らの 「盲目性」 を分

析す る ことによって解決 で きる、 とウ イノグ ラー ドはいう。 この 盲目性 は、会社

組織 の活動 がマ ニ ュアル化 され、運 営が安定 してい る場合 には極 め て大規模 な も

のに発展 す る。 いい例 が役 所 や平 時の軍 隊であ る。 また原子 力発電 のチ ェルノブ
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イ リ事件 は、 シス テマチ ックな'一見合 理的であ るかの ような 設備施 設の問題性 を

提起 す るもの だ った。 こ う した状況 では、造 られ た制度 やシ ステムに従属 した形

で 人の行 為が ルーチ ン化(定 型化 した仕・事様 式)さ れてい くために生 じる もので

あ る。人の側 がパ ター ンと して規則 に従 ってい る と、本 来の主体的解釈 がな くな

り 「盲 目的」 にな って しま うので ある。具体状 況での活動 の意味 や影響 、課せ ら

れ た コミッ トメ ン ト(依 頼 や要求)に 対 し鈍感 にな って しまっているのである。

では この よ うな事 態 に対処 す るシステムの原 理 はど うだ ったのだろ うか。 たと

えば、「システム解析 」 とい う分野 では、定形的構造 をもつ過程 が重視 され、定形

的 で規模 の大 きい問題が扱 われ るこ とがあ って も、 コ ミュニケ ーシ ョンの問題 は

あ ま り顧 み られなか った。 しか し、具体 的に様 々 な意思 決定 の過程 を調 べてみ る

と、鍵 とな るの は影響 を受 け る集 団同士 の コミュニケ ーシ ョン と、 決断の際の行

動 に対す るコ ミッ トメン トであ るこ とがわかって きた のはつい最近 の ことなので

あ る。大規模 生産 をベース に した近代産業 の在 り方で は、この ような人間の分業

化 は避 け られな い こ とか も しれな い。 しか し、 参 画型の ネ ッ トワー ク社 会で は、

あ らゆる制度 ・システムが人 間 との協調活動 の上 で評価 され るようになるべ きだ

ろ う。

■ 「可能性を探る会話」 と情報システム化の課題

ウイノ グ ラー ドは有 能 な マネ ージ ャーのエ キスパ ー トシス テム を構 築 した り、

意志決 定 シス テム(DSS)を 導入す る際の重 要 な視点 を与 えてい る。第1に マ

ネージメ ン トの中心課題 は、 「効率 的(efficiency)」 かつ 「効果的(effectiveness)」

な ビジネス活 動 を実現 で きる状 況創 りに向け られ る必 要があ る とい う。効率性 と

は、時 間 ・空 間 におけ る処理 の量 的 な変化(ス ピー ド)で あ る。 これ は、組織 に

おける行動形式 や運営 の基本 的戦略 を変更する ものではない。

一方 、効 果性 とは、 む しろこ う した ものの質 的 な転換 を意 味 す る。 そ れゆ え、

システ ムが 「有効」 だ とい った ときには、 それ を使 う組織全 体の改 善が問題 とな

る。逆 にた だ 「効率 的」 なシ ステムは、…時的 には生 産性 を上げ た りす るか もし

れ ないが、中長期 的に は見過 ごせ ない欠 陥が現れ るこ とになる。 この ような シス
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テム側 の 「盲 目性」 は、特定 の効 率 だけ を考 えた ときに生 じるマイナス而 、ある

いはテ イクオ フとな る別 の側 面 を無視す るために生 じる。 そ して多 くの ブ レイ ク

ダウン(支 障)を 発生 させ る。

有 能 なマネー ジャー とい うの は、常 に従業員 との多 数の短い コ ミュニケー シ ョ

ンに費や し、 シス テムの盲 目性 を探 っているのであ る。その意味 でマネー ジメン

トの仕事 は、「コ ミッ トメン トのネ ッ トワー ク」(こ れはお もに約束 や依 頼 に よっ

て作 り出 され る)に よって活性化 し、成 り立 ってい る とい うことである。

SISの ような情 報 システムが、 ビジ ネス界 での情報化 を象徴 す る もの と して

注 目され たに もかか わ らず、成功事例 が きわめて少 ないの もコミッ トメ ン トの 不

ッ トワーク をシス テム設計段 階で軽視 して きた こ とにあ るだ ろう。現状 でそれ を

ビジネスの道具 と して使 い こなせないの は、状況へ の探 索活動がで きる ようなイ

ンタ フェース機 能がな いか らであ る。 つ ま り、 システ ム との双方 向の会 話 が成 り

立たない こ とが問題 なの だ。

ただ し、これは単 にイ ンター フェースが よければ済 む とい うことで はない。 シ

ス テム を利用 す る人 間の能力 を どう理 解す るかが問 われ るためだ。人が いか に し

て複雑 な状況 に対 処 しなが ら暖 味性 を含 む問 題 を解 決 してい くか、 とい う こ と。

す なわち、人間活動の本 質 を どう掴むか とい う課題 なの であ る。

システム は 「曖昧性」 をで きるだけ排 除 しようとす る し、逆に人はその曖 昧性

をうま く活用 しつつ問題 を解 決 してい こ うとす る。つ ま り、暖昧性 の処理 こそ人

の有 能 さを表す もの なのであ り、それ を有効 に シス テム側 で活用で きる仕 組み が

ないこ とが情報 システム化 の足枷 となってい るわけであ る。

た とえば、旧来 の意志 決定 のシステム理論 か らす ると、や るべ きこ とは制約 条

件 と選択肢 空間 を設定 し、 それぞ れに評価値 を割 り当 てて計算 する とい う方 法で

あ った。 しか し、 この ような理論 は、 あ らか じめ想 定 された状 況での慣習化 した

手法 を 「計算」 してい る もの である。現 実の状況 を後 か ら説 明で きて も、"状 況 の

探求"は で きない。

それ をウイノグ ラー ドは、以 下の よっにい っ。

「あ る機械 工場 の例 で、作業スケ ジュールが コンピュータシス テムで 自動化 された

こ とがあ る(そ れ まで は、監督 が作業員 の間 を歩 き回 りなが ら決め てい た)。 多 く

のブ レイクダ ウンが生 じた末 に ようや く、監督 は巡 回 しなが ら単 に仕事 を割 り当

一98一



第4章 人間の創造性を育む参画教育 とそのネットワーク化 をめぐって

てているだけ ではない こ とを認識 した。新 しい関心へ のオー プン さ(こ れは作業

員 との会 話や 、自分 自身への観察 を通 じて得 られ る)が 、 ブ レイク ダウンを予期

す る上 で決定的役割 を果た したの であ り、 コンピュー タシス テムの設計で はそれ

が見過 ごされていたのであ る(p.259)。」

ウ イ ノ グ ラ ー ドの い う 「会 話 」 とは 、 「可 能性 を探 る会 話(conversationfor

possibilities)」と呼んでい るものである。

ブ レイク ダウンは必 ず しもマイナスの面 だけで はない。それ まで隠蔽 されてい

た問題が表面化 され るので、 そこか ら解決 への糸 「]を掴 め るか らであ る。 システ

ム側 での ルールや制度 とい う もの は、状況 が変 わ る とうま く当てはま らな くなる

ものであ り、 常 に解 釈 と変更 を必要 と している。 絶 えざる再構 成、 つ ま り 「バ ー

ジ ョン化 」 は 自己評価 と修 正 を繰 り返す こ とであ る。そ のため には会話 ネ ッ トワ

ークを築 いてお く必要 である。

■ 「可能性 を探 る会話」の ネッ トワーク化;グ ル ープウェアの利用

「可 能性 を探 る会 話」の ネ ッ トワー ク化が、 グルー プウェア とい うメデ ィアに

よって具体 的 に実現 で きる条件 が生 まれて きた。 グルー プウェア とは、小 人数の

グル ープ、チ ームで会 議や作業 をす る支 援 シス テムの ことで ある。 ウイノグ ラー

ド自身がその ようなシス テム を構築 している。

グループ ウェアの機 能 には次の ような ものが含 まれ る。

口 電子メール

ロ 電子掲示板

ロ プロジ ェク ト管理 シス テム

ロ 遠隔テ レビ会 議

ロ グルー プのスケジュール管 理

口 共 同文書執筆

口 電子会議

ロ テキス トフィル タリング
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〈 ハ イパ ー ネ ッ トワー キ ン グの た め の情 報 シス テ ム 〉

遠 隔 オ フィス ・教育支
マルチメデ ィアネ ッ トワーク

パ ーソナル通信

丑同作業支援

マルチ メデ ィアグル

ウェアハ イパ ーテキ

意思決定支援

知 的デー タベ ース

知 的メールシステ

知 的エ ージェ ン ト

組織 や企業で仕事 をす る場合 、ほ とん どは部課 、 グルー プに属 して作業 を して

いる。その ことか らすれ ば、 グルー プウェアは ワー クス タイルや メ ンバ ーの コ ミ

ュニケーシ ョン様 式 に大 きな影響 を与え る。

た とえば、問題解 決 にグルー プウェア を利用 す る場合 、具体的 な事象 か ら分析

してい くボ トムア ップ型 と、逆 に抽象的 な コンセ プ トか ら分析す る トップダウ ン

的な解 決方式 があ る。人 間が手作 業 でボ トム ア ップ処 理 をす る場合 、処 理す るオ

ブジェク トの数が大 き くなる につ れて複雑 に な り、 全体 を 度 に認知す るこ とに

無理 な負荷 がか か って くる。 そ のため 、 ボ トム ア ッ プ処理 を して いるつ も りが 、

いつの まにか 「思 い込 み」や 「既存 の考 え」 に支配 されて しま うこ とがあ る。

これでは新 しい発想 をす る妨 げにな って しま う。 そ こで、情報の オブジ ェク ト

を コンピュー タに入力 し、全体 の空間的構造 をデ ィス プレイ に表示 させ よう と設

計 されたのが 「ISOP」 の ようなKJ法 応用 の ソ フ トであ る。 この ようなソ フ

ト利用 の メ リッ トは、 コツ ピュ一 夕にボ トム ア ップ処 理の本質 的で ない部分 をま

かせ るこ とがで きれば、時間の節約 と些末的 な処理が不要 となることだろ う。
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メデ ィア

文字 ・数値

〈情報のオ ブジ ェク ト化 と情報創 造 〉

造創報情輔

■ 情 報のオブ ジェク ト化 とネ ッ トワーク;ド キュメデ ィアへ

グルー プウ ェアの新 しい概 念 に 「ドキュメデ ィア」 とい うのがあ る(ウ イ ノグ

ラー ド)。 これ はパー ソナル コン ピュー タをベース に したコラボ レー シ ョンのため

のメデ ィアの こ とであ る。 それ によ り、適切 な会 話 を誘 導で きる ような映像 や文

章 をマ ップ化 してパ ターン を示 す こ とが で きる。 そ して、 シュ ミレーシ ョン機 能

を持 った もの である。 た とえば、組織の部 門間で プロジ ェク トのチー ムが それぞ

れ の計 画 をマ ップイヒして持 ち寄 る。 ミーテ ィングで は各 メ ンバ ーが橋 や道路 、信

号、池 、川等 の比喩 的 な記号 を使 って仕事の流 れ を具体 的な イメー ジに表現 す る。

池や川 がある と きには、障害 としてマ ップになってい るため にそれ をどう克服 す

るか論議 しや す くなる とい うわけであ る。 この ようなス トー リーボー ドは シュ ミ

レーシ ョン場 が必要 となる。 い くつ かの可能 な選択肢 を仮想 の空 間で動か して確

かめ る、 とい った こ とはバ ーチ ャル ・リア リテ ィの場 とい える もの だ。つ ま り、

ドキュメデ ィアはバー チャル リア リテ ィを実装 して視 覚的 な思 考 を"民1三 化"す

るツール とい えるだろう。

ハ イパ ーネ ッ トワー ク化 が実現 で きる理想環境 とは、私 室 とオ フィスのデス ク
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に、 ホ ワイ トボ ー ドの代 わ りに フラッ トパ ネル ・デ ィス プ レイが・一一・台つつ備 え付

け られてい るこ とが条件 とな ろう。

これは次の特徴 を持 ってい る。

(1)シ ーム レス;あ る目的行 為 を中断せ ず に実行 で きるこ と

(2)ポ ータブル;ま とまった情報 を持 ち運 びで きること

(3)エ ージェン ト;情 報探索や ネッ ト化 で案内役 とな るイ ンタフェース機 能

この ような機 能 を実装 したハ イパ ーネ ッ トワークのための情報 システムが 求め

られて くるだろ う。

組ご コ

※各空 間の接面の特質

① シームレス性

② ポー タブル性

③エ ージェン ト性

参 画(Conviviality)

2.参 画型教 育 とコンピュー タ/学 生参画 に よる大学授業 プ ロジェク ト

■ ハ イパ ーネ ッ トワー ク社会 と教育

さて、ハ イパー ネ ッ トワー ク社会 での教育 の在 り方 とは どの ような ものか。 こ

こでは と くに大学教育 の分野 に焦点 をあて る。

ハ イパーネ ッ トワー ク社会 では、情報 が空間的、時 間的、組織 的 にフ リー とな

り、必 要な ところへ 移動 し変 形で きる。 しか し、 これはあ ま り中味の ない一般 的
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な定義 である。知的 な活動 の創造 行為 を支援す る社会 とい う意味が こ こにつ け加

え られ るな らば、次 の ように定義で きる。

「情 報 の オ ブ ジェ ク ト化 とい うプ ロセ スが、 個 人 レベ ル か ら組織 へ発 展 し、

さらに地域公 共体 と国際 ネ ッ トワー クにまで拡大 された双方 向の"コ ミュニケー

シ ョン場"で ある。」

ここで あえて"場"と 言 うのは、モ ノやメデ ィア とい った特定 の何 かで はな く、

全体 として うま く機能す る相互作用 の空間 とい うことを強調 したい ため であ る。

.…パ ・ソ ・コ ・ン 通 信 に …走 る…迂 弐 工 ・ニ ケr〔 ・シ ・ヨ・…ン・効 果,…

これ までの教育 は、義務教育 か ら大学へ のハ イアラー キーな構 造化 によってカ

リキ ュラム制度 が設 置 され ていた。 どの学年で何 を学ぶ か は、体 系 か ら導 かれて

いたわ けであ り、文 部省 の指 導要領 に即 して決め られてい る形 であ る。 ところが

ハ イパー ネ ッ トワー ク社会 では知 識その ものの在 り方 が変 わって くるため、学校

の在 り方や カ リキュラム も抜本 的な改革が求め られ る。

コラボ レーシ ョンを中心 と して問題解決 や新 しい創造 的 な行 為 をベー ス と した

学習 のス タイルが中心 とな る。 コラボ レーシ ョンのツール も、 こ う した知 的生産

の営 み を支援す る全体 的な システム として機能す るこ とが要求 される だろ う。 そ

こで は固定 された法則 や知識 とい った こ とは意味 を持 た ない。 む しろ、 いかに し

て問題 それ 自体 を設定 して有 能な他 者 との 関わ りで情報 を収集 し、 それ を 目的別

にグルー ピング して新 しい付加価 値 を付 与 してい くか、 といった情報創 造 の行為

が重.要視 されるか らである。

た とえば、参画型授業 とい う実践 が武 蔵大学 を中心 に実施 され てい る。 これは、
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そ れまで教 師が行 って きた授業 の企画 や実施 を学生 自らが 主体的 に担 ってい こ う

とす るものであ る。 この中で学 生 は 「ISOP」 とい うソフ トを活用 して授業 ・

研究活動 の ネ ッ トワー ク化 と問題解決 に利用 してい る。ISOPは 「KJ法 」 と

い う問題解決 の手法 をソフ ト化 した もの であ り、 カー ドをグルー ピングす る機 能

が 自動化 された発 想支援 ツールであ る。通信機 能 を実装 す ることで、遠隔 地 にい

る者 同士 がア イデ アをま とめた り企画書 に した りで きる。武蔵 大学林研究 室で は、

こ う した コラボ レー シ ョン的 な ツール を軸 に、 意見 ・研 究 レポ ー トを交 換 して、

大学 の枠 を超 えた学 生同士 と大学 間の学 びの ネ ッ トワークづ くりを目指 してい る。

以下 、その概要 と具体的事例 を紹介 する ことにす る。

■ 参画 とは 参加の3段 階理論

参 画大学 とは、教 育 ・研 究活動 への主体 の参加 を 目指 した大 学改革 プ ロジェク

トであ る。現在 、全 国に点在 してい る15の 研 究会 ・勉 強会 をネ ッ トワー ク して

生涯学習 や地域開発 の産学 共同事 業 を推 進 している。平成5年8月 には、大分県

武蔵 町で 「第1回 参 画大学 」 を開講 し、企業 、研 究者、 自治体、住 民、学生等 が、

参画 型地域開発(武 蔵町 まちお こ し)の 実践 を行 った。 また'F成6年8月 に も第

3回 参画大学 を開講す る予定であ る。

わが国 で 「参 画」 というこ とば を、 タイ トル に含 み公刊 された書籍 は、1970年

か ら1992年 まで に少 な くとも20冊 以 上あ る。 しか しまだ 「参画」 の概 念 を明確

に定義 した文 献 はない。林 義樹 氏(武 蔵大学教授)は この参 画の考 え方 を大学 の

授業 に導入 し、学生 の授 業 に対す る参加意欲 を引 き出す実践 を重 ね る中で、参加

には3つ の段階 があ るこ とを明 らかに している。「参集 ・参 与 ・参画」 がそ れで あ

る。

この参加の3段 階理論 はその後 の実践か ら、大学以外 の学校 、学校以外 の生涯学

習 に拡大 し、ネ ッ トワー ク化 す るこ とで相互 に発展 してい く試 みがお こなわれ て

い る。 さらにこの理論 は、教 育 プログ ラムだけでな く、一般 的な プログ ラムや グ

ル ープ ・団体 、地域社 会、社会組織 、 コ ミュニ ティ等の社会集団の …般的 な"場"

への参加 の状態 の説明 に も適用で きることがわか って きている。
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ここで は理解 しやす い よ うに、便 宜上 、一般 的 な集会 プログラム とい う"場"

への参加 をイ メー ジ しなが ら、図9に 従 ってこの理論 を説 明 してい く。

図9参画の段階理論

目1階 コ ンセ プ ト キ ー ワ ー ド' 行勒 の しペ ル 奉加の局面 理解の 程度

第1段 階 参集

Attendance

いあわす 個人的 局所状況 断片的

第2段 階 参 与

Partbi図 目on

かかわる 集団的 小状況 部分的

第3段 階 参画

C㎝mament

にないあう 組織的 全体状況 包括的

図 の ように、 参加 の第1段 階 を 「参集(Attendance)」 と呼 ぶ。 この段 階で は、

参加者 はその"場"に 居合 わす だけであ り、参加 者 同士 、 または、その場 を提供

す る主催 者の側 と交流 す る行動 は行 わない。行動 はま った く 「個 人的」 レベ ルで、

「局所的 な状況」 に参加す るこ とになる。従 って、その場 での認識 も 「断片 的」 な

もの となる。

次 に、第2の 段 階 を 「参 与(Participation)」 と呼 ぶ。参加 者 は、参加者 同士 、 ま

たは、 その場 の主催 者 とイ ンタラクティブな行動 を とる。 この行動 は他 者 と 「か

か わる」 とい う 「集 団的」 な レベルで行 わ れ、 「部 分的」 に、その場 の 「小 状況」

にかか わる。従 って、状況へ の認識 も、点 と点 を結 んで線 や面 を認識 する 「部分

的」 な もの とな る。

第3段 階 を 「参画(Commitment)」 と呼ぶ。参加 の究極的 な到達段階 であ るこの

参画段 階では、参加者 は、「組織」 としての場 を担 うことになる。 そのためにその

場 を、 自 ら企 画 し、実践 し次 の人へ と伝承 してい く。 ここで は、参加者 は主催者

側 とい っ しょに なっ て、共 にその場 を 「にないあ う」 こ とにな る。 その ため に、

行動 は 「組織 的」 にな り、 認識 も立体的 にな り 「全体状 況」 を把握 した 「包括 的」

な もの とな る。 この よ うに、 その場 の 「全体状 況」 自体 を主体 的 に創 り出 し、維

持 し、伝承 してい くような参加行動 を"参 画"と 呼 ぶ。

この3段 階 理論 を引用 す る と、参加 型の学 び も3つ の類 型 に分類 で きる。 また、

それ に対応 した参加型の教育の3類 型 を考 えるこ とがで きる。
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参画の辞書的な意 味 は 「計画 に参加す ること(Participationinplanning)」 であ る。

この…般 的な意味 を踏 まえ、参 加の3段 階理論 に即 して実践 的 な概念 と して定義

し直 した ものが次の ものであ る。

「参 画す る とは、有 機体 的 な場づ くりをめ ざ して、 その場 の全 体状況 を共 有
'

化 しつつ、'その 計画 ・実施 ・評価 ・伝承 を担い、そ の場 と 一体化 して包括 的

に関わる こと。」

■ 参画支援 に向けたツール 参画型の コラボ レー シ ョンツール

武蔵 大学 には、パ ソコンが17台 導入 されてい る。ISOPは 参 画型授 業 に

おいては クラス全員 の意 見 をボ トムア ップ的 に まとめ てい くこ とがで きる。固定

観念 があ り、柔軟 な発想 を苦手 とす る学生 が多 い ときに、短時 間で全員 の意見 を

まとめ るこ とがで き、デ ィス カッシ ョンの場 で並行 して意見の収束 をはか った り

する。

た とえば、 レポー トのテーマ を設 定す る場合は次の ようになる。

ロ テーマにそって書 きたい ことを具体 的にカー ド化 す る

口 この とき、他 の人に もア イデ アをカー ドに して もらう

口ISOPに カー ドを入力 しま とめあげてい く

口 完成 した図解 を見直 し、付 け足す点があれば新 カー ドを作 る

口 この時、他 の人 に も図解 を見 て もらい、意見 を新 カー ドに入力す る

口 文章化の段階 に進み、 図解 の表札 やカー ドの内容 を文章 に落 としてい く

〆
他者か らの賛意

・反論 ・補足

＼
↓

収束段階

、
他者への賛意 ・

反論 ・補足

_ノ

結論
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II

参画の授 業 を支 えるシス テムにはソ フ ト以外 にい くつかの ツール と方法が必 要

である。 そ こで次 に、参画型教育 における 『参画型の学 びのシステム』 を示 す。

この ツール ・システム は、以下 の6つ のサ ブ ・シス テムか ら構成 されてい るが、

それらは情報創造のエンジンとなって具体的に参画者 を支援するしくみである。

口[ラ ベ ル ・シ ス テ ム ェ

ラベル を フル に活用 して、 自分 たち独 自の コミュニ ケー シ ョンと思 考の方式 を

開発 して使 い こなす しくみ。特 に、感想 ラベル による 「ラベル ケーシ ョン」及 び、

KJ法 、NM法 、 イメージ法 、変換結合法等 による 「ラベル思考」 が有効 であ る。

口[プ レ ゼ ン/カ ッ シ ョ ン ・シ ス テ ム1

参画者 自身 が研 究 した り、探 求 した り、創作 した りした ことを、 自ら三〕三権 者 に

な って発 表 し、討 論 し、 その成 果 を再度、研究 ・探 究 ・創作 に結晶 させ る知的共

同作業の しくみ。

口1デ ー タ ベ ー ス ・シ ス テ ム]

自分たちの活動の記録 を残 し、作品化 して多 くの人 々と共有化するしくみ。伝

承 活動 を達 成 す るた め に、 参画者 が 自 らの学 び活動 の ドキ ュメ ン トを作 品化 し、

これ らの作 品群 を 「学 ぶ者 に開かれた共有財 産」 と して デー タベース化 し、共同

利用 する。

口[ス タ ッ フ ・シ ス テ ム]

参画者が分担 して運営のスタッフとして、学びを自ら支 えるスタッフ(職 員)

にな り、 ひ と仕 事 を達成 しようとい う創造 的な係 活動 の しくみ、及 び、これ らの

諸 スタ ッフの ミーテ ィングの しくみ。

口[ワ ー カ ー ・シ ス テ ム]

すす んで先学(先 輩)に 学 び、すす んで後学(後 輩)を サ ポー トして、 自分た

ち独 自の学 びの伝統 をつ くる しくみ。先学が後学 に指導助 言 しなが ら、 自 らも学

ぶ しくみ で もあ る。 この活動 は、文化 的 な伝統づ くりに確 か に参画 してい る実感

を得 るのに有効 である。
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口rス ーパ ーバ イザ ー ・シス テム]

共に学 んで いける良 き師 を選び、頼 り過 ぎるこ とな く、進 んで指 導 を受 け、適

度の緊張感の 中で、気軽 にス ーパ ー ビジ ョンを受 け、常 に向」二をめ ざす しくみ。

この ような シス テムが参画の学 び を支 えてい ることに、 具体 的 な事例 が説得力

を持 つ根 拠があ る。 大学 の衰退 が人間 の知性 の弱体 化 とな らない ために も、新 し

いメディアの利用 による参画 ネッ トワー クが広が ることが必 要だ ろう。
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■ ハ イパ ーネ ッ トワー ク社会に向 けたシステム創 りへ

人間の言語 的活動 に対 して、 メデ ィアが与え る影響 や変化 につ いては電話 の歴

史 が雄 弁 に物 語 ってい る。電話 は ビジネス ツール とい うよ りも現代人 に不 可欠 な

コ ミュニケ ー シ ョン ツール である。 当初 は この よ うな使 い方 をす る ことは 予期 し

ていなか った こ とだろ う。 これに関連 して、マ イケルシ ュ レー グは次 の ように述

べ ている。

「コラボ レー シ ョンの ツール は話 し言 葉の役 割 をアイ デアの伝 達か ら有 意義

なモデルの構築 へ と移行 させ る。 こ うして話 し言葉 は次 第 に視覚的 イ メー ジ と表

示 された テキス トを補 うため に使 われる ように なるだろ う。聞 き手 の関心 は話 さ

れ た言葉か ら共有 された場 に移行す ることになる。」

そ してまた、他 人の役割 について、マ イケルシ ュ レー グは

「そ れが双 方 向の価 値不 要 をす る場 と して会 議 や プ レゼ ンテ ーシ ョンの場 が

活 用 され る。」

と述べ てい る。 す なわち、すで に完壁 に準備 された で きの よい プ レゼ ンテ ーシ

ョン といった もので は逆 に充分 では ない という。 そ して、提 案 した場 の状 況の 中

で他の人 々の意見 や価 値等 を付加 してい くような双方向 の関係 づ くりが重視 され

る、 とい うわけであ る。

言い換 えれ ば、 あ らゆる情報 ・知識 の 「バー ジ ョン化」 とい った こ とが重 要 に

な って くるので ある。た とえば、シ ュミ レーシ ョンに よって仮想 の場面で実験 し

て試 し、 そこでの評価 が さ らに新 しい ものづ くりや企 画 に活用 されて い く、 とい

うサイ クルが可能 とな る。 これまでの会 議あ るいはグル ープでの作 業 は、 さらに

コ ラボ レーシ ョン を促 進 させ るよ うな場 となってい く。 これは現在 グループ ウェ

ア研究で 目標 に されてい る協 調活動 の在 り方で もあ る。

ハ イパ ーネ ッ トワー ク社会で は情報媒介機 能 を果 たす主体 の役割 が重要 な ビジ

ネスの要 となる(今 井賢 一郎説)。 この情報 を媒介す る人 は、社会 の中 に分散 して

い るニーズ と社 会の 中に埋 もれてい た資源 とを結 びつ け る役 割 を持 っている。そ

の結びつ けるプロセス において、新 しい情報価値 が創 り出 されてい く。

すで に大手商用 ネ ッ トワー クには多 くの専 門家や趣 味等の グルー プが電子 通信

ネ ッ トを して いる。 これ らの新 しい コ ミュニケー シ ョンはデ ジタル通信 を活用 し
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て、新 しい知的創作 物 を生 み だ してい く。ハ イパー ネ ッ トワー ク社会 で情 報のオ

ブジェ ク ト化 が進行す る と、個 々の オブジ ェク トを別 の情 報 に加:1:し た り組み合

わせ て より適切な ものに変え るようなバ ージ ョン化 が進行 す る。

情報の オブジェク ト化の構造

■ 参画型 のハ イパ ーネ ッ トワーキ ング社会へ

結局、 「参画」 とは人 間の主体性 をコラボ レーシ ョンの過程 で回復 させ ようとい

う方法論 なのであ る。 つ ま り、新 しい文化 を自 らの手 で創 ってい く主体 となるプ

ロセス、 これが 「参 画」 の中味であ った。

参画 とは参集 ・参与 ・参画 の発展 プ ロセス における最 も上位 の段階 であ り、 コ

ミッ トメン トの強 い レベ ル を意味 してい る。参画 は全 体活動 への計画づ くりに自

らが主体 的 に働 きか け、協 力 し、次 の代 に伝 承 してい くプロセス とい って よい。

そ れを支援 して多用 な個 人、組織 を連携 させ てい くシステムが グルー プウェアに

期待 され ている。

そ して、 よ り重要 な こ とは参画型 のハ イパ ーネ ッ トワーク会社 が、個人 と組織

の対 立 を調和 に変 え る場 を提供 し、入間 の能動 的な コ ミッ トメン トを引 き出 して

くれる場 だ とい うこ とである。
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終章 まとめにかえて

そ れは自然 に情報化が高度 に進 めば生 まれ る社 会 とい うのではない。

「参画」 の在 り方 を追及す る ような人 間側の努力 と、さ らに団体、組織 、大学 、企

業 、地域 レベ ルでの しくみ創 るが必要であ る。

以上、 そ う した試みの 一一助 となることを願 って報告の結び と したい。
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